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     序章


    



    　はらはら、はらはら。


    　ひらひら、ひらひら。


    　空から、緑の葉が降ってくる。淡く輝きながら降ってくる。天に根を張る大樹から落ちてくる。葉はコンクリートで造られた無機質な街に降り積もり、冷たい灰色を緑で覆おおい隠していく。


    　街の中に血管のように張り巡らされた道路、点滅する信号機、川に架かる細い橋、駐車場に並んだ車──。全てが緑に染まっていく。ゆっくり、ゆっくりと。


    　街の片隅にある学園の校舎も例外なく緑に埋もれてゆく。校舎の屋上に立つ金髪の少年──エノク＝ケテルの頭にも、肩にも、緑の葉は舞い降りる。少しずつ、少しずつ、しかし決して停滞せずに。


    　あたしはエノクより数メートル高い場所から、緑に侵される景色を見ていた。ただ、呆ぼう然ぜんと。体は動かない。木の枝に絡からめ取られて動けない。


    　エノクの傍かたわら、〝彼〟がいたはずの場所──そこに広がる血ち溜だまり。目が眩くらむほど鮮烈な赤色の上にも、緑の葉が落ちた。


    「ケー……スケ、どこ?」


    　その呟つぶやきは無意識だった。だが声が届いてしまったのか、エノクがこちらを仰ぎ見る。金色の髪と白い修道服に積もった葉を払い落として、緑色の瞳ひとみであたしを射る。


    「彼は、いないよ」


    　エノクは平坦な口調で端的に事実を示す。


    　その言葉のとおり、校舎の屋上にあたしが捜し求める人はいない。大穴が開き、あちこちに亀裂が走り、フェンスが外はずれ、今にも崩くずれそうな屋上にいるのはエノクとあたし──それとエノクの横に倒れている木の巨人だけ。


    　星ほし竜りゆうへと変じたが、緑の矢で射抜かれたウルト伯お母ば様。血まみれで倒れていたミユ。右腕を切り落とされ、殺される寸前だったケースケ。誰も、いない。つい先ほどまで、いたはずなのに。


    　何が起こったのかは、分からない。


    　けれど確かなことが一つだけあった。表情が歪ゆがみそうになって、歯を噛かみ締める。そんなあたしを見て、エノクは静かに言った。


    「そう、キミは──アリッサは救われなかった。啓けい介すけはアリッサを救えなかった」


    　喉のどから嗚お咽えつが漏れそうになり、必死に堪こらえる。けれど頬ほおには冷たいものが伝う。


    　どうして、どうしてこんなに心が軋きしむのだろう。


    　ケースケたちは逃げてくれたのかもしれないのに。


    　眩まばゆい光と共に星竜の咆ほう哮こうが聞こえ、彼らは消えた。だから生きている可能性は高いのに。


    　なのに、なのに──涙が止まらない。


    「悲しいんだね、アリッサ」


    　エノクは視線を逸そらし、小さく呟つぶやく。


    　悲しい?　あたしは悲しんでいるの?


    　分からない。近いようで遠い。遠いようで近い。


    　この気持ちに名前はつけられない。


    　ただ、心が痛いほどに震える。


    　どんな困難も乗り越え、どんな敵をも打ち倒す英雄がいた。


    　あたしを助けて、願いを叶かなえてくれる人がいた。


    　これまでずっとそうだった。何度となく繰り返してきた。


    　だけど、だけど……そんな当然は、もう終わった。


    　唐突に日常が壊れるように、あっけなく砕け散った。


    　あたしは目の前にある現い実まを見る。彼のいない風景を俯ふ瞰かんする。


    　そう、そうなんだ……。


    　やっと、理解する。


    　ケースケは……ケースケは……。


    　──負けたんだ。
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     第一章　閉じた楽園、透ける面影


    



    
      １

    


    



    　まだ、夢の中にいるかのようだった。現実味がひどく乏とぼしい。


    　世界を白く染め上げる、強い日差し。遠くから聞こえる潮しお騒さい。裸足はだしの下に感じる細かい砂の感触。高く聳そびえる古城から吹き下ろす風と、その周囲に生い茂るジャングルから漂う緑の匂い。


    　こちらに尻尾しつぽを向け、静かな足取りで遠ざかる黒狼。狼の首に掴つかまりながら浮遊する、アリッサによく似た半透明の少女。


    　バランスの取れない自分の体。ひどく痛む右肩。一定の間隔で訪れる眩暈めまい。


    　ここはどこなのか、自分は何をしていたのか、わずかの間、見失う。


    　もしかしたら十数秒、気を失っていたのかもしれない。


    　我われに返ると、狼と少女の姿はとても小さくなっていた。


    　あれは──誰だっけ。


    　自問して、しばらく考え、思い出す。


    　そうだ、彼女たちは既に名乗った。


    　アリッサに瓜うり二ふたつの黒髪の少女は、スーラ＝クラノ＝ストーリング＝ミルキーウェイだと名を告げた。巨大な黒狼は、自分が由ゆ衣いで、ここが《方はこ舟ぶね》だと言った。


    　……由衣?


    　遠とお見み、由衣。僕の、妹。


    　あの狼は、由衣なのか?


    　ポニーテールを揺らして、青いワンピースを着て、笑っていた由衣なのか?


    　確かに由衣は狼の形態をとることができた。だけど、そのときの姿は抱き上げることも容た易やすい、子供の狼。あんなに巨大な狼に変じたことなど、これまでない。


    　ああ、たぶんさっきも同じことを考えた。


    　でも理解できなくて、上う手まく働かない頭が、考えることを放棄してしまったのだ。


    　また──眩暈。


    　ジャングルの中へ続く、白砂の小道。その中へ狼と少女が消えていく。由衣が、見えなくなる。


    　どこへ行くのだろう。このままでは見失う。


    「ゆ…い……由衣!」


    　叫んで、追いかける。喉のどから出た声はとても掠かすれていて、砂を蹴ける足はもつれた。


    　一度転んで、慌てて起き上がり、黒い姿に追い縋すがる。


    　ジャングルの中に分け入る細い道へ足を踏み入れると、一気に湿度が高くなったように感じた。むせ返るような緑の香りが僕を包む。


    　黒狼と少女の姿を視界に捉えて、僕はもう一度叫んだ。


    「由ゆ衣い、待ってくれ!」


    　しかし狼は──由衣は歩みを止めない。緩ゆるめもしない。


    　ふわふわと浮かぶ半透明の少女だけが僕を振り返り、少し困ったような表情を見せた。


    　何な故ぜ、由衣は止まってくれないのだろう。何故、あれ以上の説明をせず、僕に背を向けたのだろう。


    　声が聞こえていないのか?


    　そんなはずはない。スーラと名乗った少女はこちらを見た。


    　なら、どうしてだ?　どうして応えてくれない?


    　由衣の歩みは決して速くはなかったが、距離は縮まらなかった。


    　眩暈めまいがひどくなり、真っ直すぐに走れない。いや、既に走ることもできず、僕はただ転倒だけはしないように、遅々とした足取りで歩いていた。体に無理な力がかかるたび、右肩が強く痛んだ。


    　これ以上叫ぶと、意識が途切れてしまいそうで、奥歯をぐっと噛かみ締めて足を動かすことに集中する。


    　やがてジャングルの向こうに、異様なものが見えてきた。


    　白い、巨大な半球状のドーム。


    　どこかで目にしたことがある。でも今は記憶の引き出しを開ける余力もない。


    　ジャングルの中を蛇だ行こうしながら続いた白い道は、そのドームに突き当たり、途切れていた。


    　ドームの前で狼が、ようやく立ち止まった。半透明の少女が狼から離れ、そっとドームに触れる。すると真っ暗な穴が、ドームの壁にあく。


    　少女が泳ぐように、その中へと飛び込み、見えなくなった。狼も──由衣も後に続こうとする。


    　駄目だ。行かせては、いけない。


    　そんな予感が全身に走る。


    　でも由衣と僕との間には、どうしようもないほどの距離が開いていた。


    　腕を伸ばしても届かない。走っても間に合わない。


    　だからもう、叫ぶしかなかった。肺から息を吐き出す。


    「──由衣ぃぃぃぃっ!!」


    　視界が白く染まる。世界が逆さまになるかのような、ひどい眩暈。ドサッと体に衝撃。口の中に砂の感触。


    　倒れてしまったのだと理解する。でも何とか意識が途切れるのだけは堪こらえ、顔を上げた。


    　由衣は、動きを止めていた。


    　初めて僕の声に反応し、黒い穴に浸そうとしていた前足を止めていた。


    　首を動かし、青い恒こう星せいのような瞳ひとみで僕を見る。頭の中に声が響いた。


    『大丈夫だよ、お兄にいちゃん。後は、あたしに任せて』


    　僕を励ますような台詞せりふ。けれどどこか悲しげな響きの声こわ音ね。


    　何が大丈夫なんだ?　何を任せるんだ?


    　分からない。理解できない。


    　しかし問い返す間まもなく、今度こそ由ゆ衣いは黒い穴の中へ入ってしまう。


    　黒い体毛が闇やみと溶け、区別がつかなくなり、そのすぐ後、穴は白い壁に覆おおわれた。


    　声さえ届かなくなったことを悟る。


    　何が……どうなってるんだよ!


    　心の中で叫んだ。


    　もう一歩も歩けなかった。地面を這はって、ドームに近づく体力さえ残っていない。眩暈めまいと痛みは、とっくに限度を超えていた。


    　今、できることは何もない。


    　僕は仰向あおむけになり、空を見上げた。


    　これは、現実なのだろうか。夢を見ているのだと言われた方が説得力はある気がする。


    　青い空に、雲が浮いている。


    　じっと見つめていても、雲は形を変えない。まるで空に描かれた絵のように。不自然なほど停止している。


    　ここは《方はこ舟ぶね》だと由衣は言った。


    《方舟》から見る空は、いつかアリッサの夢を共有することで、見た気がする。


    　でもそれはこんな空じゃない。雲はとても早く流れていた。こんなふうに止まってはいなかった。


    　やっぱり、これは夢なのかもしれない。


    　もう意識を繋つないでいるのも限界で、目を閉じる。


    　これが夢ならば、次に目を開けたとき、僕は現実にいるのだろう。


    　現実?


    　それは──どんなモノだったっけ。


    



    　定期的に──まるで脈動のように押し寄せてくる痛みと、全身が溶け出すようなひどい倦けん怠たい感かんに満ちた暗くら闇やみ。僕が落ちたのはそんな場所だった。


    　これが現実だろうか。分からない。まだ、思い出せない。


    　だけどこれに近いモノだったような気がする。こんなふうに、痛くて、苦しい場所だったと思う。


    　暗くら闇やみに満ちた苦痛は、僕を締め上げ、引き裂く。


    　痛みに砕かれた心の隙すき間まには倦けん怠たいが入り込み、意識をより曖あい昧まいにしていく。この倦怠は危険なものだと思えたが、逃のがれる術すべはなかった。


    　だがそこに温かい何かが流れ込んできた。いや、温かいどころではない。熱い。その何かは凄すさまじい熱量を含んでいた。


    　痛みと倦怠が灼しやく熱ねつし、焼失する。暗闇は夕焼けのような赤色に染まり、融ゆう解かいした。


    　同時に、声が聞こえた。心の中に高く響いた。


    



    　もう痛くない、痛くないよ────だから、目を開けて。


    



    　瞼まぶたを持ち上げる。僕の中に流れ込んだ熱が、その力を与えてくれた。


    　目を閉じる寸前に見上げていた停止した空は、そこになかった。代わりに、少女の顔が視界を占領していた。肩までで切り揃そろえられた黒い髪。陶器のような白い肌。人形のような整った顔立ち。僕のよく知る女の子。


    　……未み由ゆ?


    　その名前を呼ぼうとして、声が出せないことに気がつく。僕の口は、未由の唇くちびるに塞ふさがれていた。


    　口の中にどろりとした感触。鉄の味。知っている。これは血の味。未由とのキスの味。


    　触れ合った唇は柔らかくて、熱い。これも夢かと考えるが、目の前にある未由の存在はあまりにも確かだった。


    　なら、これは現実なのか……?


    　心拍数が上がり、顔が熱くなるのを感じる。


    　未由は目を閉じていたが、僕が目覚めた気配を察したのか顔を離して僕を見た。


    「よかった……起きてくれた」


    　呟つぶやく未由の口元から赤い雫しずくが伝う。瞳ひとみからも涙が零こぼれ、頬ほおに透明な軌跡を描いた。


    　その表情に照れはなく、ただ必死な色だけがあった。それを見て浮わついた感情が引いていく。


    「未由、いったい何を……」


    　問いかけると、未由は表情を暗くした。何かを思い詰めるように。未由が遠ざかったことでその後ろに空が見えた。動かない雲の張り付いた空が──。


    　周囲に目をやる。鬱うつ蒼そうとしたジャングルと、白い砂、そして遠くに大きなドームを見つけた。僕が気を失う前とほとんど同じ景色。だが日差しだけは弱い。ここは木陰になっているようだ。未由が運んでくれたのだろう。頭の下には柔らかい感触がある。どうやら膝ひざ枕まくらをされているらしい。未由は制服姿ではなく、簡素な薄黄色のローブを纏まとっていた。


    「ごめん、啓けい介すけくん。私……血を飲ませたの」


    　わずかに後悔を滲にじませて、未み由ゆが告げる。


    「どうして……?」


    　口の中には確かに血の味が残っている。口移しで未由は僕に血を飲ませたのだろう。


    「うん……啓けい介すけくんがすごく苦しそうで……全然目を覚ましてくれなくて……腕も、そんな状態で……見てられなくて……」


    　未由は震える声で言う。


    　混乱しているのか、言葉は要領を得なかったが、一つだけ〝現実〟を把握する。


    　ああ、そうか。やっぱりないんだ。僕の──《魔狼フエンリル》は。


    「私、傷を癒いやす魔術なんて使えないから……せめて痛みだけでも抑えたくて、啓介くんを〝支配〟して、苦痛を和やわらげようとしたの……」


    「支配……」


    　友月家の血にはそういった力があったのを思い出す。血液を媒介に、他者を支配する力。


    「ごめん……啓介くんにこんな力を使いたくなかったけど……他に思いつかなくて……」


    「──気にしないでいい。ありがとう、痛みはかなり軽くなった」


    　未由があまりにも悲しそうだったので、僕は左手を持ち上げて未由の頬ほおに触れる。


    　柔らかな肌は温かくて、涙も冷たくはなかった。


    「それなら、よかった……でも、これは暗示みたいなものだから、傷が癒えたわけじゃないの。右腕も……そのまま。何があったの、啓けい介すけくん?　体、包帯だらけで……私……私、全然分からないよ……このまま、死んじゃったりしないよね?」
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    　僕の左手を握り締めて未み由ゆが問う。


    「大丈夫……たぶん、死にはしないよ。誰かが手当てをしてくれたみたいで、出血は止まってる」


    　僕自身も分からないことだらけだったが、まずは未由を落ち着かせようと自分の状態を説明する。


    「本、当?」


    　未由は僕の手を両手で包み込むと、縋すがるように問い返した。僕はしっかりと頷うなずいて見せてから、未由に訊たずねる。


    「未由は、どうしてここに?」


    　僕の記憶が確かならば、僕らが寝かされていた古城から、この場所はそれなりに離れている。僕が城の一室で目覚めたとき、未由はまだ眠りの中だった。


    「あ……その、ね……私、戦ってたはずなのに、気がついたらベッドの上で……隣には傷だらけのウルトさんが寝てて……訳わけが分からなくて……他に誰かいないか探して、外に出たら……砂の上に足跡が続いていて……それを辿たどったら啓介くんが──」


    　そこまで話すと未由はまた嗚お咽えつを漏もらす。


    「啓介くんが……こんな、状態で──」


    　ぎゅっと握った手に力を込め、未由が絞るような声で言う。


    「そっか……分かった。驚かせてごめん。僕も、同じなんだ。未由と同じ部屋で目覚めて、外に出たらアリッサに似た女の子と由ゆ衣いが──」


    　そこまで口に出して、意識が途切れる前のことをはっきりと思い出す。


    「……未由、肩を貸してくれないか?　ちょっと一人じゃ起き上がれそうにない」


    「うん、いいよ」


    　未由は涙を手の甲で拭ぬぐってから、僕の背中に手を回した。未由に助けられながら体を起こし、左腕で未由の肩に掴つかまって立ち上がる。


    　また軽い眩暈めまいが襲ってきたが、僕はそれを堪こらえ、道の先にある白い大きなドームを指差した。


    「あそこまで……連れていってほしい」


    　未由は頷き、歩き出す。未由も僕と同じで裸足はだしだった。


    　砂の上に残った足跡──黒狼となった由衣の足跡を辿り、僕らはドームの壁際までやってくる。


    「──この中に、入っていったんだ」


    　僕はドームの壁に手を触れて呟つぶやく。冷たくもない、温かくもない、ざらついてもいないし、滑らかでもない、妙な感触。確かに壁はあるのに、何もないのだと感覚が訴える。〝ない〟が固形化したような、言葉で表現できないモノ。内と外を隔てる境界。


    「え……誰が?」


    　すぐ傍そばにある未み由ゆの瞳ひとみが、僕を見る。


    「スーラって名乗った女の子と……由ゆ衣いが、だよ」


    「由衣ちゃん……この中に、いるの?」


    「……たぶん」


    　僕が眠っている間に出てきていなければ、そういうことになる。


    「これ、何なのかな……」


    　未由もドームの壁面に触れ、首を傾かしげる。


    　今ならその質問に答えられる。記憶の引き出しは、すんなり開けることができた。僕は一度これを見たことがある。《天使王ミトロン》と同化したアリッサの精神に潜ったとき、僕は《方はこ舟ぶね》の情景を目にしていた。


    「……《箱庭ガーデン》、だと思う」


    「ガーデンって……何?」


    「アリッサの家族が暮らしている場所だった……はず。《方舟》の中心部だよ」


    「はこぶね?　ここは──《方舟》なの?」


    　未由が驚きに目を見開く。


    　そうか、未由にはここが《方舟》だと類るい推すいする要素は全くなかったのだ。もっとも僕も由衣から聞かされていなければ、確信は持てなかっただろう。


    「ああ、僕らが立っているこの場所は……《方舟》だ」


    「何で……?　私たち、学園で……突然現れた木の化け物と戦ってて──」


    　未由が困惑しながら額を押さえる。


    「僕も、どうして《方舟》にいるのかは分からない。由衣たちは何の説明もなく、ここへ入っていったから……」


    　僕は壁に触れた手を固く握り締める。


    　本当に、由衣は何な故ぜ──。


    「私たちは、中へ入れないの?」


    　未由がドームの壁を手で撫なでながら問う。


    「……由衣が入るときに開いた穴は、すぐに閉じた。たぶん、今は無理だと思う」


    　確かアリッサさえも、この中へ立ち入ることを許されていなかったはず。それほど厳重に封鎖された場所だ。他に入り口があるとは思えない。


    「じゃあ……どうする?　このままじゃ、何も分からないよ」


    　途方に暮れた顔で未由が言う。


    「そうだな……事情を説明してくれそうなのは、ウルトさんぐらいだけど──」


    　あちこちに包帯を巻かれた状態で横たわっていた姿を思い出す。すぐに目覚めるような容態には思えなかった。未み由ゆも僕の言いたいことが分かったようで表情を曇らせる。


    「なら、ウルトさんが起きるのを待つ?　それとも……他に誰かいないか捜してみる?」


    　他に誰か……それは希望を喚起される提案だった。


    　もしかしたら《方はこ舟ぶね》の住人だけでなく、僕ら以外にもここへ運ばれてきた仲間がいるかもしれない。冬ふゆ上がみや陽ひ名なちゃん、ツグミ、山やま崎ざき、宮みや島じま、それに──。


    　だが、アリッサの顔を思い浮かべようとしたとき、スーラが告げた『ここにアリッサちゃんは、いないよ』という言葉が脳裏を過よぎった。


    「啓けい介すけくん?　どうしたの?」


    　未由が心配そうに僕を見つめる。


    「……ああ、いや、何でもない。そうだな、誰かいないか捜してみよう」


    　僕は笑顔を無理やりに作って答える。


    　アリッサはいない?　本当に?　なら、今はどこに──。


    　考えたくなかった。想像することを心が拒こばんだ。


    　だから、捜す。


    　いないと言われた人の姿も──。
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    　ざっ、ざっ──。


    　踵かかとが砂を鳴らす、爪つま先さきが砂を蹴ける。二人分の足音が規則正しいリズムで響く。


    　辺りは静かだった。周囲のジャングルから耳に届くのは、風に揺れて触れ合う木々のざわめきだけ。鳥の鳴き声も、獣の唸うなり声も、緑の奥からは聞こえてこない。


    　白いドーム──《箱庭ガーデン》に背を向け、僕と未由は来た道を引き返す。未由は首に回された僕の左腕をしっかり支えてくれていた。おかげで足元がふらついても、転げることはない。触れ合う部分から伝わる未由の体温を感じていると、眩暈めまいも遠くなるようだった。


    　未由のおかげで右肩の痛みは和やわらいでいるので、何とか意識を保っていられる。


    　会話はない。だが時折、未由は僕を気き遣づかうような視線を向けた。


    　──大丈夫、かな。啓介くん、休まなくていいのかな。


    　そんな声が聞こえた気がして、僕は未由を見返す。


    「……?」


    　未由は小首を傾かしげた。どうやら幻聴だったらしい。


    「あ、その、大丈夫だから」


    　けれど勢いで、そう言ってしまう。幻聴に答えても仕方ないというのに。だが、未由は安心したように表情を緩ゆるめた。まるで一番欲しかった言葉を聞けたみたいだった。


    　不思議に思いながらも、僕は前に向き直る。


    　──そういえば啓けい介すけくん……キスしたこと、どう思ってるのかな。


    　また、聞こえた。耳にではなく、心に直接響くような未み由ゆの声。


    　二度続けば幻聴と片付けることはできない。横目で未由の様子を窺うかがうと、ばっちり目が合ってしまう。未由は焦あせった様子で目を逸そらした。


    　これはもしかして……いや、まさか──。


    　とにかく確認した方がいい。


    「あのさ、未由。今……キスのこと、考えたか?」


    「えっ!?　う、ううん……そ、そんなこと……ないよ」


    　未由は否定したが、顔を赤くして俯うつむいてしまう。


    　──どうして?　何で分かっちゃったんだろう……。


    　そして声が心に届く。これはもう間違いない。何な故ぜこんなことが起こっているかは分からないが……。


    「未由、すごく言いにくいことなんだけど」


    「な、何?」


    　未由は足を止め、どこか怯おびえた表情で僕を見上げる。


    　──もしかして怒ってるのかな。血を飲ませるのに、必ずしもキスする必要ないもんね。でもあのときはそれしか思いつかなかったし……だけどよく考えれば私にそういう願望があったから……。


    　流れ込んでくる未由の声に僕も顔が熱くなる。これ以上知ってはいけないことを聞かないために、僕は一息で言い放つ。


    「未由の考えてることが──僕に伝わってきてる」


    「……え?」


    　──何言ってるんだろ、啓介くん。


    「今、何言ってるんだろ啓介くん……って考えただろ?」


    「え?　え?　え……?」


    　──う、嘘うそ、そんなことあるはずない。あ、でも、もしかして私の血を飲ませたから?　〝支配〟の副作用?


    「あ、そういうことなのか」


    「心の声に相あい槌づちを打たないで!」


    　──どうしよ、どうしよ……私の意志を啓介くんに流し込んで〝支配〟したから、思考まで伝わり始めたんだよね?　な、なら《道パス》を制御する応用で……。


    　伝わってきていた未由の声がぷつっと途切れる。顔を真っ赤かにしながら、未由は僕を睨にらんだ。


    「こ、これでも、聞こえる?」


    「いや、聞こえなくなった」


    　正直に答えるが、未み由ゆは疑わしげな顔で僕の瞳ひとみを覗のぞき込む。


    「ほ、本当に本当?」


    「ああ、本当だって!　その……聞こえたことは、聞こえなかったことにするっていうか……だから、その、ごめん」


    　頷うなずき、謝っても、未由はむーっと唸うなりながら僕を睨にらみ続ける。


    「じゃあ、テストする」


    　未由はそう言うと、目を閉じて唸り始めた。何な故ぜか顔が上気していく。十秒ほど経ち、未由は目を開くと僕を探るように眺めた。


    「……うん、伝わってないみたいだね」


    　ほっと胸を撫なで下ろす未由。


    「今、何を考えたんだ?」


    「──教えない」


    　未由はツンと顔を逸そらすと、再び僕を支えながら歩き出す。


    「僕の考えてることは……伝わってなかったんだな」


    　沈黙が重たくて僕がそう呟つぶやくと、未由は拗すねたように横目で僕を睨んだ。


    「うん、啓けい介すけくんだけ……ずるいよ」


    「ご、ごめん」


    「謝るぐらいなら……聞こえなかったことにしなくていいから、私の知りたかったことを教えて」


    　憮ぶ然ぜんとした様子で未由が言う。


    「未由の知りたかったこと?」


    　問い返すと、未由は頬ほおを染めて小さな声で呟いた。


    「キスしたの……怒って、ない?」


    「──怒る理由なんてないだろ。未由は僕を助けるためにしてくれたんだから」


    　未由はほっとした表情を浮かべたが、どこか不満そうでもあった。


    「……そういう意味じゃ、ないんだけどな」


    　小さく溜ため息いきを吐つく未由。


    「え?　何か違ったか?」


    　少し焦あせって問い返すが、未由は「別にいいよ」と首を振った。そして行く手を指し示す。


    「それよりほら、お城が見えたよ」


    　密林に包囲された細い道から抜け出ると同時に、石造りの城が眼前に現れた。


    　改めて見ると、大きい。白いドームほどではないが、学園の校舎などとは比べるべくもない。


    　立方体の上に、さらに一回り小さな立方体が乗っているような外観。城の各角には物見のためらしき塔があり、城の中央からも一つだけ尖せん塔とうが伸びていた。位置的に、僕らが寝ていたのは、正面から見て右手奥の辺りだろう。


    　それにしても南国のごとき景色には馴な染じまない、中世ヨーロッパの雰囲気を持つ建築物だ。とてもアンバランスに感じる。


    　僕らは城をしばらく眺めた後、城の門から緩ゆるやかに下る広い道を辿たどってみた。それほど歩くことなく視界が開け、真っ青な海と空が眼前に現れる。


    　砂浜だ。ここも、わずかに覚えている。アリッサの記憶の中で見た景色。


    　生暖かい潮風が吹き付けてくる。砂浜は三日月形に湾曲し、遠くに見える岬みさきまで続いているようだった。どうやらこの辺りは小さな湾になっているらしい。波も静かだ。


    　海水は驚くほど青く透き通り、色とりどりの魚が泳いでいる。


    　何となく生き物がいるのを見て安心した。動物の気配がしないジャングルは、どこか作り物めいた雰囲気があり落ち着かなかったのだ。


    「綺き麗れいな、ところだね」


    　未み由ゆが呟つぶやく。その瞳ひとみは風景に魅入られたように遠くを見つめている。潮風に前髪が揺れていた。


    「そうだな、まるで……楽園だ」


    　テレビでしか見たことのない南国のリゾート地のよう。人がいない分、そういった場所よりも楽園の完成度は高いかもしれない。


    「──みんなで海へ行ったときのこと、思い出すね」


    「…………」


    　言われるまで、僕は思い出さなかった。


    　確か、あれは夏休みに入った直後だ。九く棚だなさんの車で日帰りの海水浴へ向かった。


    　僕と未由、由ゆ衣い、陽ひ名なちゃん、冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じま……アリッサも一緒に。


    　あのときはいろいろあったが、それでも楽しかった。たった二か月ほど前のこと。


    　でも、遠い昔の出来事みたいだ。


    「未由、あっちへ行ってみよう」


    　頭を振って感傷を振り払い、僕は海岸の果てにある岬を指差す。砂浜に沿って続くジャングルは、岬の手前で途切れていた。岬は高い崖がけとなっているので、そこからなら《方はこ舟ぶね》全体が見渡せるかもしれない。


    「……うん」


    　未由はちらりと僕の顔を見て頷うなずき、砂浜を歩き出す。僕は未由に体重を半分預けながら、歩調を合わせて足を動かす。


    　さらさらとした砂地よりは、濡ぬれて固まった砂の方が歩きやすく、僕らは波打ち際を進んでいく。


    　ざざぁーん、ざざぁーん……。


    　寄せては返す波が、足首までを時折濡ぬらす。海水は冷たすぎず、生なま温ぬるくもなく、気持ちよかった。


    「啓けい介すけくん、笑わないで聞いてくれる?」


    　未み由ゆが前を向いたまま、ぽつりと言葉を零こぼす。


    「ん?」


    「──私、まだ夢を見ている気がするの」


    　僕は、笑わなかった。その代わり、頷うなずいた。


    「僕も……同じ気分だよ」


    　あまりに静かで、あまりに穏やかで、ここは平和すぎた。


    　地に足がついていないような感じ。ふわふわした心地。


    「同じ気分って……もしかして啓介くん、また私の心が流れ込んだりしてるのかな?」


    「い、いや、違う違う」


    　間近で睨にらまれるとさすがに怖こわい。だが未由はすぐに表情を緩ゆるめた。


    「ふふ、分かってるよ」


    　どうやら未由なりの冗談だったらしい。


    　未由と二人、さざ波を爪つま先さきで散らしながら岬みさきへ向かう。


    　砂浜ぎりぎりまで生い茂っていた木々は、次第に陸地側へと後退し、代わって草が疎まばらに生える荒地が広がり始めた。荒地は途中で砂浜と分岐し、急傾斜の坂道になっている。その道を上っていけば崖上の岬へ出られそうだった。


    「ここからちょっと大変そうだけど、啓介くんは大丈夫?」


    　僕の体力を心配してか、未由が訊たずねる。


    「ああ、未由が支えてくれていたから疲れてないよ。未由の方こそ休まなくて平気か?」


    「うん、私は全然平気。今の私、少し人間離れしてるから」


    　苦笑を浮かべて未由は答える。


    　確かに未由は《高次存在ヴイナー》との混血として覚かく醒せいしてから、高い身体能力を手に入れていた。今、未由が傷一つないのも、混血としての再生能力のおかげだろう。本当は僕以上にひどい怪け我がを負っていたはずなのだ。


    「……ありがとう。もうちょっと肩、借りるよ」


    　何か言うべきことがある気がしたが、口に出せたのはそれだけだった。


    「任せて、啓介くん」


    　でも未由は、微ほほ笑えんで答えてくれた。


    　僕らは坂道を上り始める。


    　荒地を裸足はだしで歩いても大丈夫かと心配したが、落ちているのは細かい砂じや利りばかりで、尖とがった石などは見当たらなかった。草もあまり伸びていないおかげで素足を切ることもない。荒れているように見えて、実は整備された道なのかもしれない。


    　坂道はやはり負担が大きく、肩を借りていても息が弾む。それでも黙々と上り続け、とうとう岬みさきの先端に辿たどり着く。一気に世界が広がる。


    　水平線が弧を描いていた。


    　彼方かなたまで青色の景色。空と海の狭はざ間まから湧わき上がる入道雲。


    　見える範囲に他の陸地はないようだ。方向転換し、視線を内陸側へと向けた。


    「これが──《方はこ舟ぶね》なんだね」


    　未み由ゆが呟つぶやく。


    　予想どおり、岬からは《方舟》が一望できた。


    　視界に収まる程度の、さほど広くはない島だ。半径は二キロほどだろうか。海岸線は歪いびつで、僕らが歩いてきた砂浜以外は、高く切り立った崖がけになっているようだった。ちょうど島の中央に白いドーム。そこから砂浜側に少し離れて城が見えた。ジャングルはドームと城を囲むように広がっていたが、島全体を覆おおっているわけではなく、切り拓ひらかれて畑のようになっている場所も見受けられた。


    　たぶん何か作物を栽培しているのだろう。そこに動いているものを見つけて僕は目を細める。


    「あれ……人間か?」


    　遠くて点にしか見えないが、人らしき姿が見える。それも複数。


    　内心、驚く。


    　彼方の人影は十を超えている。人数的に冬ふゆ上がみたちではないと思う。だとすれば《方舟》の住人ということになるが……おかしい、多すぎる。アリッサは《箱庭ガーデン》の外側で、ほとんど一人きりだったと言っていた覚えがある。


    「本当だ。よかった……話が聞けそう。行ってみる?　ちょっと遠回りしなきゃいけないみたいだけど」


    　事前情報を持たない未由は素直に喜んでいた。


    　とにかく、確認する必要はある。


    　未由の言うとおり、畑へ向かうためには島の外周をぐるっと回っていく必要がありそうだった。ジャングルを突っ切ることができれば早いのだろうが、目を凝らしてもそんな道は見当たらない。


    「時間はかかりそうだけど、向かってみよう。まあ、日暮れまでには着けるだろ」


    　僕は空を見て言う。だがふと、ここでは日が沈むのだろうかという疑問が過よぎる。先ほどから雲も太陽も同じ位置で静止しているように思えた。この空はやはり止まっている気がする。まだ確信は持てないが、もっと時間が経てば答えは出るだろう。


    「わかった、疲れたら言ってね。休憩しながら、ゆっくり歩こ?」


    　未み由ゆは頷うなずき、僕を支えながら岬みさきを下り始める。


    「あっ!」


    　しかしその途中、未由が驚いたように声を上げた。


    「どうしたんだ?」


    「啓けい介すけくん!　ほら、あそこ!」


    　未由が眼下に見える砂浜を指差す。僕らが歩いてきた場所だ。そこに誰かがいる。


    　一人ではない。ジャングルの中から、次々と姿を現し、真っ直すぐに海へと向かっていく。


    　畑に見えた影と同じだろうか。距離が近いので、さっきより姿がよく見えた。


    「あれ、何だ……?」


    　思わず疑問が口から漏もれる。


    　頭があり、腕があり、二本足で直立歩行しているが──人間と表現するのは躊躇ためらわれた。


    　第一印象は灰色のマネキン。


    　目も、口も、鼻もない頭部。凹おう凸とつのない胴体。手足のパーツは棒状で、関節には丸い球が嵌はまっている。質感は陶器に似ていて、全身に白い線で幾き何か学がく模様が描かれていた。アリッサやウルトさんの法ほう衣いで見たことのある図形だ。模様は薄く発光している。


    　その不気味な外見に僕らは立ち竦すくみ、顔を見合わせた。


    「け、啓介くん……どうしよう?」


    　未由が不安そうに問いかけてくる。


    「さすがに敵ってことはないだろうけど……話を聞けそうな相手じゃないな。しばらくここから様子を見よう」


    「うん、わかった。もしも襲ってくることがあったら、私が啓介くんを守るよ」


    　緊張した表情で、未由は僕を支える手に力を込めた。


    「……あ、ああ……ありがと」


    　たぶん未由は勇気づけようとしてくれたのだろう。けれど、僕は上う手まく返事ができなかった。


    　そうか、今の僕は守られる存在なのか──。


    　今さら、それに気がついた。


    　当たり前だ。もう僕には戦うための力がないのだから。


    　誰かを助けるために、敵を倒すために、未由を止めるためにも用いた《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術は、右腕と共に失われた。


    　守ろうとして、足りなくて……奪われたんだ。


    　僕は左手をぐっと握り締める。この左手じゃ、ただのちっぽけな人間の腕じゃ──何一つ繋つなぎとめることはできなかった。


    「啓介くん?　傷……痛むの?」


    　いつの間にか僕は険しい表情を浮かべてしまっていたのか、未み由ゆが心配してくれる。


    　心から僕を気遣う眼まな差ざし。


    　嬉うれしかった。でも、真っ直すぐに視線を交わすことはできなかった。


    「まあ、少しだけ……な。それよりあの人形みたいな奴ら──どんどん海へ入っていくけど、何をしてるんだろう」


    　僕は笑顔を繕つくろって未由を安心させ、話の流れを変える。


    　人形──自分で口にしてみて、その表現が一番馴な染じむ気がした。


    　人の形を模した、人でないもの。それが、人形。


    「何か、武器を持ってるね。槍やり……みたいな。あ、でも一人だけ槍じゃなくて壺つぼを持ってる人形がいるよ」


    　未由が人形たちを観察しながら呟つぶやく。


    　槍を持った人形は海へと入り、壺を持った人形だけが波打ち際に残るようだった。海へ潜った人形は泳ぐわけではなく、そのまま海底を歩くようにして海中へと消えていく。


    　砂浜に残された人形は、壺を持ったまま微動だにしない。


    「……啓けい介すけくん」


    　未由が僕を見る。


    　人形に何かアプローチするなら、今がチャンスかもしれないということだろう。


    　だが他の人形たちがいつ戻ってくるか分からない。僕は首を横に振って、まだ様子を見るべきだと伝える。


    　危き惧ぐしたとおり、海へ入った人形はさほど間まもなく浜へと帰ってきた。手に持った槍の先に、魚が刺さっている。


    　槍を持った人形たちは壺を持った人形の元へと集まり、その壺へと魚を投げ込んでいく。


    「もしかして、漁をしてたのかな……」


    　未由が呟いた。僕も同じことを考えてはいた。


    「でも、あいつらが普通に食事をするとは思えないけど……」


    　僕は首を捻ひねる。何しろ口がないのだ。どう魚を食べるというのか。


    　槍を持つ人形たちは魚を壺へ入れ終わると、再びジャングルの中へと帰っていく。壺を持った人形だけが別の方向へ歩き出した。砂浜に沿って、僕らから遠ざかるように。つまり僕と未由が歩いてきたルート──城がある方へ向かって。


    「どうする?　追いかけた方がいいよね」


    　未由がジャングルに向かう人形と、壺を持った人形を交互に見ながら訊たずねる。


    「……壺を持った奴の後をつけよう。ジャングルの中を追跡するのは無茶だ」


    　僕の言葉に頷うなずくと、未由は僕の腕を支え直す。


    「わかった。じゃあ見失わないようにしないとね」


    　僕と未み由ゆは再び二人三脚のような格好で歩き出した。魚が一杯の壺つぼは重いのか、人形の歩みは非常に遅い。僕らの足取りでも置いていかれる心配はなさそうで安心する。


    「さっき、遠くに見えたのも同じ人形なのかな」


    　一歩一歩、砂浜に深く足跡を刻んでいく人形を見ながら未由が呟つぶやく。


    「かもしれないな。こっちが漁業なら、向こうは農業でもやってたんじゃないか?」


    　冗談っぽく口にするが、その可能性は高いように思えた。


    　それからは余計な会話をせずに、一定の間隔を保って人形を追いかける。こちらの足音は隠しようがなかったが、人形は一度も振り向こうとしなかった。


    　人形は僕らが歩いてきた道を逆に辿たどっていく。そうなると当然行き着くのは古城の前だった。


    　白いドームに続く細い道は通り過ぎて、城の中へと入っていく人形。


    　日差しが強い分、屋内の影は濃く、人形の姿が闇やみに隠れて見えなくなった。


    　僕と未由は歩調を早めて人形の後を追う。城内へ入ると、ひんやりした空気が僕らを包み込んだ。熱を溜ため込んだ砂の上に比べれば、石畳の床は冷たく感じるほど。


    　広いエントランスを見回すが、人形の姿は見つからない。


    　道は五つに分かれていた。


    　正面には大きな両開きの扉。最初にこの広間へ来たときには、そこに扉があることも意識しなかった。人影を追い、光が差し込む入り口へと急いでいたからだ。今もその扉は固く閉ざされている。


    　僕と未由が寝かされていた部屋に繋つながるのは右手奥にある階段だろう。広間は完全な左右対称の設計で、鏡に映したかのように左側にも階段がある。


    　階段の手前にはそれぞれ奥へと続く廊下があった。その廊下は暗くて先が見通せない。


    　だが、ガツン、ガツン、という重い足音が左の廊下奥から反響し、耳に届く。


    「そっち、だね」


    　未由の呟きに僕は頷うなずいた。


    　僕らは角を曲がり、真っ直すぐにのびた廊下を進んでいく。足音を、追いかける。


    　廊下の両側にはいくつもの扉があった。だが今は確認している余裕はない。


    　しばらく歩くと左右への分かれ道に突き当たる。


    　左の方から足音の残響。迷わずそちらへ曲がる。


    　その道はすぐに右へと折れて行き止まりになったが、左手に開けっ放しの扉があった。


    　僕と未由は慎重に中を覗のぞき込む。


    「な──」


    　目にした光景に思わず息を飲み込んだ。


    　その部屋は明るかった。ガラスのない窓があり、眩まぶしい緑色の景色が見えている。


    　広さは学園の教室と同じ程度だろう。長方形の机がいくつも並び、その上に鍋や包丁、まな板などの調理器具が置かれている。部屋の奥には複数の竈かまどもあるようだった。


    　そこに人形が、六体。


    　そして空中にぷかぷかと、半透明の少女が浮いていた。


    「ごくろーさまー、じゃあ次はみんなの番だよー」


    　魚入りの壺つぼを机に置いた人形の頭を撫なで、残りの人形に号令を出す少女。魚の他にも机には食材が置かれている。それらを手に取ると人形たちは一斉に調理を始めた。荷物を運び終えた人形は裏口らしき扉を開け、外へ出て行く。


    　竈に火が入り、部屋が急に暑くなる。食材を刻む音が聞こえだした。


    「……どうなってるの?」


    　未み由ゆは呆あつ気けにとられたように料理をする人形たちを見ている。


    　僕も状況が上う手まく飲み込めず、答えることはできなかった。


    　そのまましばらく様子を眺めていると、いい匂においが漂い始める。


    　ぐぅー……。


    　意識せずに、腹が鳴る。


    「あれ?」


    　その音が聞こえてしまったのだろう。浮遊する少女がこちらを向いた。


    　アリッサとそっくりの目鼻立ち。だが髪は暗い夜の色。
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    　間違いない。スーラと名乗り、由ゆ衣いと一緒に《箱庭ガーデン》へ入っていった少女だ。


    「あ……えっと──」


    　目が合ってしまい、僕は言葉を探す。言いたいこと、聞きたいことはたくさんあった。だがそれらを訊たずねる前に、少女が笑顔で話しかけてきた。


    「もー、匂においに釣られてこんなとこまで来ちゃったの?　すぐに用意できるから、ちょっとだけ待っててね」


    「よ、用意って……?」


    　僕は戸惑いながらも問い返す。


    「もちろん、あなたたちの食事だよ」


    　何な故ぜそんなことを訊きくのかという顔で少女が答えた。


    　──つまりあの人形たちが漁をしていたのは僕たちのためだったのか?


    　一応、一つだけ疑問が解消された。そのおかげで混乱しかけていた頭が、正常に動き始める。


    「君は──確か、スーラ……だよね?」


    　隣の未み由ゆに説明する意味も含めて、僕は確認を取る。


    「うん、スーラはスーラだよ」


    「どうしてここに?　さっき由衣と一緒にドームの中へ入っていっただろ?」


    　矢継ぎ早ばやに質問する。由衣の名前を出したとき、スーラは少しだけ表情を曇くもらせた気がした。


    「スーラはどこにでもいるから、ここにもいるだけだよ」


    「どこにでもいる?」


    「そうだよ。スーラは方はこ舟ぶねの中なら、どこにでもいるし、どこにもいない。だってこういう体だから」


    　向こうが透けた半透明の体を示すスーラ。


    　だが僕には上う手まく意味が把握できない。しかしそれを追及するよりも、大事なことがあった。


    「……じゃあ、由衣は?」


    「見てたでしょ?　箱庭ガーデンの中だよ」


    　あの白いドームはやはり《箱庭ガーデン》だったのか……。


    「なら何で由衣は《箱庭ガーデン》に?　あと、僕らはどうして《方舟》にいるんだ?　僕や未由以外にも、ここへ来ている仲間はいるのか?」


    「んー……スーラ、そんなに一杯訊かれても困るよー。もうすぐ食事ができるから、そのときにゆっくり質問してほしいな」


    「でも──」


    　詰め寄る僕を宥なだめるようにスーラは笑顔を浮かべる。


    「焦あせる必要はないんだよ。時間はまだたっぷりあるの。少なくともここにいる間は──」


    　アリッサと重なる表情に、僕はそれ以上何も言えなくなってしまう。スーラは僕から未由へ視線を移すと廊下の先を指差した。


    「この廊下、途中で左右に分かれてたでしょ?　反対側に進めば食堂があるから、そこで待っていてくれない?」


    　未み由ゆは無邪気な笑みを浮かべるスーラを困惑した表情で眺めた後、僕に目線を向ける。


    　迷いながらも、しぶしぶと僕は頷うなずいて見せた。


    「……分かりました。啓けい介すけくんと、待ってます」


    　僕を支え、未由はスーラに背を向ける。


    　空気を読まずに、僕の腹がまた鳴いた。
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    　指定された食堂はキッチンと同程度の広さだったが、窓がない。燭しよく台だいに火が灯ともっているが、部屋は薄暗くて閉へい塞そく感かんが強かった。部屋の中央に長いテーブルが置かれていて、白いテーブルクロスが掛けられている。


    　教室大の空間が狭いとはいえないが、城の規模や内装に比べれば簡素な食堂に思えた。元は使用人などが使う場所だったのかもしれない。


    　僕はテーブルの椅い子すに未由と並んで座り、スーラがやってくるのを待っていた。


    　密閉された食堂に息苦しさを覚えているのか、未由は居心地悪そうに黙っている。


    　正直、キッチンで食事をした方が美お味いしくご飯を食べられるだろうと僕は感じた。


    「未由」


    　このまま沈黙が続くと気分も暗くなりそうだったので、僕は半なかば無理やり未由に話しかけた。


    「何?」


    　未由がこちらを向き、首を少し傾ける。訊たずね返されてから僕は話題を考え、一つだけスーラがやってくる前にしておくべきことを思いついた。


    「あのさ……未由は木の巨人と戦っていて、気がつくとベッドの上だったって言ったよな?」


    　慎重に問いかける。余計なことを言ってしまわないように。


    「うん、校舎の屋上から落ちて……襲ってくる巨人に何とか応戦しようとしたけど魔術が効かなくて──そこからは、あんまりよく覚えてないの」


    　やはり未由は僕よりも情報を持っていないようだった。


    　エノクのことも、そして木の巨人が八や朔さく連れん大だいであることも知らない。


    　情報は共有するべきだろう。だが連大は未由にとって両親の仇かたき。その相手に敗北したとなれば平静ではいられないはずだ。そして仮に暴走してしまったとき、僕はもう未由を止められない。


    「……ねえ啓介くん、私は負けたのかな?」


    　未由が問う。


    　僕は躊躇ためらいながらも頷うなずいた。


    「ああ──未み由ゆは、あの巨人に負けたよ」


    　それだけを答える。巨人が連大だと告げる勇気は出なかった。


    「そっか……ごめんね、力になれなくて……」


    　悔しそうに呟つぶやいて、未由は俯うつむく。


    「謝る必要なんてない。僕も守れなかったんだから。僕もエノクに勝てなかったんだから──」


    「エノク?」


    「《群れクラウド》の党首さ。裏で糸を引いていたのは、全部あいつだった。ウルトさんもエノクにやられた。アリッサは……捕まった。冬ふゆ上がみやツグミたちは、どうなったかも分からない」


    　最後は掠かすれた声で無理やり吐き出した。


    「そんな……」


    　未由が深刻な表情を浮かべる。僕はそれ以上、言葉を続けることができなかった。ひどく情けない声が出てしまうのが分かっていたから。


    　もし彼らがここにいないのだとしたら、同じ状況の中にいることになる。


    　だからスーラから一刻も早く情報を聞き出し、現状を把握したかった。しかし同時に真実を知ることが恐ろしくもあった。


    　その恐怖は、今こうやって未由に状況を説明してますます大きくなっていた。


    　皆が助かっているのなら、それでいい。でも、仮に最悪の結果だった場合……僕はどうする?


    　それが分からなくて体が震える。僕にできることは何もないかもしれない。そのことがどうしようもなく怖かった。


    　コンコン。


    　ノックの音が部屋に響いた。僕はハッとしてそちらを向く。


    　扉を開けて人形たちがぞろぞろと入ってきた。手に料理をのせたトレイを持っている。


    　ガツン、ガツンと足音はやかましいが、歩行は安定していて料理を溢こぼすことなくテーブルへと並べていく。


    　近くで見ると人形の手の部分はとても精せい緻ちに作られていた。指には人間と同じだけの関節があり、動作も滑らかだ。まるで目のように見える幾き何か学がく模様が不気味ではあったが、僕は大人しく料理が揃そろうのを待った。


    　食欲を誘う匂においが鼻に届く。目の前に置かれたのはシチューだった。魚や貝を煮込んだものらしい。加えて大皿に盛られたサラダ。これは遠くに見えた畑で収穫したものだろうか。料理はこれで全部のようで、人形たちは統制された動きで部屋を出ていく。それと入れ替わりに、スーラが現れた。


    　軽やかに宙を舞い、するっと扉を潜くぐると僕らの前までやってくる。


    　ガチャッと扉が閉じる音がした。外から人形が閉めたのだろう。


    「お待たせー。さあ、ご飯の時間だよー」


    　スーラは元気に声を上げ、僕らの向かいに座る。いや、座る真ま似ねをした……のか?


    　とても楽しげな様子でスーラは両手を合わせると「いただきます!」と言った。自分の前に料理はないというのに。


    「い、いただきます」


    　僕と未み由ゆは少し遅れて繰り返す。何と言うか、とても日本的だ。


    　シチューにはスプーンが用意されていたが、サラダには箸はしが置かれている。


    　ちらりと前を見ると、スーラはにこにこと僕らを眺めていた。


    　とりあえず話を切り出すのは食事を始めてからにした方がよさそうだ。単に話を聞くことに怯おびえているだけかもしれないが、僕はスプーンに手を伸ばそうとする。


    「あ……」


    　だが当たり前のように動かそうとした右腕は、そこになかった。感覚だけがスプーンの上を行きすぎていた。右肩の痛みが、ぶり返す。


    　何な故ぜか僕は申し訳ない気持ちになり、スーラに愛想笑いを見せて左手でスプーンを握った。右手が物を消してしまうようになってから、できるだけ左手を使うようにしてきた。本来の利き手であった右手には及ばないが、今では左手も普通に扱える。


    「あっ、ごめんね!　先にやらなきゃいけないこと忘れてた!」


    　しかしそれを見たスーラは大声を上げて、食堂の扉に目をやる。するとすぐに人形が一体、部屋へと入ってきた。


    「えっと……大丈夫です。左手でも食べられるんで」


    　何をする気かは分からなかったが、僕はスーラに首を振る。


    「ううん、早めにやっておかないとダメなことがあったの。寝ているときじゃ上う手まく繋つながらないかもしれないから、後回しにしてたんだよ」


    　繋がる?


    　意味が分からず呆ぼう然ぜんとしているうちに、人形は僕の傍そばまでやってきた。


    「け、啓けい介すけくんに何をするの!?」


    　慌てた様子で未由がスーラを睨にらむ。


    「安心して、治療の続きだよ」


    　スーラは安心させるように微ほほ笑えむと「お願いね」と人形に語りかける。すると人形は丁てい寧ねいに僕の右肩に巻かれた包帯を解ほどきだした。


    　傷口が空気に晒さらされて、突き刺すような痛みが頭の中を揺さぶる。未由は不安な表情でそれを眺めていたが、僕の傷を見て目め尻じりに涙を浮かべた。自分では確認できないが、それだけひどい有様なのだろう。


    　これからどうするのかと、僕は人形を横目で見上げる。剥はぎ取った包帯を床に置いた人形は、おもむろに左手で自らの右腕──二の腕辺りを握り締めた。


    　ポンッ!


    　軽い音が食堂に響く。


    「なっ……!?」


    　僕は唖あ然ぜんとする。人形は右腕を引っこ抜いていた。


    　千切ったのではなく、肩の丸い関節から外しただけのようだったが、それでも僕はショックを受ける。だらんと垂れ下がる右腕を手にした人形は、僕に敗北の瞬間を思い出させたから。


    　痛みなどは感じないのか、人形は己の右腕を持ったまま平然としている。右腕を失くした姿はまるで僕の映し身。人形の存在そのものが、戦う力を失くした僕の現実を突きつけてくるようだった。


    「あなたは右腕と、《魔狼フエンリル》を失った。そうだよね?」


    　スーラが微ほほ笑えみを消して、訊たずねてくる。心の底にまで刻み付けるような鋭い口調で。


    「ああ……」


    　答えなど分かりきった質問に苛いら立だちながら頷うなずく。


    「スーラは《魔狼フエンリル》に関して、何もできない。でも、もう一つのものならどうにかできる。だからあげるよ。何の力もない、空っぽの右腕を」


    　スーラはそう言って再び笑ったが、それは無邪気なものではなく、深く見通せない闇やみを含んだ笑顔に見えた。


    「え……?」


    　硬直している僕には構わず、スーラは人形に「やって」と合図する。すると人形はおもむろに、外した右腕を僕の右肩の傷に接触させた。


    「ぐうっ!?」


    　当然激痛が走る。同時に人形の腕に描かれた幾き何か学がく模様が発光した。右肩が熱い。痛みと共に何かが人形の腕へと流れ込んでいく。


    　模様はさらに眩まばゆく輝き、直視できないほどになった。耐え切れずに僕が目を閉じた瞬間、右肩の熱さと痛みが嘘うそのように消失した。


    　僕は恐る恐る目を開き、右肩を見る。


    「嘘……」


    　驚きよう愕がくし、声を震わせたのは未み由ゆだった。


    　僕も、信じられない。右肩から、腕が伸びていた。無機質な人形の腕はなく、人間の腕がそこにはあった。僕の──腕だ。


    「よかった、上う手まく繋つながったみたいだね」


    　スーラの声が聞こえ、僕はそちらを向く。


    「何を……したんだ?」


    「ドールのパーツで、右腕を再現したんだよ。あなたの精神に繋つながったことで、外がい殻かくも相応ふさわしい形に変化したの。精神は肉体の形を覚えているからね。あまり時間が経つと殻を失くした右腕の精神体が退化するから、急ぐ必要があったんだ」


    　スーラが言っていることは半分も理解できなかった。ドールというのはそのまま人形という意味なのだろうが……。


    　しかし事態に頭がついていかなくても、右腕がここにあることは確かだと実感できた。


    　指を動かそうとする。だがピリッとした痛みが走り、僕は顔を顰しかめた。


    「動かない……?」


    　僕が呟つぶやくとスーラは首を横に振る。


    「まだ馴な染じんでいないだけだよ。しばらくは痺しびれが残るだろうけど、三日ぐらい経てば普通に動かせるようになるから安心して」


    「わ、分かった……」


    　まだ驚きから冷めないまま、僕は頷うなずいた。確かに今はいくら腕に力を込めても、指先がピクッと反応するだけ。しかし作り物めいた感じはしない。肌は空気の温度を感じ取っていたし、左手で右手の甲を摘つまむと痛みも感じる。


    　ガツン、ガツンと足音を立てて、僕に右腕を渡した人形が部屋を出ていった。
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    「その──ありがとう」


    　とりあえず礼を言うべきだろうと、僕はスーラに頭を下げる。


    「お礼なんていいよ。その右腕には何の力もないことを忘れないでくれれば……十分」


    　見た目だけは元通りになった右腕。それに舞い上がりかけていた僕へ冷や水を浴びせるようにスーラが言う。その目はどこか、冷たく感じた。


    「それにスーラは、もう対価を貰もらってるから」


    「対価?」


    　聞き返すが、スーラは笑みを浮かべるだけで答えない。張り付いたような拒絶の笑み。僕はその表情に背筋が粟あわ立だつのを感じ、逃げるようにして他のことを訊たずねる。


    「さ、さっきの人形……あのままでよかったのか?」


    　僕の代わりに右腕を失くした人形が気になっていた。負い目に似たわだかまりが胸の奥にある。また答えてくれないかとも思ったが、返事はすぐに返ってきた。


    「腕のパーツなら、ウルト姉ねえ様がまた作ってくれるよ。でもドールのことを思ってくれるなら、その義手は大事に扱ってね。強度は人間の腕とそう変わらないから」


    　それを聞いて小さな罪悪感めいたものは消えた。けれど、スーラの台詞せりふに聞き逃せない単語が混じっていて僕は驚く。


    「ウルト姉様?　君はウルトさんの妹なのか?」


    　スーラ＝クラノ＝ストーリング＝ミルキーウェイと最初に名乗ったことから、血縁であることは予測していた。しかしそれにしては容姿が幼すぎる。


    「うん、スーラはウルト姉様の妹だよ。でもでも、ヴェル姉様の妹でもあるんだよ」


    　ヴェルというのはアリッサの母親だ。ということはつまり……。


    「アリッサの、叔お母ば……?」


    「うん」


    　事も無げに認めるスーラ。僕は口をぱくぱくさせる。


    　アリッサよりも三歳は年下に見える少女が叔母だと言われても説得力がない。


    「あの、何でそんなに──」


    「もう、さっきから質問ばっかりだよ?　腕も治ったんだから早くご飯食べてほしいな。シチュー冷めちゃうよー」


    　スーラが頬ほおを膨ふくらませて僕を睨にらむ。


    　隣を見ると未み由ゆは僕の右腕を眺め、心底ほっとした表情で笑っていた。何となくそれで焦あせっていた心が落ち着く。


    　衝撃的な出来事が重なりすぎて食欲を忘れていたが、意識するとまた腹が鳴った。


    「啓けい介すけくん、まずは食事にしようか?」


    「……ああ」


    　未み由ゆの言葉に苦笑を返して頷うなずく。


    　僕は左手でスプーンを握り、シチューを掬すくった。


    



    「はい、啓けい介すけくん。あーん」


    　目の前には野菜を差し出してくる未由の箸はし。いつの間にか、そんな状況になっていた。


    　シチューをスプーンで掬うことには困らなかった。しかし左手での箸の扱いはそれほど得意ではなく、何度かサラダをテーブルに落としてしまい……未由がこう言ったのだ。「私が、食べさせてあげるよ」と。


    　最初は断ったのだが箸を下げようとしない未由に押し負け、僕は今、こうして餌えさを待つ雛ひな鳥どりのように口を開けている。


    　口内に差し入れられた野菜を歯で挟はさみつつ、横目でスーラを見た。半透明の少女は、一緒に食事をするわけでもなく、微ほほ笑えみながら僕らを眺めている。


    　ただでさえ顔に血が上る行為をしているのに、それが会って間まもない他人に見られているとなれば、余計に恥ずかしい。


    　それに飲み込むとすぐに次の食べ物が差し出されているので、スーラに質問する暇いとまもない。結局、そのまま完食するまで僕は言葉を発することができなかった。


    「──ごちそうさまでした」


    　僕と未由は空からになった皿を前にして言う。まだ右腕は動かず、手を合わせることはできなかったが、代わりに小さく頭を下げる。


    「お粗末さまでした!　おいしかった?」


    　スーラが機嫌良さそうに訊きいてくる。


    「はい、とても」


    　未由が答え、僕も頷く。


    「そう、よかった!　料理を用意するの、久しぶりで楽しかったよ。ヴェル姉ねえ様はいつも自分で作っちゃうしなー」


    　ふわっと宙に浮かび上がるスーラを見て、僕は慌てて口を開く。まだどこかへ行かれては困る。こちらは何も事情を理解していないのだ。


    「スーラ、待ってくれ!　僕らがどうして《方はこ舟ぶね》にいるのか、まず教えてくれないか?」


    　呼び止めてから敬称をつけなかったことに気がついた。アリッサの叔お母ばならスーラさんと呼ぶのが適当だろうが……外見的に呼び捨ての方がしっくり来る。


    「あ、そうだったね。まだ何も説明してなかったよ」


    　てへへ、と恥ずかしそうに頭を掻かくスーラ。特に気分を害している様子はなかったので、僕は呼び方を改めないことにした。


    「僕は、学校で戦っていたはずだったんだ。それなのに目覚めると、この城にいた。スーラは何が起こったのか知っているんだろう?」


    「うん、スーラもあの場所にいたからね」


    「え……?」


    　それは想定しなかった返答だった。


    「スーラも戦っていたんだよ?　ウルト姉ねえ様と一緒に。あのとき召しよう喚かんされた《流ながれし星ほし竜りゆう》が、スーラなんだよ」


    「スーラが……《流れし星竜》?」


    「正しくは、その一部かな。スーラは《流れし星竜》の端末なんだよ。ウルト姉様をずっとサポートしてたんだ。だからあなたたちのことも知ってるよ」


    　話が上う手まく脳内で整理できない。スーラはウルトさんの妹で、アリッサの叔お母ば。さらに加えて《流れし星竜》だって?　いったい、どうなってるんだ?


    　いや、それより最初の問いに答えてもらっていない。


    「僕は意識が途切れる寸前、《流れし星竜》の咆ほう哮こうを聞いた。本当にスーラが《流れし星竜》なんだとしたら、あのときに何かしたのか?」


    「したよ。大ピンチだったから、スーラとウルト姉様が残りの力を振り絞ってみんなを転移させたの。スーラに余力があればウルト姉様の怪け我がも治せたんだけど……受けたダメージが大きすぎて、応急処置をドールに頼むしかなかったんだ」


    　あっさりと真相を話すスーラ。


    「みんな?　みんなって誰だ?」


    　僕にとっては、それが一番重要だった。


    「スーラが転移させようとしたのは、見える範囲にいた人。あなたたち二人と、アリッサちゃん、それにユイちゃん。でも天使の木に捕まっていたアリッサちゃんにはスーラの力が届かなかったの」


    　体から力が抜ける。僕は椅い子すの背もたれに体重を預け、薄暗い天井を仰いだ。


    「やっぱりアリッサは、いないんだな……」


    　呟つぶやいた言葉は、ひどく空虚だった。


    　アリッサは、まだあの場所にいる。緑に飲み込まれた美み傘かさ市に──。


    　冬ふゆ上がみ、陽ひ名なちゃん、ツグミ、山やま崎ざき、宮みや島じまも同じだ。彼らは屋上の一部が敵の攻撃で崩ほう落らくしたときに巻き込まれていた。無事だったとしても、階下に落ちていた彼らは転移の対象にならなかった……。だがふと、引っかかる。


    「──ちょっと待ってくれ。由ゆ衣いも大穴に落ちて見えなかったはずだ。なのに、どうしてだ?」


    　僕がエノクと戦っていたとき、屋上に由衣はいなかった。間違いない。


    　しかしスーラは首を横に振った。一瞬だけ、表情が消えたようにも見えた。


    「ううん、ユイちゃんはいたよ」


    　簡潔にスーラが言う。


    「……どこに?」


    　重ねて問うが、スーラはまた首を振る。


    「──いたんだよ」


    　スーラは繰り返す。今度は僕の問いに対する返答ではない。拒絶の意図を含んだ言葉だった。無邪気なだけではなく、どこか不気味なものを僕はスーラの表情に見る。人形の右腕を貰もらったときも感じたが、スーラは少し得体が知れない。


    『大丈夫だよ、お兄にいちゃん。後は、あたしに任せて』


    　由ゆ衣いの言葉を思い出す。僕が理解できなかった台詞せりふを、頭の中で再生する。


    　今もまだ、分からない。他のことは分かったのに、由衣のことだけ分からない。


    　スーラが僕らを窮きゆう地ちから救ってくれたのは事実だろう。でも……由衣について何かを隠している。


    「じゃあ、質問を変える」


    　僕はスーラを睨にらみながら言う。表情の変化を見逃さないように。


    「僕が目覚めるまでに、由衣とどんな話をした?」


    「…………」


    　スーラは答えなかった。無言の笑顔で僕を拒こばむ。


    「言えないってことは、後ろ暗いことがあるのか?」


    　問い詰めるとスーラは「違う」と小さく返事をする。


    「なら──」


    「ユイちゃんは、任せてって言ったよ?」


    　僕は畳みかけようとしたが、スーラは鋭い眼まな差ざしで僕を睨み返す。


    「え……?」


    「あなたは、任せられないの?」


    　静かだが、重い声こわ音ねだった。僕は気け圧おされて、声が上うわ擦ずる。


    「あ、あのな、何を任せるのか分からないのに、そんな……」


    「それは問題じゃないんだよ。スーラはね、あなたがユイちゃんを信じられないの?　って訊きいてるの」


    　それは論点のすり替えに思えた。だが、そんな抗弁を許さない雰囲気がスーラにはあった。僕が二の句を継げないでいるとスーラはふっと微ほほ笑えんだ。


    「──ユイちゃんのこと、信じてあげて。ユイちゃんはスーラと同じなの。だからスーラはユイちゃんの気持ちが、よく分かるんだよ」


    　そう言うとスーラは空中に浮かび上がり、扉の方へと滑るように移動する。


    「じゃあね、お風呂の用意ができたらまた呼びに来るよ。あまり遠くには行かないでね」


    　閉じたままの扉をすり抜けて部屋からいなくなる半透明の少女。あの体はやはり昔のアリッサと同じ、精神体のようだった。


    　残された僕はどうしたらいいのか分からず、隣の未み由ゆを見る。まるで縋すがるような動作だったと、数秒遅れて後悔した。


    「……大丈夫だよ、啓けい介すけくん」


    　しかし未由は弱さを見せた僕に失望することなく、勇気づけるように笑う。


    　由ゆ衣いと重なる台詞せりふ。僕の代わりに何かを背負おうとする意志。


    　求めていた言葉のはずなのに、僕は何な故ぜか「ありがとう」と素直に答えることができなかった。
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    　後片付けをするためにやってきた人形たちと入れ替わりに、僕と未由は食堂を出た。


    　だいたいの事情は把握したので、とりあえず最初に目覚めた部屋へ戻ることにする。ウルトさんの容態が気になった。由衣に関してスーラの口は固いが、ウルトさんが目覚めれば新たな情報が得られるかもしれない。


    「お風呂って、どこにあるんだろうね」


    　城の階段を上りながら未由が言う。もう肩は借りていない。食べ物を胃に収めたことで、眩暈めまいは治まっていた。


    「さあ……こんなに広いんだし、どこにあってもおかしくないだろうな。けど、汗を流せるのはありがたいよ」


    　スーラから貰もらった義手は、僕の右肩と継ぎ目なく接合している。怪け我がが消えてしまったのだから、お湯に浸つかっても構わないだろう。


    　──消えた?　違う、見えなくなっただけだ。本当の右腕は失われたままだ。


    　心の奥で危機感に似たものを訴える自分がいたが、今は安あん堵どの方が強い。


    「うん、外は暑かったしね。私も汗かいちゃった」


    　未由は白いローブの首くび襟えりをぱたぱたと広げて笑った。一瞬、胸元が覗のぞいて僕は慌てて目を逸そらす。


    「聞きそびれてたけど、その服はどうしたんだ?」


    「これ?　目が覚めたら着せられていたの。制服は見当たらなかったよ」


    　そういえば僕も身に着けているのは制服のズボンだけだ。カッターシャツは起きたときからなかった。さっき包帯を剥はぎ取られてしまったので上半身は裸。そんな格好でも全く寒くはない気温なのだが、気にすると何となく決まりが悪くなってくる。食堂にいる間は他のことを考える余裕がなかったのだ。


    　部屋に何か羽は織おるものぐらいあるだろうか……。


    「待って、啓けい介すけくん。この階だよ」


    　服のことを考えながら機械的に階段を上っていた僕の腕を未み由ゆが掴つかむ。


    「あ、そうだったか……」


    　正直、僕は何階分を下って広間へ出たのか、よく覚えていなかった。


    　一方、未由は道を完全に記憶しているようで、躊躇ためらいのない足取りで進んでいく。


    「こんな大きな城、よく迷わないな」


    「うーん……私が暮らしている友とも月づき家の屋敷も結構広いから、建物のスケールが把握しやすいのかも」


    　そう言いながら未由は廊下の突き当たりにある扉の前で立ち止まった。ここが僕らが寝かされていた部屋なのだろう。


    　特にノックをすることもなく、未由は扉を引いた。眩まぶしい。部屋は差し込む日差しのおかげで、十分以上に明るかった。


    「あれ……?」


    　だが僕は疑問の声を上げる。僕が部屋を出る前にはあったはずのものが欠けていた。


    　等間隔に並ぶ三つのベッド。その全てが空っぽだった。


    「ウルトさん、いないね……」


    　未由が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。そう、ベッドに横たわっているはずのウルトさん。その姿がどこにもなかった。


    「未由が起きたときには、ウルトさんはまだ寝ていたんだったよな?」


    　呆然としながら未由に訊たずねる。


    「うん……ひどい怪け我がみたいだったし、もし目覚めてもすぐに動けないと思うんだけど……」


    　同感だ。全身に包帯を巻かれたウルトさんは、どう見ても重傷だった。


    「なら、どこかに運ばれたんだろうか」


    「うーん……スーラさんに聞けば分かるんじゃないかな」


    「スーラ、か」


    　確かにウルトさんを移動させたとするなら、それはスーラの意思だろう。仮にウルトさんが目覚めて自力で移動したとしても、スーラなら行方を知っているに違いない。


    　次に会ったときに確かめればいい。僕らではウルトさんを捜す当てもない。


    　でも、何となくすっきりしなかった。妙に胸騒ぎがする。義手を与えてくれたことは感謝していたが、スーラには何を考えているのか分からない不気味さを感じていた。


    「ここで待ってれば来るはずだよ」


    「……そうだな」


    　風呂の用意ができればスーラは呼びに来る。それが嘘うそでないならば、ここで待つのが最善だ。立ったままなのも疲れるため、僕は自分が寝かされていた窓際のベッドに腰を下ろす。未み由ゆは少し迷った素振りを見せた後、自分のベッドではなく僕の隣に座った。


    　肩が触れるか触れないかの距離。未由は窓の外に目をやりながら溜ため息いきを吐つく。


    「啓けい介すけくん、分からないことがたくさんだね」


    「ああ……」


    　何が起こっているのか、何をすればいいのか、全然分からない。与えられた情報の真偽を確かめる術すべもない。


    「やっぱり、まだ夢の中にいるみたい。いろんなことが曖あい昧まいで、確かなものが見当たらない。少し前まで戦っていたはずなのに……アリッサさんたちは街に取り残されているのに……こうして真っ青さおな空と海を見ていると、全部忘れてしまいそうになるの」


    　僕は未由と同じ景色を眺める。眩まばゆい太陽と、白い雲を。


    「本当に、夢なのかもしれないな」


    　いつまで経っても形を変えない雲を見て、僕は呟つぶやく。


    「え?」


    「いや……本気で夢だと思ってるわけじゃない。でも変なんだ。空がおかしいんだ」


    「空?　私には……普通に思えるけど」


    　未由は目を細めて空を見渡し、首を傾かしげる。


    「──僕は前にアリッサの夢を共有して、《方はこ舟ぶね》の景色を見たことがあったんだ。そのとき、空の雲は、すごい速さで流れていた」


    　僕はこれまで胸の内に留とどめていた違和感を、未由に説明することにした。


    「雲が?　どうして?」


    「《方舟》の中は時間の進み方が違うんだよ。昔アリッサがそう言っていた。たぶん、外と比べてすごく遅いんだ。千年前、《壁》を作って魔術を簒さん奪だつしたヒース＝ストーリングの孫がアリッサだろ?　それぐらい時間がずれてる」


    　僕の説明を聞いた未由は得心した様子で頷うなずいた。


    「確かに普通なら、ひ孫のひ孫のひ孫──でも足りないくらいだもんね」


    「ああ、そんなふうに時流の遅い《方舟》の内側から空を見上げると、映像を早送りしたような光景になるはずなんだ。でも、雲は流れるどころか、止まっている。アリッサがいたときの《方舟》とは、何かが違うんだ」


    　言葉に出してみて、ようやく考えが纏まとまる。そうだ、空がおかしいんじゃない。この《方舟》がどこか変なのだ。


    「何かが違う、か。私は正しい《方舟》を直接知らないから、いまいちピンと来ないけど、さっきの話はまるで竜宮城みたいだったね」


    「さっき?　どの部分だ?」


    「ここは時間の流れが遅いってとこだよ。こうやって私たちが普通に過ごしている間に、外では何倍もの速度で時間が流れていく……。《方はこ舟ぶね》が竜宮城なら、私たちは浦島太郎かな」


    　未み由ゆは冗談めかして微ほほ笑えんだが、僕は血の気が引く。


    　ちょっと待て……僕と未由がどれだけ眠っていたのかは分からないが、外では何日も経っている可能性が高いのか?　その間に皆は──アリッサはどうなってしまっている?


    「──っ!!」


    　僕は衝動的に立ち上がる。だがそこまでだった。それ以上どうすればいいのか、思いつかない。


    　アリッサたちを助けに行く?　どうやって?　仮にそれが可能でも、エノクに敵かなわないことは分かりきっている。もう僕は魔術が使えない。もし使えたとしても、通じない。


    　僕はまだ動かせない右腕を左手で強く握った。これは、偽物。何の力もない義手。


    「啓けい介すけくん?」


    　未由が不思議そうに僕を見上げた。


    「……何でもない」


    　崩れ落ちるようにベッドへ腰を落とす。ぎしっと寝具が軋きしんだ。


    「疲れたなら、横になった方がいいよ?」


    「確かに、疲れたな。そうしようか……」


    　何かを思っても、やりたいことが見つかっても、それを成し遂げる方法がないのなら寝ていたほうがましだ。考えることは苦痛でしかない。


    　僕はベッドに足を投げ出し、体を横たえる。シーツからはお日様の匂においがした。クリーム色の天井と、ベッドの縁ふちに座って僕を見下ろす未由の顔が、視界の中にある。


    「未由も自分のベッドで寝たらどうだ?　どうせスーラがいつ呼びに来るかなんて分からないんだし」


    「ううん、私はここでいい」


    　未由はその場を動かず、首を横に振った。


    「そうか……」


    　急激に瞼まぶたが重くなり、僕は素直に目を閉じる。元々体力を消耗していた上に、食事をしてお腹なかが膨ふくれたせいだろう。とても眠い。でも眠気に身を任せようとすると考えてしまう。


    　こうしている間にもアリッサたちには決定的な危機が訪れているかもしれない。もう取り返しのつかない事態になっているかもしれない。


    　体は眠りを求めていても、心が拒絶しようとする。


    　だがいつの間にか固く握り締めていた左手に、温かい感触が重なった。


    「啓介くん、大丈夫だよ。啓介くんは、何もかも失くしたわけじゃない。私が、まだいるよ。啓けい介すけくんの手は、私と繋つながってる」


    　未み由ゆの声が鼓こ膜まくを震わせる。


    　──失くしていない。


    　その言葉と左手の温度に、心がとても安らぐのを感じた。


    　ああ、そうか。僕はまた手の中が空っぽになることを、何より恐れていたのか……。


    　まだ消えていない繋がりがある。未由の手はそれを伝えてくれた。


    　焦あせりや後悔はまだ消えない。だけど、眠ることはできそうだった──。


    



    　コン、コン──。


    　僕の意識を浮上させたのは、間隔の長い硬質なノック音だった。


    　目を開くのと同時にキィィィという音が響き、僕はまるで自分の瞼まぶたが扉になったかのような錯覚を抱いた。


    　いつの間にか寝返りを打っていたのだろう。僕は仰向けでなく、横を向いていて、左手に重ねられた未由の手が目の前にあった。腕を辿たどって視線を上げると、未由は眠る前と同じ位置に座っている。


    　僕が動いたのを感じ取ったのか、未由は僕を見下ろした。


    「あ、啓介くん、起きた?　あのね、スーラさんじゃなくて、あの人形が私たちを迎えに来たみたいなんだけど……」


    　それを聞いて、僕は身を起こす。未由の言う通り、部屋の入り口に灰色の人形が立っていた。片手をこちらに向けて、ゆらりゆらりと振っている。


    　少々不気味ではあるが、たぶん手招きをしているのだろう。


    　僕は次に窓の外を見る。相変わらずの青空だ。はっきり覚えているわけではないが、雲の位置も変わっていないように思えた。


    「未由、僕はどのくらい寝てたんだ?」


    「時計がないから分からないけど……たぶん一時間以上、でも二時間には届かないぐらい……かな」


    　未由も景色も、寝る前とあまりに変化がなかったので、もっと短い時間かと思っていた。


    「その間、ずっと?」


    　僕は重なった手に視線を向ける。


    「うん、こうしていた方がよく眠れるかと思って」


    　そう言って未由は僕の左手をそのまま握った。ベッドから立ち上がり、手を引っ張る。


    「啓介くん、早く行こう」


    「あ、ああ」


    　ベッドから降りて、未み由ゆと一緒に人形へ近づく。すると人形は手招きを止やめ、踵きびすを返した。部屋を出ていく人形の後に僕らは続く。


    　廊下を真っ直すぐに進み、突き当たりの階段を下り始める人形。薄暗い中にぼうっと光る幾き何か学がく模様を追いかける。


    「スーラさん、何か用事ができたのかな……」


    　ぽつりと未由が呟つぶやいた。


    「どうだろう……よく考えたらスーラは自分で迎えに行くとは言ってなかった気がするしな──」


    　だから僕にはこれが予定どおりなのか、それともイレギュラーなのか、判断しようがなかった。


    　人形は僕らの会話に反応することもなく、淡々と階段を下りていく。広間まで僕らを先導すると、次はすぐ横の廊下へと進路を取った。


    　調理場や食堂があるのとは逆の方向だ。間取りはほとんど同じのようだったが、廊下は真っ直ぐ続いた後、左右へ分かれていなかった。その代わり、突き当たりに扉がある。


    　人形は扉を開けると、その脇わきで立ち止まる。


    「ここからは私たちだけで……ってことかな?」


    　未由が確認するように人形を見た。当然ながら人形は無言。しかし右手を上げて、廊下の先を指差す。どうやら言葉は理解できるようだ。


    「じゃあ、入ってみるか」


    　本当に風呂へ案内されているのか不安ではあったが、僕たちは人形を残して扉を潜くぐった。


    　足元の感触が変わる。硬く冷たい石ではない。弾性があり、無む闇やみに体温を奪おうとしない木の肌触り。長い木の板を敷き詰めてあるらしい。板には同じ間隔で隙すき間まがある。どうやら石床の上に簀すのことして置かれているようだ。


    　部屋自体はそれほど広くはなく、壁際には棚が設しつらえられている。高い場所に窓があり、廊下と比べてずいぶん明るかった。部屋の奥に、もう一つ扉が見える。


    「もしかして……脱衣所?」


    　未由がぐるりと周囲を観察して呟いた。


    「そう……なのか?」


    　部屋を見た感想は僕も同じだったが、自信を持って頷うなずくことはできない。というか、もし本当に脱衣所だった場合、別の問題が発生する。いや、このことはもっと早くに気がつくべきだったのだ。他のことで頭が一杯だったため、当たり前のことが想像できていなかった。横目で未由の様子を窺うかがう。僕と違い、動揺はしていないようだ。


    「ちょっと、確かめてみるね」


    　未由はここまで繋つないだままだった手を解ほどくと、奥の扉に向かった。扉を少しだけ開けて、中を覗のぞき込む。扉の隙間から、もわっとした湯気が流れ込んできた。


    「──あ、やっぱりお風呂だよ。すごく広い」


    　すぐに未み由ゆは扉を閉めると、僕を振り返って言う。


    　これで状況が確定した。僕は必死に頭を働かせる。


    「え、えっと……じゃあどうする?　順番に入るか?　も、もちろん服を脱ぐときは廊下に出てるから──」


    「え……?」


    　僕の言葉に未由はしばし呆ぼう然ぜんとし、その後一気に顔を沸ふつ騰とうさせた。


    「あ、そ、そうだよね。男湯とか、女湯とか、ないんだよね……」


    　どうやら未由も考えが及んでいなかったらしい。慌てる未由を見て、少し安心する。


    「未由が先に入ったらいい。僕は外で待ってるから」


    　気まずい会話を長く続けたくなくて、順番を譲ろうとする。けれど未由は途端に表情を固くした。


    「──待つ?　一人で?」


    「まあ、他に人もいないし、そうなるだろうけど」


    「それは……ダメ。ダメだよ。わ、私は大丈夫だから……」


    「大丈夫って、何が?」


    「えっと……その、一緒に入る……こと」


    　頬ほおを染め、声も震えていたが、未由は僕の目をしっかり見つめてくる。


    「へ?　い、一緒に?　そんなの──」


    　抗弁しようとするが、未由は僕の言葉を遮さえぎって口を開く。


    「啓けい介すけくん、スーラさんに貰もらった右腕はまだ上う手まく動かせないんでしょ?　きっと困ることがあると思うから、私が手伝うよ」


    「いや、体を洗うくらい、左手だけでも十分だって」


    「ダメ、私も入る。啓介くんは……私と一緒だと、嫌……なの?」


    　上うわ目め遣づかいで訊きいてくる未由。


    「そんな訳ないけど──」


    　本音を言えば嬉うれしい。様々な期待が心を高揚させる。


    　ただ、何となく〝いけない〟と思ってしまう。後ろめたさを感じてしまう。


    「なら、いいよね?」


    「……未由は恥ずかしくないのか?」


    　押し切られそうになり、僕はそう切り替えした。未由の赤かった顔が、さらに朱に染まる。


    「は、恥ずかしいに決まってるよ。だけど、今の啓介くんは一人にしておけないから」


    「え……」


    「啓介くんを一人にしたら、きっと寝る前みたいな辛つらい顔をするよね?　それは嫌なの。だから、私はできる限り傍そばにいるよ。寝ている啓けい介すけくんの手に触れながらずっと考えて、そう決めたの」


    　未み由ゆの表情から既に揺るがない覚悟があると伝わってくる。


    　僕の力が足りなくて、皆の手を掴つかんでいることはできなかった。でも足りない力を補うように、未由の方から僕の手を掴もうとしてくれている。


    　邪よこしまな気持ちを多少なりとも抱いてしまっていたことが恥ずかしくなった。


    　しかし、理性だけで煩ぼん悩のうを完全に抑えきれるわけではない。どうするべきか迷いながら視線を彷徨さまよわせていると、棚にタオルが置かれているのを見つけた。


    「……分かった。で、でも見ちゃいけないというか、見せちゃいけない部分はタオルで隠そう。お互いに」


    　僕としては妥協案のつもりだった。しかし未由はきょとんとする。


    「あの……私は、最初からそのつもりだったよ?」


    「……………………そ、そうだよな」


    　都合のいい想像をしていた自分が恥ずかしくなり、僕は決まり悪く視線を逸そらしたのだった。


    



    　──パサ。


    　背後から衣きぬ擦ずれの音。そのたびに空気が動き、かすかな女の子の香りが鼻び腔こうを撫なでる。


    　未由がすぐ後ろで服を脱いでいる。間違って見てしまわないよう僕は目を閉じているのだが、代わりに他の感覚器官が鋭敏に未由の挙動を伝えてくる。


    　ごくり。


    　無意識に唾つばを飲んでしまい。それが未由に聞こえなかったか不安になる。


    「──啓介くん」


    「あ、ご、ごめん」


    　やっぱり聞こえていたのかと僕は謝った。


    「え、どうしたの?　準備ができたって言おうとしただけだよ?」


    　目を開けて振り向くと、未由は白いタオルを体に巻いて僕を見ていた。


    　タオルの幅は胸から下腹部を隠すのでギリギリのようだ。胸の谷間と太ももの付け根に思わず視線が吸い寄せられてしまう。


    「あの……次は、啓介くんの番」


    　未由は胸元を手で隠し、僕に言う。


    「わ、分かった」


    「じゃあ私、後ろ向いてるね」


    　背中をこちらに見せる未由。タオル一枚だけを纏まとった後ろ姿は、とても艶あでやかでまたもや見み惚とれそうになる。このままではいろいろまずいと僕も未み由ゆに背を向けた。妙なところが反応してしまわないように気を静める。


    　ズボンとトランクスを脱いで、腰にタオルを巻きつける。上着は元から着ていないのであっという間に準備は終わった。


    「未み由ゆ、もういいよ」


    　僕が呼びかけると未由はこちらに向き直る。


    　お互いバスタオル一枚の姿で見つめ合った。


    「やっぱり……恥ずかしい、ね」


    　未由がはにかむ。


    「こ、こうしていても仕方ないな。早く風呂へ行こう」


    　僕は浴場への扉に向かう。未由はタオルの位置を気にしながらついてきた。


    　扉を開けると熱気が溢あふれ出てくる。湯気の向こうに広い──まるでプールのような浴場が現れた。床はタイル敷きで、壁面には身長より高い位置に窓がいくつもある。おかげで脱衣所よりも、なお明るい。


    　お湯は床が一段低くなった場所に張られている。一辺が十メートル以上はある正方形の浴槽だ。中心に竜を象かたどった像があり、お湯は竜が両手で抱える瓶かめから流れ込んでいた。


    「立派だね……友とも月づき家のお風呂もここまで大きくないよ」


    　未由は感心したように風呂場を見渡す。たぶん湧わき水をどこかから引いてきて、沸かしているのだろう。


    「城の裏で、あの人形たちが一生懸命に火を熾おこしているのかもな」


    　僕は単純に推測を口にしただけだったのだが、未由は「ふふっ、そうかもね」と面白そうに笑った。


    　湯船の近くには桶おけと簡素な椅い子すが置かれている。僕らはまず汗を流すことにした。


    「啓けい介すけくん、私が背中を流すよ」


    　未由は僕を椅子に座らせると、桶でお湯を掬すくって背中にかける。


    　一方的に世話をされるのは申し訳なく思ったが、未由が鼻歌まで歌ってあまりに楽しそうな様子だったので、遠慮の台詞せりふを口にするのは止やめた。


    「──未由、頭からザバッとお湯をかけてくれるか?」


    「うん、わかった」


    　代わりにリクエストを言うと、未由は嬉うれしそうに応じる。


    　髪には固まった血がこびりついていたようで、僕の体を流れ落ちる水は赤茶色に濁っていた。未由はそれを見て、今度はゆっくりと頭にお湯を流しつつ、片手で髪をごしごし洗ってくれる。


    「かゆいとこ、ない?」


    「別にないよ。ありがと。未由、上う手まいな」


    　頭皮を擦こする未み由ゆの指は力加減がちょうどよくて、気持ちいい。


    「そう?　私、他ひ人との頭を洗うなんて初めてだよ」


    「じゃあ、才能あるかもな」


    「頭洗いの才能?　でも散髪屋さんとか美容師さんにならないと発揮できないね」


    　上機嫌に未由が笑う。


    「僕も未由の頭を洗おうか?　未由が自分でお湯を頭にかけてくれれば、左手だけでも洗えるからさ。世話をされっぱなしっていうのも悪いし」


    「気にしなくていいのに……。でもそこまで言ってくれるなら、お願いしようかな」


    「了解」


    　僕は頷うなずき、未由と場所を交換する。座る未由の後ろに回ると、白いうなじが視界に飛び込んできた。数秒、ぼうっと見つめてしまうが未由が桶おけでお湯を掬すくう音で我われに返る。


    「啓けい介すけくん、よろしく」


    　ちらりとこちらを見上げる未由にコクコクと頷いた。


    　頭からゆっくりとお湯を被かぶる未由。僕は濡ぬれた髪に左手で触れた。癖くせのない真っ直すぐな黒髪を恐る恐る指で梳とくようにして洗う。


    「もっと、ゴシゴシしていいよ?」


    　未由が物足りなさそうに言う。僕は少し力を強くしようとするが、未由の髪は柔らかく、とても綺き麗れいで、どうしても慎重に扱ってしまう。


    「──ふふ、頭を撫なでられてるみたい」


    「ご、ごめん。これじゃ、洗ってるって言わないよな」


    「ううん、優しくしてくれて……ありがとう。こういうのも──気持ちいい」


    　未由は笑って首を振った。


    　髪を洗い終わると、僕らは湯船に入る。あまり深くはない。立った状態だと水面が膝ひざより少し上に来る程度。僕と未由は湯船の縁に背中を預け、肩までお湯に浸つかった。


    「はぁ……」


    　思わず、溜ため息いきが出る。温かいお湯に包まれて、緊張が緩ゆるむ。ここが《方はこ舟ぶね》であることが信じられなくなりそうだった。


    　──《方舟》か。アリッサもこうやって風呂に入ってたのかな……。


    　ふと、そんなことを考える。この城は、アリッサが幼い頃から暮らしてきた場所なのだ。アリッサからこんな風呂場があるのだと聞いたことはない。だがアリッサは僕や未由の家で風呂に入るたび、この浴場を思い出していたのだろう。


    　ここはアリッサの家と呼べる場所。でも……あいつは、いない。


    「啓介くん」


    　物思いに沈んでいると、お湯の中にある左手に未由の手が重ねられた。


    「──ん、どうしたんだ?」


    「また、辛つらい顔をしてたよ?　お願い、考えないで。考えても、啓けい介すけくんが苦しいだけだよ」


    　未み由ゆは切実な表情で、僕の左手を抱くようにして体を寄せてくる。柔らかな胸の感触がタオル越しに伝わってきた。


    「み、未由……」


    　お湯で温められた体が、さらに熱くなる。


    「ちゃんと聞いてなかったけど……今の啓介くん、魔術は使えるの?　《魔狼フエンリル》……もうないよね?」


    　未由は僕の義手を視線で示し、訊たずねてきた。


    「ああ……《魔狼フエンリル》は、エノクに──切り離された。《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながる《道パス》も一緒に。だから《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術は、使えない」


    　悔しさを噛かみ締めながら答える。


    「じゃあ……アリッサさんの──《天使王ミトロン》の魔術は?」


    　未由は胸に抱いた僕の左手へ視線を移した。


    　そう、この腕はアリッサと《道パス》で繋がっている。僕を仲介して《天使王ミトロン》の力を引き出すことも可能だった。でも──。


    「……無理だと思う。今はアリッサとの繋がりが感じられない。たぶん天使の樹に捕らわれてるからだ。もしくは僕が《方はこ舟ぶね》の中にいるからかもしれない」


    　どちらにせよ侵食される恐れのある《天使王ミトロン》の力を使うわけにはいかない。今、僕は常識の外側にある物事に対して、完全に無力だった。


    「──安心した」


    「え?」


    　未由が意外な言葉を口にして僕は驚く。


    「気を悪くしたら、ごめんね。でも、本当にほっとしたの」


    「……どうして?」


    「啓介くんが、もう戦えないから」


    　その言葉を聞いた瞬間、心がざわめいた。


    「な──何でだ?　戦えないと皆を助け出せないんだぞ?」


    「あのね──何の力もなくていいの。それが、普通なの。力があったから、啓介くんはその力でできる限りのことをしてきた……。だけど、お願い。もうアリッサさんの真ま似ねはしないで」


    「アリッサの……真似?」


    　声が掠かすれる。


    「私、ずっと見てきたから知ってるよ。啓介くんは、ずっとアリッサさんの背中を追いかけてきたって……アリッサさんみたいになろうとしてきたって。私を助けてくれたのが、そのスタート地点。でも、ジャングルの細い道で倒れてる啓けい介すけくんを見つけたときに思い知った。これが、その結果だって」


    「僕が、間違ってたって言うのか?」


    「ううん、違う。啓介くんは正しい。啓介くんがいなかったら、今の私はここにいない。でも戦い続ければ、いつかは負けちゃうんだよ。勝てば勝つほど、次にやってくる危機は大きくなる。だから、啓介くんが戦えなくなって……私は安心したの」


    「──僕は、勝てなかったことが悔しいよ」


    　思わず本音を漏もらす。


    「分かってるよ……啓介くんの気持ち。けど、戦えないってことを忘れないでほしいの。これから何が起こるか分からない……。でも啓介くんは、無茶しないで。もし危険が迫るようなことがあったら、私が何とかする。これまで啓介くんが守ってくれた分、私が啓介くんを守るから」


    　未み由ゆの言葉はどうしようもないほど痛かった。


    　それは僕に何もできないことを自覚しろという通告だ。もちろん力がないのは事実。でも……素直に認めることはできなかった。たとえ力がなくても、何か──。


    「啓介くん──考えないで」


    　パシャンと水音を立てて、未由が僕に覆おおい被かぶさってきた。左腕だけに感じていた体温と柔らかさが、体全部に伝わる。未由の顔がすぐ目の前にあった。潤うるんだ黒こく瞳どうが僕を真正面から覗のぞき込む。


    　すると心の中に渦巻いていた焦しよう燥そうが薄まり、諦あきらめと安あん堵どが胸を満たし始めた。


    「──っ!?」


    　僕は半ば反射的に、未由の頭を抱き寄せるようにして視線を外はずす。その後で、僕は何をされたのかを理解した。


    　忘れていた。僕は未由の血を飲んでいたのだ。


    「あ……」


    　僕の耳元で未由が我われに返ったような声を上げた。


    「未由、僕を今……〝支配〟しようとしたか?」


    「ご、ごめん……そんなつもりじゃ──」


    　ひどく動揺した様子で未由が答える。


    「無意識だったなら、いい。ただ、できればもう……こういうのは止やめてくれ」


    「うん、うん……ごめんね、啓介くん」


    　本当に悔くいた様子で未由は僕の肩に顔を埋うずめた。


    　憤いきどおりは感じなかった。ただ、情けなかった。未由にこうまでさせてしまうほど弱い自分が恨めしかった。


    「私はただ、啓けい介すけくんに言いたかっただけなの……」


    　涙声で未み由ゆは呟つぶやく。


    「……何を?」


    　問い返すと未由は僕の背中に手を回した。


    「掴つかめないものを、掴もうとしないで……私がいること、忘れないで──って」


    　震える小さな肩を見て、僕は左手で未由を抱き締めた。


    　そうしなければ、未由までどこかへ行ってしまいそうだったから。


    　他のものを掴もうとすれば、未由の手は掴めない。掴んでも、握り返してくれなければ離れてしまう。


    　僕の手は、そのくらい小さくて弱いのだと思い知った。


    　腕の中にある未由の体はとても熱くて、理性が溶けそうなほど柔らかい。


    　けれど、いかに本能と衝動が荒れ狂っても、僕の体はそれ以上動かなかった。


    　どうしても──動かせなかった。


    



    　結局、のぼせる寸前まで僕らはそのまま抱き合っていた。


    　僕が「そろそろ出ようか」と言うと、未由は顔を上げ、コクンと頷うなずく。未由の顔は既に真っ赤かだった。


    　湯船から上がり、タイルの上を出口に向けて歩く。何となく言葉が見つからず、お互い無言。


    　だが脱衣所に出て棚を見たとき、僕と未由は同時に驚きの声を上げた。


    「あ──」


    　僕らが脱いだ服の横に、きちんと畳まれた傘さん陽よう学園の制服が置かれていた。未由は上着とスカート。僕はカッターシャツ。どれも綺き麗れいに洗濯されているようだった。破けた部分も目立たないように補修してある。


    「あの人形たちが洗ってくれたのかな……あ、携帯もある」


    　未由が制服の状態を確認しながら呟く。携帯は制服の後ろに二つあった。僕と未由のものだ。ただ未由の携帯は一見しただけでもう使えないと分かるほど、ぐしゃぐしゃに壊れていた。未由が受けたダメージを考えれば仕方ないだろう。僕の携帯は、幸い電源が入るようだ。日付と時間を確認する。


    「…………」


    　文化祭の日から丸一日が過ぎていた。しかも時刻は夜の十二時。外はこんなに明るいというのに、深夜なのだという。


    「もしかしてここ、地球の反対側だったりして……」


    　横から携帯を覗のぞき込んだ未由が言う。否定はできない。


    　電波表示は当然ながら圏外だった。


    「携帯は使えないな……まあでも、シャツは戻ってきてよかった。いくら暑くても、上半身が裸だと落ち着かないからな。でもどうする?　また順番に着替えるか?」


    　服を着るにはタオルを取らなければいけない。入るときと同じようにしようかと思ったが、未み由ゆは首を横に振る。


    「湯冷めしちゃうから、どっちかが終わるのを待つのはダメ。背中を向けて、一緒に着替えよう?」


    「わ、わかった」


    　緊張しながらも未由と逆の方を向き、体を拭ふく。妙に気が焦あせり、僕は手早く服を身に着けた。カッターシャツのボタンを留め終わり、携帯をズボンのポケットに押し込んでしばらく待っていると後ろの衣きぬ擦ずれも止やんだ。


    「……行こっか」


    　未由の声が聞こえ、僕は振り向く。まだ顔の火ほ照てった未由が制服を纏まとい、立っていた。


    　見慣れた制服姿を見て、確かに僕たちは少し前まで学園祭をしていたのだと実感する。


    　皆でサークルを作り、楽器の練習をし、本番に備えた。


    　でも……緑の葉が降り注ぎ、人が樹に変わり、エノクが現れ、全てが粉々になった。これまで何とか繋つなぎとめてきた日常が、完かん膚ぷなきまでに壊された。楽しいはずの文化祭は、終わってしまった。


    　もう、取り戻せない。僕は──戦えないから。


    　未由が口づけと共に刻み込んだその言葉は、心から消すことはできなかった。


    　未由が何も言わずに僕の左手を握る。僕は手を引かれ、脱衣所から廊下へと出た。ここまで案内してくれた人形は見当たらない。


    「部屋に戻る?」


    　聞かれて、頷うなずく。さっきまでの僕なら、現れなかったスーラを捜そうと提案したかもしれない。でも今は、何もする気になれなかった。


    　風呂場までの道順は迷うようなものではない。真っ直すぐに廊下を進めば広間に出る。


    　だが僕たちはそのまま元の部屋へ続く階段は上らずに、立ち止まった。


    　広間の中心に、妖よう精せいのような少女がいたから。半透明の姿で宙に浮き、アリッサによく似た顔で、無邪気に笑っていたから。


    「スーラ……」


    　僕はその名を呟つぶやく。つい先ほど捜すことを諦あきらめた少女を思いがけず発見してしまい、どうすべきか判断に困った。


    　スーラは軽やかに空を泳いで近づいてくる。思わず緊張し、身構えてしまう。僕は自分で考えている以上にスーラのことを警戒しているようだ。


    「お湯加減はどうだった?」


    　笑顔のまま、スーラは幼い声で訊たずねてきた。


    「ちょうどよかったよ……ありがとう」


    　まずは礼を言い、スーラの表情を窺うかがう。未み由ゆは隣で「服を洗濯してくれてありがとうございます」と頭を下げていた。


    「ううん、スーラも楽しかったからお礼はいいんだよ。お風呂を沸かすのも、食事を作るのも、洗濯するのも、全部久しぶりだったし」


    　スーラは本当に嬉うれしそうで、一見何の裏も感じられない。


    「あのさスーラ、ウルトさんがどこ行ったのか知らないか?」


    　とりあえず最初にしようと思っていた質問をぶつける。


    「ウルト姉ねえ様なら、箱庭ガーデンへ移したよ」


    　ある程度予想していた答えが返ってくる。


    「どうして?」


    「静養するなら自分の部屋がいいかと思ったからだよ。ウルト姉様は箱庭ガーデンの中に住んでるからね」


    「……本当に?」


    　嘘うそを吐ついているようには見えなかった。しかし、素直に信じることもできず、もう一度確認する。


    「うん、本当だよ。どうしてそんなこと訊きくの?」


    「いや……ただ、僕らに一言教えておいてくれてもよかったんじゃないかって」


    「あ、ごめんね。うっかりしてたよ。心配させちゃったね」


    　うっかり、か……それは有り得ることなのだろうが、僕はどこか釈然としないものを感じた。


    「僕はできればウルトさんと話をしたいんだ。僕らが《箱庭ガーデン》へ入るのが無理なら、ウルトさんの意識が戻ったときに、そう頼んでくれるか?」


    　ダメで元々で言ってみる。スーラが話そうとしないことも、ウルトさんなら答えてくれるかもしれない。そんな期待があった。もっとも……それをさせないためにスーラがウルトさんを移動させたのかもしれないが。


    　唇くちびるに指を当て、困った顔をするスーラ。


    「いいけど、仮に今すぐウルト姉様が目覚めても、しばらくこっちに戻ってくることはできないよ」


    「どういう意味だ?」


    　不吉な予感に冷や汗が背筋を伝う。


    「今の箱庭ガーデン……ううん、方はこ舟ぶねはちょっと特殊な状態なんだよ。だから一度箱庭ガーデンに入ったら、しばらくは出てこられないの。あ、でもスーラだけは例外だよ?　スーラは方舟のどこにでも行けるから。ウルト姉ねえ様が起きたら、ちゃんと伝えておくよ」


    　どちらにせよ、ウルトさんとはしばらく会えないらしい。僕の中にあるスーラへの疑念が濃くなる。まるで僕の周りから次々と選択肢が奪われていくようだった。


    「……特殊な状態って、何のことだ?　《方はこ舟ぶね》はいったいどうなってるんだ?」


    　せめてそれだけでも確認しようと僕は問う。未み由ゆが咎とがめるように僕の手を強く握った。事情を知っても、苦しむだけ。そう言いたいのだろう。でも、聞かずにはいられなかった。知らないことは、怖かったから。


    「戦いの準備を、してるんだよ」


    　はぐらかされるかと思ったが、スーラは明めい朗ろうな口調で答えた。


    「戦い?」


    　何のことかと僕は問い返す。


    　スーラは頷うなずき、高い広間の天井を見上げた。釣られて上を見て気づいたが、天井には曼まん荼だ羅らに似た宗教画が描かれている。


    「この場所──緩かん衝しよう地ち帯たいの時間で言うなら十日後」


    　ゆっくりと考えるような口調でスーラが言葉を紡つむぐ。


    「方舟は、異界と化したあなたたちの街へ……侵攻する」


    　視線を下ろし、僕を見つめたスーラの瞳ひとみは──幼い少女のものとは思えないほど、深く静かな、老成した色を湛たたえていた。


    



    
      ＊

    


    



    　薄暗い部屋。天井と壁面に描かれた幾き何か学がく模様が淡く発光し、かろうじて物の輪りん郭かくが分かる狭い部屋。その中央にある寝台に一人の女性が横たわっていた。


    　体のあちこちに包帯が巻かれ、豪ごう奢しやな金髪は血で汚れている。


    「はあっ……はあっ──」


    　女性は荒い息を吐きながら、苦しんでいる。苦鳴は次第に大きくなり、女性はとうとう体を痙けい攣れんさせて大きく叫んだ。


    「があっ!!　ぐうっ……!?」


    　女性は自らの呻うめき声で目を覚ます。彼女を捕らえていた重い睡すい魔まは全身から響いてくる激痛によって霧散した。


    「ここ、は……?」


    　薄目を開け、女性は部屋を見回す。


    『《箱庭ガーデン》だよ、ウルトさん』


    　その声は女性の頭の中に直接響いた。女性は視線を動かし、ぎょっとしたように表情を強こわ張ばらせた。


    　部屋の端──扉の前に巨大な狼おおかみが鎮ちん座ざしていた。薄うす闇やみに紛まぎれる黒い体毛、恒星のような青い瞳ひとみ、銀色の首輪を見て、女性は掠かすれた声で問いかける。


    「だ、れ?」


    『あたしは由ゆ衣いだよ』


    「ユイ?　そんな、はず……ない」


    　女性は有り得ないといった顔で首を横に振る。


    『どうして?』


    「ユイが《箱庭ガーデン》にいるはず、ない」


    『スーラさんが、入れてくれたんだよ。特別に』


    「ううん……違う、そうじゃない……それ以前の問題……そんなはずは、ないの」


    　女性はうわ言のように繰り返す。


    『──まだ意識がはっきりしてないんだね。早く自分の傷を魔術で癒いやした方がいいよ。ここに着いたときは、お兄ちゃんの手当てで精一杯だったんでしょ?』


    　狼は気遣うように女性を促す。しかし女性は首を横に振り続けた。


    「そう、そうよ……着いたとき……方はこ舟ぶねへ着いたとき、ユイはいなかった……」


    『…………』


    　巨きよ躯くを闇に同化させる狼は、口を噤つぐむ。


    「私は、ユイを転移させていない!　ユイはまだ街に残っているはずよ!」


    　息を荒らげて、血走った瞳で狼を睨にらむ女性。


    　すると狼から苦笑の気配が返ってくる。


    『あの街に、あたしはもういないよ。ううん……元々どこにもいないの。いなかったの。魔まぼ術ろしでしかないあたしは、どこにもいなかった……』


    「いない……?　私はここにいるあなたが……誰なのか、訊きいているの!」


    『誰、なんだろうね』


    「え……?」


    　ひどく悲しげな声に、女性は毒気を抜かれてポカンとする。


    『気を抜くと、本当に分からなくなるの。自分が誰なのかって……』


    「何を、言って……」


    『ウルトさんの言うとおり、あたしは《遠とお見み由ゆ衣い》じゃないのかもしれないね』


    　狼は扉の前から動かないまま、寂しげに呟つぶやいた。
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     第二章　隔てる箱庭、惑わす人形
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    「侵攻……?　美み傘かさ市へ?」


    　スーラは底冷えのするような表情を元の無邪気なものへと戻し、頷うなずく。


    「うん、当然でしょ?　《形成界イエソド》の現出は《天牢ウオルフ＝ライエ》を破は綻たんさせてしまう。だから、排除しなきゃいけない」


    「排除って……」


    　僕は冷たい響きの言葉に戦せん慄りつする。


    「そうだね、街ごと消しちゃうのが一番シンプルだね」


    「なっ……そ、そんなこと──」


    「焦あせらないで、もちろんスーラたちは別の手段も検討しているよ。あの街にはアリッサちゃんもいるんだしね」


    　安心させるようにスーラは微ほほ笑えむ。だが街を消すということが選択肢にある時点で、穏やかではいられなかった。


    「別の手段って何だ?」


    「だから、まだ検討中だよ」


    「そんな悠長なことを言っていられるのか?　十日後だって?　手遅れの可能性が高いだろ!」


    　助けるつもりがあるのなら、助ける力があるのなら、今すぐ向かえばいい。自分が何もできないからこそ、苛いら立だちは抑えきれなかった。


    「十日後っていうのは、あくまでここの時間だよ。《箱庭ガーデン》と外界の狭間にあるこの場所──緩かん衝しよう地ち帯たいでは、時間が加速してるの。ここで一日が経過しても、外界では十分程度しか時計の針は進んでいないよ」


    　時間が、加速?　やっと動かない雲の理由が分かった気がした。だが何な故ぜだ?　本来は外界より時流が遅いはずなのに。


    「一度《箱庭ガーデン》に入ると、すぐに戻ってこられないっていうことにも……関係してるのか?」


    「まあね、箱庭ガーデンの時間もゆっくりと加速させている最中だけど、まだ緩衝地帯との時差は外界以上にすごいの。中に入った瞬間に外へ出ても何十時間も経過しちゃうんだよ」


    　時差……か。理解できない部分は多いが、理屈は分かる。


    「何で、加速させる必要があるんだ?」


    「それは、最初に言ったよ」


    「え?」


    「戦うための準備だよ。方はこ舟ぶねが、ね」


    　説明はお終しまいとばかりに、「分かったでしょ?」という顔で微ほほ笑えむスーラ。


    「それじゃ全然答えになってない!　どう戦うんだ?　何をするつもりなんだ?　由ゆ衣いを《箱庭ガーデン》に入れたのは何な故ぜだ!?」


    　僕は胸の内に溜たまっていた疑問を全てぶつける。しかしスーラは笑みを崩さなかった。瞳ひとみの色だけを変えて、僕を見る。


    「──知って、どうするの?」


    「は……?」


    「何も分からないのは不安だろうから、スーラは状況を説明してあげたんだよ?　でも、これ以上は意味がないよね。どう戦うかなんて、あなたには関係ないことなんだから。その右腕には何の力もないこと……忘れちゃった?」


    　僕の義手を指差すスーラ。


    「……忘れてなんかない。確かに《方はこ舟ぶね》がどう戦うかなんて、僕が知っても無駄かもしれない……だけど、スーラは由衣について何か隠している。それについて聞くのも意味がないっていうのか?」


    「うん、スーラがユイちゃんのことを話さないのは、ユイちゃんがそう望んでいるからだよ。あなたは直接ユイちゃんと話して、言葉を聞いた。それ以外のことを他人から聞き出すのは、ユイちゃんへの裏切りなんじゃないかな──ケイスケくん」


    　大人が子供をたしなめるような口調で、スーラは初めて僕の名前を呼んだ。


    「裏切りって……僕は──」


    　それでも食い下がろうとすると未み由ゆが僕の左手を引いた。


    「啓けい介すけくん、もう止やめよう」


    　未由はとても悲しそうな、痛々しいものを見るような、そんな表情で僕に言う。


    「スーラもそれに賛成だよ。あなたは、スーラたちの戦いに関わることはできないの。だから大人しく、この城で決着がつくのを待っていてね」


    　スーラはそう言うと広間の天井高くへと舞い上がった。


    「っ……」


    　確かに僕は待つことしかできない。そして無力な僕にスーラがわざわざ隠し事をする必要もない。何を知ろうが、何もできないなら変わらない。だとすれば、由衣が望んでいないというのは本当なのだろう。


    「あ、そうそう」


    　天井の向こうへ消えようとしていたスーラが、思い出したように振り返る。


    「──ミユさん、あなたはどっちでもいいよ」


    「え……?」


    　突然、自分に話しかけられた未由は眉まゆを寄せる。意味が分からなかったのだろう。それは僕も同じ。


    「あなたには力がある。でも〝役割〟はない。だから好きに選んでいい。スーラはそう言っているんだよ」


    「それは……私は戦いに参加できるってことですか?」


    「うん」


    　スーラは事も無げに頷うなずく。ゾクッと背筋が震えた。


    　未み由ゆは、参加できる?　戦いに?


    　自分の手でアリッサたちを助けられる。それは何より羨うらやましいこと。


    　だが次こそ殺されるかもしれない。いや、未由が連れん大だいに勝てないのは証明済みだ。行かせれば僕は未由まで失うことになる。


    「……私がいれば、勝てる可能性が上がるんですか?　私は襲ってきた巨人に、何もできなかったのに」


    　僕と同じ疑問を抱いたのだろう。未由は悔くやしげな表情でスーラに訊たずねた。


    「別に変わらないよ。あなたがいても、いなくても、全ては成り立つ。役割がないというのはそういうこと。ただ、あの巨人はあなたの手で倒したいかなと思ったから聞いてみただけ」


    「私が……倒したい?」


    　未由は戸惑ったように問い返す。嫌な予感が全身を駆け抜ける。スーラは何を言う気だ?


    「おいっ!!」


    　僕は止やめさせようと大声を上げた。しかしスーラは僕を一いち瞥べつしただけで、言葉を続ける。


    「スーラはずっと見ていたから知ってるよ。あの巨人はヤサクレンダイ。あなたにとって倒すべき仇かたきなんだよね?」


    「連、大……?」


    　未由が体を震わせる。繋つないだ左手が、痛いほど強く握り締められた。


    「──あれ、知らなかったの?　まあいいや、戦う気があるなら十日後……じゃギリギリだから、七日後までに箱庭ガーデンまで来てね。スーラが扉を開いてあげるから」


    　空々しい口調──僕にはそう聞こえた。スーラは未由に向けて笑いかけると、今度こそ天井の向こうに姿を消す。


    「啓けい介すけくん……今の話、本当なの?」


    　天井を見上げたまま、低い声で未由が訊ねてくる。


    「それは……」


    　どう答えるべきか迷い、言葉を濁す。


    　復ふく讐しゆうに走り、力を求めて戦えば、未由はかつてのように《嘆なげきし魔ま王おう》と精神が同化してしまう恐れがあった。そして仮にそうなった場合、僕には止める力がない。


    　しかし僕の逡しゆん巡じゆんを見て、未由は視線を床に落とした。


    「本当、なんだね」


    「…………」


    　嘘うそを吐ついても遅い。だが認めることもできずに僕は口を引き結んだ。


    　未み由ゆは、行ってしまうだろう。自我の境界を溶かしてしまうほどの怒りを、未由は八や朔さく連れん大だいに抱いている。復ふく讐しゆうする機会を与えられて、じっとしていることなどできるはずがない。けど、仮に勝ったとしても未由はきっといなくなる。


    「……啓けい介すけくん、痛いよ」


    「あ……」


    　いつの間にか僕の方が強く未由の手を握り締めていたようだ。


    　僕は慌てて手を離そうとするが、未由は繋つないだ手を解ほどかなかった。


    「──ごめんね、啓介くん」


    「何で、未由が謝るんだ?」


    「私のために、黙っていてくれたんでしょ?　私がまた自分を見失わないように。きっと啓介くん……怖こわかったよね?」


    　未由は労いたわるように僕を抱き締めた。


    「私がまた、心を《嘆なげきし魔ま王おう》に預けてしまうかもしれないから……そうなっても止めることができないから……分かるよ、啓介くんの考えてること。今はすごく、分かるの」


    　まるで僕の心を読んだかのように、未由は言う。


    「傍そばにいるって私が言っても、啓介くんは何かを恐れてた。私を完全には……信じてくれていなかった。でもやっと理由が分かったよ。啓介くんは私にとって一番大切なものが復讐だって思ってる。そうでしょ?」


    「未由……僕は……」


    　否定はできなかった。だから言葉が詰まる。しかし未由は満足そうに微ほほ笑えんだ。


    「私──行かないよ」


    「え?」


    　それはあまりに意外な言葉だった。


    「私だけは、啓介くんの手を離さない。傍にいるって決めた──そう言ったよね?　あの言葉はどんなことがあっても覆くつがえさないよ」


    　未由の体は震えていた、瞳ひとみの奥には深い怒りが灯ともっていた。しかしその全てを抑え込むように、未由は奥歯を噛かみ締めてぎこちなく微笑み続ける。


    「戦いに……参加しないっていうのか?　復讐を果たすことができるのに……?」


    「うん、私には……復讐よりも大事なことが、たった一つだけあるから。信じられないなら、私の思いを聞いて」


    　未由は僕の瞳をじっと見つめる。


    　──心が、流れ込んできた。


    　僕を〝支配〟することで繋つながった回路を再び開いたのだろう。だが、今伝わってきたのは言葉ではなく、想い。


    　復ふく讐しゆうに赤せき熱ねつする記憶と、それ以上に切なく張り裂けそうな感情。僕を求める、心。


    「啓けい介すけくんと初めてキスをしたときに、〝これ〟は生まれたんだよ」


    　唇くちびるの感触と共に、教えられる。未み由ゆの心を。好きという──気持ちを。


    　胸の奥から何かが込み上げる。泣いてしまいそうだった。


    　あまりに……安あん堵どしたから。


    　未由の言うとおり、僕は恐れていたのだ。未由がずっと傍そばにいてくれるとは、信じていなかったのだ。でも今は、この温ぬくもりは絶対に消えないのだと思うことができた。


    　そう、消えないんだ。


    　──僕が、手放さない限り。


    



    
      ２

    


    



    　一日とは、朝から昼へ、昼から夕方へ、夕方から夜へと移り変わるものだった。


    　夜の後には再び朝がやってきて、新しい一日が始まるのが当然だった。


    　それが僕の生きてきた十七年間に染み付いた世界の法則。だけど《方はこ舟ぶね》においてその法則は当てはまらない。世界はいつまでも昼のままだった。


    　寝ても覚めても、眩まばゆい陽光は変わらず降り注ぐ。そのせいで一日の境目がどこにあるのか分からない。


    　スーラの言うとおり、空は完全に止まっているわけではないのだろう。長いスパンで見ると雲は確かに流れているし、太陽も少しずつ水平線に近づいているはずだ。けれど僕には違いが分からないほど、それは遅々とした速度だった。


    　時間がどれだけ流れたかを知る手段は、僕の携帯以外にない。充電が切れてしまえば終わりなので、普段は電源を切っておいた。


    　日時を確かめるのは一日一回。長く眠り、目覚めたときだけ。


    　僕はその日も起きてすぐに携帯の電源を入れた。


    「──もう、三日か」


    《方舟》に来てからそれだけの時間が流れていた。


    　薄暗い部屋を液晶の明かりが照らしている。陽光が燦さん々さんと差し込む中で眠ることはできなかったので、カーテンを閉めきっているのだ。


    「うぅん……」


    　隣のベッドで未由がもぞもぞと動いた。僕は携帯の電源を切って、液晶の明かりを消す。


    　そして窓に近づき、カーテンを開け放った。


    　部屋が一気に明るくなり、未み由ゆが目を擦こすりながら起き上がる。


    「……おはよ、啓けい介すけくん」


    「ああ、おはよう」


    　寝ね惚ぼけ声で挨あい拶さつする未由に僕は答える。


    　しばらくすれば人形が朝食へ招きに来るだろう。いや、朝ではないので朝食ではないのか……。


    　まあとにかく人形たちは一日に食事を三回、お風呂を一回、用意してくれる。基本的に僕らがどこにいようと呼びに来てくれて、おかげで規則正しい生活が送れていた。未由を煽あおるようなことを言ったスーラも、あれ以来姿を見せていない。


    　難点をあげるとすればたった一つ。


    「啓介くん……今日は何しようか?」


    　ぽーっとした顔で未由が僕を見る。


    　そう、あまりにやることがないのだ。朝起きて、まず途方に暮れるほど──僕たちは暇ひまだった。


    「……朝食を食べながら考えよう」


    　僕は苦笑いを浮かべて、返事を保留する。


    《方はこ舟ぶね》が侵攻を開始するまであと一週間。スーラが未由を待つと言った期限までは残り四日。無為で平和な時間が過ぎていく。


    



    「啓介くん、右腕はもう普通に動かせるみたいだね」


    　朝食後、廊下を歩きながら未由が言う。


    「……ああ、違和感はほとんどない」


    　僕は右手を持ち上げ、手を広げたり握ったりしてみせる。思ったとおりの動作を右腕は遅延なく実行していた。もはや義手だということを忘れてしまいそうなほど、体に馴な染じんでいる。先ほどの食事でも、箸はしを扱うことに苦はなかった。右腕が戻ってきたのだと、つい錯覚しそうになる。


    　だが、そのたびに小さな危機感が胸の奥をざわつかせた。


    　ないものを、あると思ってはいけない。たとえ自在に扱うことができても、この右腕には欠けたものがある。それは《魔狼フエンリル》──いや、由ゆ衣いとの繋つながりだった。


    「──結局、何をするか決まらなかったから……適当に散歩でもする?」


    　未由が僕の左手に指を絡からめ、話しかけてくる。上うわ目め遣づかいの、僕一人に向けられる笑顔。


    　鼓動が速くなるのを止められない。


    「そうだな……どうせなら島をぐるりと一周してみないか?」


    　反射的に視線を外はずし、提案する。気を抜くと未み由ゆしか見えなくなりそうだった。


    「うん、いいかも。でも体力は大丈夫?」


    「毎日美お味いしいものを食べて、よく眠ったからもう平気だ。眩暈めまいもしない」


    　昨日までは念のため城から離れすぎないようにしていたのだが、そろそろ遠出してもいい頃だろう。近くの浜辺で時間を潰つぶすのも飽きてきたところだった。ちなみに城の中は、ほとんど探索していない。勝手にあちこち覗のぞくのは悪い気がしたからだ。


    　でも……本当は一か所だけ探してみたい場所があるにはあった。けれど未由はきっとそれを望まない。だから、ずっと黙っている。


    「この前、遠くに見えた畑まで行けるよね。気になってたから、ちょっと楽しみ」


    　未由は繋つないだ手を嬉うれしそうに大きく振る。これまであまり見せたことのない子供っぽい仕草がとても可愛かわいく思えた。


    「……まあ、少し遠いかもしれないけど、昼食までには戻ってこれるはずだ」


    　見み惚とれている自分に気付き、慌てて前を向いて言う。


    　最初の日に岬みさきから《方はこ舟ぶね》の全景を眺めたとき、島の半径は二キロほどに思えた。となるとその円周は十二キロから十三キロ程度だろう。三、四時間もあれば一周できる。


    「時間はいくらでもあるから、丸一日かかっても私はいいよ?」


    　悪いた戯ずらっぽく未由が笑う。


    「昼食をボイコットしたら、料理を用意してくれる人形たちに悪いだろ」


    「──ふふ、そういう生き真ま面じ目めなとこ、やっぱり啓けい介すけくんだね」


    　口調は明るかったが、未由は表情をわずかに曇らせた。


    　歩調を速め、僕の手を引っ張りながら言葉を続ける。


    「でも……人形にまで気を遣う必要はないよ。もう啓介くんは、自分のことだけ考えていいんだから」


    　叱しかるような、突き放すような声こわ音ね。だけど僕を見た未由の瞳ひとみは、とても温かい色を帯びていた。


    



    　以前と同じように岬へ向かって砂浜を歩く。今日は靴くつを履はいているので波打ち際は通らなかった。靴は用意されたものではなく、傘さん陽よう学園指定のものだ。一日目、部屋に戻った後、ベッドの下に置かれていたのを発見した。見つけづらい場所だったので最初は見逃してしまったのだろう。


    　砂が靴に入ってしまうので、僕と未由はできるだけジャングルの傍そばを進んだ。相変わらずジャングルは静かで生き物の気配はない。


    　岬みさきまでは十分ほどで到着し、そこから断だん崖がい沿いに歩き始める。


    　海風が強い。未み由ゆは風に翻ほん弄ろうされる髪を手で押さえていた。


    　崖下を覗のぞくと身が竦すくんだ。海面までは二十メートル以上あるように見える。


    「啓けい介すけくん、危ないよ」


    　未由が僕の手を引っ張って、崖がけ際ぎわから距離を取った。


    「別に落ちたりしないって」


    「それでも……怖こわいから」


    　僕の左腕を抱き、未由は首を振った。


    　何に対しての恐怖なのか──未由は口にしなかったが、僕には分かる。


    　僕と未由は今、お互いになくてはならない存在だった。


    　僕のために未由は連れん大だいへの復ふく讐しゆうを諦あきらめようとしている。僕の手が空っぽにならないように、片時も傍そばを離れないでいてくれる。だからこそ怒りに心を委ゆだねずに〝友とも月づき未由〟であろうとしてくれている。


    　僕も同じ。未由がいなければ空っぽでいることに耐えられないだろう。空っぽを埋めようとして、失くしたものを取り戻そうとして、叶かなわないと分かっていても足あ掻がき続けるだろう。僕自身が──壊れるまで。


    　未由がいるからこそ、未由の望む僕でありたいと願う。僕は壊れないでいられる。


    　一人だと、どちらも崩れてしまう。


    　二人なら、手を繋つないで立っていられる。


    　この場所の名が《方はこ舟ぶね》だということは暗あん喩ゆめいていた。大抵の人間は耳にしたことのあるポピュラーな伝説──ノアの方舟。大洪水に沈む世界からノアの家族と動物の番つがいを救った舟。


    　僕らも緑に沈む街から、救い出された。ノアの家族がウルトさんたちだとすれば、僕と未由は一組の番つがいだろうか。


    　嵐が止やみ、水が引くまで、外に出ることは叶わない。もし出れば、水に呑のまれて溺おぼれ死ぬ。だから僕らは番つがいとして安全な陸地へ辿たどり着くまで舟に乗っているしかない。


    　番でいることは、きっと幸せだ。お互いの存在があれば、どこにいようと関係ないから。


    　未由と繋いだ手は温かい。この手を離すことなど考えられない。


    　未由が誰かに奪われることも、遠くに行くことも、気持ちが僕以外に向くことも──今の僕は許容できないだろう。認められないだろう。


    　だというのに僕は……番つがいになりきれていない。未由と同じ強さで手を握り返すことを躊躇ためらっていた。


    「啓介くん、疲れた?」


    　しばらく黙っていた僕を未由は不安そうに見上げる。


    「いや、まだ歩き始めたばかりだし、全然だ」


    　僕が答えると未み由ゆは安心した顔で「よかった」と呟つぶやいた。


    　幸せな気持ちになる。想われるということは、こんなにも嬉うれしいことなのだと実感する。


    　──これでいいのか?


    　心の奥深くから問いかけてくる自分の声。


    　だけど僕はその声が聞こえなかった振りをして、未由に笑いかけた。


    



    「ん──何か見えたぞ」


    　一時間ほど歩いた頃、景色に変化が現れる。


    　ずっと左側は断だん崖がい、右側はジャングルという代わり栄えのない道を進んできたのだが、しばらく先で密林は途切れていた。


    　木は生はえているが無秩序な森ではない。きちんと等間隔に植えられている。恐らく、果樹園だ。果物が実っていないのは収穫の時期ではないからだろう。木々の間を人形たちが忙せわしなく動き回っていた。


    　邪魔をするのは悪いので遠目に眺めながら先へ進む。次に見えてきたのは畑だった。かなり広い面積に様々な作物が植えられている。もっとも、ぱっと見て何が栽培されているか分かるのはトマトぐらいだったが。


    　この辺りは背の高い植物がないので見通しがよかった。畑の向こう側には小屋がいくつか並んでいる。農具をしまっておく物置か、収穫物を保存しておく倉庫だろう。


    　人形たちはここでも黙々と働いている。僕らがすぐ横を通り過ぎても、意に介さず自分の作業をこなしていた。


    「何だか、不思議な光景……」


    　未由が呟く。


    　確かに不思議だ。


    　特に面白いわけじゃない。ただ、人間でないものが人間のように農作業をしている様子は、現実味をひどく欠いていた。絵本の中にいるような錯覚さえ起こしてしまいそうで、僕は頭を振る。


    　そのとき、ふと小屋の横に動かない人形がいることに気がついた。他の人形が休むことなく働いているので、その姿はある意味目立った。


    「……どうしたんだろうね?」


    　僕の視線を辿たどって人形を見つけた未由も首を傾かしげる。


    「ちょっと近づいてみていいか?」


    「うん」


    　僕は未由の手を引いて、小屋へと向かう。


    　その人形は小屋の壁にもたれかかるようにして座っていた。よく見える位置まで移動すると、他の人形との差異が明確になる。


    　全身に描かれた幾き何か学がく模様が発光していなかった。さらに──右腕がない。


    「この人形って──」


    　未み由ゆが僕を見る。


    「ああ……たぶん僕に右腕をくれた人形だ」


    　僕は掠かすれた声で答え、頷うなずく。


    　まるで死んでいるようだった。右腕を失い、力尽きた様子で小屋に寄りかかる人形に、自分自身の姿が重なる。


    「どうして……スーラさん、直してくれるって言ったのにね」


    　未由は残念そうに言う。


    「たぶんウルトさんが元気になったら、頼むつもりなんだろう」


    　できるだけ冷静に、僕は悪意のない解釈をした。


    　そう、恐らくこの状態では与えられた役割をこなせないので修理を待っているだけだ。


    　僕に右腕を渡したせいで廃棄されたとは考えたくない。


    　でも──。


    　僕は左手で右腕に触れる。


    　これはこいつの腕なのだ。右腕を失い、何もできずに倒れ伏しているのは、本来、僕の方。


    　動かない人形に、忘れかけていた僕の現実を突きつけられる。


    「じゃあ、そのうちきっと修理してもらえるね」


    　俯うつむいた僕を見て、未由が明るい声を出した。


    「そうだな……」


    　頷いたが、胸の奥では別のことを考えていた。


    　僕の右腕は──本当の右腕は、まだ校舎の屋上に転がっているのだろうか。


    　僕の腕は《チュールの右手》……《魔狼フエンリル》を閉じ込める檻おりだった。そして檻を縛しばる鎖くさりが《銀鎖の黒狼ウオルフ＝グレイプニル》……僕の妹、遠とお見み由ゆ衣い。


    　たぶん僕から切り離されても《魔狼フエンリル》が解き放たれなかったのは、まだ由衣という封印が残っていたからだ。


    　由衣は自律型魔術として独立している。だから僕が魔術師でなくなっても存在していられた。けれどその体を具現化し続けるには精神力の供給が必要。だが僕と由衣の間には、もう魔術的な繋つながりはない。


    　やがて、力を使い果たせば──由衣は消える。


    　そんなことは《魔狼フエンリル》を失った時点で、予測できることだった。でも僕はその事実が意識の表面に浮上しないよう、思考を止めていた。


    　ああ、止めていたんだ。それなのに、何で考えてしまったんだ?　《方はこ舟ぶね》がエノクたちに勝利し、僕の右腕を含め、全てが元通りになる。そんな都合のいい未来を信じるしかないのに。どうにもならないことで悩めば、未み由ゆが悲しい顔をしてしまうのに。


    「──行こう、未由」


    　僕は人形に背中を向け、未由の手を引いた。


    　これ以上はまずい。未由が望む僕でいられなくなる。


    「うん」


    　たぶん未由は僕が険けわしい表情をしたことに気付いただろう。でも詮せん索さくすることなく、頷うなずいてくれた。


    　これが未由の優しさ。僕を守ろうとしてくれる優しさ。


    　応えたいと思う。


    　その方法はとても簡単だ。この場で抱き締めればいい。そうすればきっと通じ合える。


    　僕はもう英雄ではない。世界が、偶然が味方をしてくれる魔法使いじゃない。だから恐らく、僕の望む未来は訪れない。失ったものは戻ってこない。そんな予感があった。


    　そして未由さえも、いつ失ってしまうか分からない。


    　スーラは未由を明らかに煽あおっていた。戦いへの参加はどちらでもいいと言いながら、連れん大だいを餌えさにしているように見えた。未由が残ることを決めた以上、この先何か仕掛けてくる可能性はある。


    　弱い僕が容赦のない世界に抗あらがうためには、他のもの全てを擲なげうっても全力で未由を繋つなぎとめるしかない。


    　小屋からある程度離れたところで僕は立ち止まる。


    「どうしたの?」


    　未由がきょとんと見上げてきた。


    「未由、僕は──」


    　言葉に覚悟を乗せて、未由を腕の中へ引き寄せようとする。だが……。


    



    　──それで、いいのか?


    



    「っ!?」


    　声が、聞こえた。一瞬、僕がずっと胸の奥で繰り返している自問かと思ったが、違う。心に直接響いたのは、僕のものではない声だった。揶や揄ゆするような男の声だ。


    　反射的に僕は小屋の方を振り向いた。右腕を失くした動かない人形を。


    　その体に描かれた幾き何か学がく模様が、わずかに発光しているように見えたが、すぐに消えてしまう。


    「啓けい介すけくん?」


    　未み由ゆが首を傾かしげて僕を呼ぶ。さっきの声を未由は聞かなかったようだ。


    　途端に気のせいだったように思えてきて僕は「何でもない」と答えた。


    　しばらく見ていても人形の幾き何か学がく模様は光らなかったし、話しかけてもこない。


    　未由に説明すれば、僕の迷いを知られることにもなるだろう。声のことは黙っていることにして、僕は畑を後にする。しかし、いつまでもあの声は耳から離れなかった。


    　──それで、いいのか?


    　頭の中で繰り返すたび、どこかで聞いたことのある声に思えてくる。


    　だが誰の声なのかは思い出せず、イライラしながら僕は口の中で小さく毒づく。隣を歩く未由には聞こえないように。


    「……いいんだよ」


    　それはまるで負け惜しみ。僕は悔くやしくて、動くようになった右腕をぐっと握り締めた。


    



    
      ３

    


    



    　島一周の散歩は三時間ほどで終了した。畑を過ぎてからは休み休み歩いていたのだが、人形が昼食に呼びに来る前に城へ帰ることができた。どうやら目測よりも小さな島だったらしい。


    　人形を見てから言葉が少なくなった僕を未由は心配していたが、直接訊たずねてくることはなく、ただずっと傍そばにいてくれた。


    　食事のときも、風呂のときも、隣を見ると未由がいて、目が合うと微ほほ笑えんでくれた。


    　風呂上がりは部屋のカーテンを閉め、ベッドに並んで腰掛けて眠くなるまで喋しやべる。


    　黙っている時間も長かったが、それを息苦しく感じることはなかった。


    　当然のように重ねていた手を解ほどくことが就しゆう寝しんの合図。そのときだけ未由は少し寂しそうな顔をする。そのたびに僕は未由が求めていることを感じ取る。僕自身も同じものを欲していると思い知る。でも、分かっていても僕は告げてしまう。「おやすみ」と。


    　未由も「おやすみ」と応えて、自分のベッドに移動する。


    　ベッド同士の距離は一メートル半ほど。手を伸ばしてもギリギリ届かない距離。


    　そんな空くう隙げきを挟んで、僕と未由は眠りに就つく。


    　たぶん僕はどうしようもなく愚かなことをしているのだろう。寝転がって天井を見上げながら、いつもそう思う。


    　隣から寝息が聞こえてきた頃、僕は体を起こした。単にトイレへ行きたくなっただけ。


    　僕は未由を起こさないよう、静かに扉を開けて部屋を出る。


    　薄暗い廊下は一人だと天井がやけに高く感じられた。トイレは一階だ。便座もない、ただ穴が開いているだけの簡素な便所。人形にトイレはないかと訊ね、初めて案内されたときは本当に合っているのかと疑った。


    　階段を下りていく。こうして一人きりで城の中を歩くのは久しぶりだった。普段トイレに行くときも未み由ゆはついてくる。もちろん中までは入らないが、外で待っていてくれる。


    　未由は僕を一人にしないという言葉を遵じゆん守しゆしていた。


    　本当は今も、未由を起こすべきだったのかもしれない。眠りを邪魔するのが悪い──それはもっともらしい理由だろう。


    　でも、一階へ下りた後──僕の足は広間正面の扉へ向かっていた。トイレは左側の廊下に入ってすぐの場所だ。僕が進んでいるのは見当違いの方向。


    　自分への言い訳だったのだと気付く。


    　僕はここへ来たかった。未由に悟られぬように。


    　後ろ暗い気持ちはあった。でもこれは必要なことだった。迷い続ける自分の心を定めるために。


    　──それで、いいのか?


    　頭の中で鳴り止やまない声を、振り払いたい。繰り返される声に、覚悟を持って答えたい。


    　未由に応えられないことが嫌だった。けれど、未由以外の全てを諦あきらめることも──できないでいた。


    『もう、アリッサさんの真ま似ねはしなくていいんだよ』


    　未由の言葉を思い出す。だけど僕がこれまで選んできた道を指し示してくれたのは、いつもあいつだった。だから──。


    　両開きの扉を押し開く。


    　この先にある場所を僕は知っている。かつて《天使王ミトロン》の中へと入ったときに、アリッサの幻影を追いかけて辿たどり着いた。


    　扉の向こう、僕が目指すのは──アリッサの部屋だ。


    



    　正面の扉から続く廊下にはいくつもの分かれ道があったが、僕は真っ直すぐ進んでいく。


    　しばらくすると少し広めの空間に出た。部屋の四隅には浴場で見たのと同じ竜の石像が置かれており、中央には装飾の施ほどこされた螺ら旋せん階段が上階へとのびていた。


    　道順を完全に覚えているわけではない。ただ、城に入って直進し、そこから螺旋階段を上った記憶はある。


    　恐らくこの場所が城の中心だろう。螺旋階段は城の中央に聳そびえていた尖せん塔とうに繋つながっているのかもしれない。


    　何となく緊張しながら、僕は螺旋階段を上り始めた。螺旋を二周分上ると行く手が明るくなる。さらに進むと半円形のフロアに出た。弧を描く壁面には窓があり、さらに上へ続く階段も見える。円の直径にあたる壁には扉が二つ。たぶん扇形の部屋があるのだろう。


    　この階だったか?


    　もう少し上だった気もしたが、とりえあえず中を確かめてみる。


    　そこは書斎か、それとも書庫か。床から天井まで、本が壁面を占拠していた。本棚から溢あふれた書籍も山のように積みあがっている。


    　埃ほこりっぽい空気が鼻び腔こうに侵入し、くしゃみが出そうになった。掃そう除じのされていない部屋もあるのだと僕は少し驚く。まあこの有様では中に入ることもできないだろう。


    　もう片方の部屋は机や椅い子すがごちゃごちゃと置かれた物置だった。この階ではないらしい。それとも見当違いの場所を捜しているのか……。よく考えればアリッサがずっと同じ部屋を使っていたとも限らない。


    　次第に自信を失くしながら上階へ移動する。そのフロアも先ほどと同じ構造。だが扉は一つしかなかった。つまりそれだけ一部屋が大きいということ。


    「あ……」


    　予感を覚えた。知っている気がした。


    　確信には至らなかったが、僕は思い切ってドアを開く。


    　広く、整頓された部屋だ。内装は豪ごう奢しやで、海が望めるテラスに、天てん蓋がいつきのベッドまである。


    　──ここだ。本当に……あった。


    　僕はあのベッドで泣いている幼いアリッサの姿を覚えていた。しかしベッドがなくても分かっただろう。この部屋にはアリッサの香りが残っていたから。


    《方はこ舟ぶね》の中では時間があまり過ぎていないからかもしれない。アリッサが暮らしていた気配を僕は感じ取ることができた。


    　ここにも掃除の手は入っていないようだ。本が数冊載った机にはうっすらと埃が積もっている。少し乱れたベッドのシーツは、もしかしたらアリッサが《方舟》を飛び出した日のままかもしれない。


    　気がつくと瞼まぶたが熱くて、頬ほおが冷たい。手で顔を触ると、濡ぬれていた。


    「──くそっ!!」


    　僕は拳こぶしを固めて叫ぶ。


    　抑えきれない感情が込み上げてきた。その感情に名前をつけることは容た易やすい。


    　これは、悔しさだ。


    「くそっ……くそっ……くそおぉぉぉっ!!」


    　諦あきらめられるわけがなかった。


    　助け出す手段も、取り戻す方法もない。それでも忘れることだけはできない。


    　アリッサを奪われたことが悔しかった。未み由ゆの望む僕でいられないことが悔しかった。


    　なんて僕は愚かな人間なんだと罵ば倒とうする。


    　無理なものは無理と諦あきらめ、できることだけを為なせばいいのに。今、傍そばにいてくれる未み由ゆだけを全ぜん身しん全ぜん霊れいで守り通すべきなのに。未由だけは絶対に失いたくないのに。


    　心が──〝僕〟という存在がそれを許さない。


    　どうしようもない〝飢え〟が僕を突き動かす。失くしたものを、足りないものを、全て取り戻せと。


    　覚悟を決めるために赴いたアリッサの部屋。


    　だが僕はそこで〝自分の形〟を知ってしまった──。


    



    　アリッサ、由ゆ衣い、陽ひ名なちゃん、ツグミ、冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じま……今、僕の近くにいない大事な人たち。皆に会いたい。危険な状況にいるなら助け出したい。何かの力になりたい。


    　この手から零こぼれ落ちた、たくさんの繋つながり。彼らとは、もしかしたら二度と言葉を交わせないかもしれない。


    　──嫌だ、嫌だ、嫌だ!


    　荒れ狂い、溢あふれ出しそうな衝動を必死で抑えながら僕は歩く。未由が眠る部屋に向けて、早足で。


    　嫌だ……未由を悲しませるのは、嫌だ!!


    　この〝飢え〟こそが、僕自身であることは理解していた。何も失いたくなくて、失うことを許容できなくて──全てのモノを繋ぎとめようと欲する愚か者。それが、僕。


    　だから、すぐにでも皆を助けに行きたい。たとえそれが不可能でも、全身全霊で足あ掻がきたい。けれど、それを望んでいない人がいる。僕はその想いを裏切りたくなった。


    　今、かろうじて踏み止とどまれているのは──未由の存在があったから。


    　未由なら僕を引き止めてくれる気がした。未由の寝顔を見れば、僕はまた〝自分の形〟を忘れることができると思えた。


    　未由、未由、未由──!


    　求めて、急ぐ。暗い階段を、駆け足で上る。


    　しかし僕らの部屋がある階に辿たどり着いたとき、声が聞こえた。反射的に足音を殺す。


    　未由が、起きたのか?


    　ならば一人で部屋を出た言い訳が必要だ。それを考え始める僕だったが、聞こえてくるのが〝会話〟だということに気付いた。


    　暗い静かな廊下には音がよく響く。部屋に近づいていくと、すぐに言葉が聞き取れるようになった。


    「──どうして、啓けい介すけくんがいないの?　どうして……スーラさんが、ここにいるの?」


    　未由の声。


    　スーラだって?　また未み由ゆを煽あおるために現れたのか?


    　ならば会話を邪魔するべきだろう。僕は扉に手をかける。


    「彼は、あなたに気付かれないよう部屋を出ていっただけだよ。何か、捜し物があるんじゃないかな?」


    　だが扉の向こうから響いたスーラの声に、僕は息を呑のんだ。動けなく──なった。


    「捜し……物?」


    「それが何なのかスーラは知らないけど、あなたには察しがつくんじゃない?」


    「…………」


    　未由が沈黙する。すぐにでも「違う」と叫びたかった。でも、〝何も違わない〟。だから扉を開けることができない。


    「まあ、仕方ないよ。そろそろ限界だったもんね。彼の意思を縛しばっておくのは」


    　続くスーラの言葉は、理解できないものだった。


    「何……言ってるんですか?」


    　未由も困惑した声で問い返す。


    「あれ?　もしかして無意識だったのかな。あ、だから継続して血を飲ませなかったんだ」


    「血って……どうして、そんな必要が──」


    「だって血を飲ませ続けなきゃ、〝支配〟は解けちゃうから。あなたはこの三日間、彼を支配していたんだよ?」


    　な……!


    　思わず声を上げてしまいそうになる。


    　僕が未由に〝支配〟されていた?　そんな馬鹿な……。確かに一度、未由が無意識に僕を支配しようとしたときはあったが、もうやらないと約束してくれたのだ。それに僕自身、支配された覚えなどない。


    「私、啓けい介すけくんを〝支配〟なんかしてない!」


    　未由も同じようだった。だがスーラは冷静な声で言う。


    「でも、この三日──彼は、あなたの望む彼だったでしょ?　あなたの傍そばから一度も離れず、あなただけを見つめていた」


    「それ、は……」


    「スーラは別に責めているわけじゃないの。深層意識は自分で制御できるものじゃないからね」


    「私……本当に?　ううん……ち、違う……〝支配〟なんて、私は絶対……」


    「なら、どうして今日、彼は一人で部屋を出る気になったの?」


    「…………」


    　未由は、答えない。


    「〝支配〟が弱まっていたからじゃないのかな?」


    　その問いは、僕にも深く突き刺さった。


    　アリッサや由ゆ衣いのことを考えるようになったのは、今日からだった。昨日や一昨日は、本当に思い出さなかった。まるで夢の中にいるかのように──。


    　自分の内側で、何かが崩れる音がした。


    　僕は未み由ゆと支え合っていたんじゃなかったのか?　未由の望む僕でありたいという気持ちは、偽にせ物ものなのか?　〝支配〟されたからなのか?


    　自分自身の在あり方と天てん秤びんにかけ、釣つり合ってしまうほど大きな未由への想いは──愛いとしく思う気持ちは作られたものなのか?


    　……違う、それだけは違う。血を飲む前から未由のことは大切だった。


    　でも、その感情がどのぐらいの大きさだったのか分からない。未由の真っ直すぐな想いに惹ひかれて育ったのか、それとも〝支配〟され──暗示にかけられたのか。


    　いや、この想いは本物だ。でも、だけど──。


    「あ、あぁ……」


    　心が揺らぐ。生じたのはわずかな綻ほころび。信頼に比すれば一割にも満たない小さな疑念。


    　しかし、それで均きん衡こうは崩されてしまった。


    　僕の中に押し込めていた〝飢え〟が噴出する。


    　──失くしたものを、取り戻せ。


    　心が、囁ささやく。自分の心が。


    　──あんなにも確かだと思えた未由への想いも、こんなに脆もろく、本当か嘘うそかも分からないものだった。ならば何が信じられる?　何で満たされる?　今、近くにあるものも、次の瞬間には遠ざかっているかもしれない。


    　だから、取り戻し続けろ。自分が空っぽになる前に、失くしたものを追いかけろ。


    　暗い海に消えた妹、奪われた板切れ、救えなかった歌姫──。そんなふうに、僕は失くし続けるんだ。立ち止まっている暇ひまなど、一秒だってありはしない!


    　僕は扉に背を向けて、走り出す。たぶん足音は部屋の中に聞こえてしまっただろう。でも、そんなことはどうでもよかった。


    　無理やりに抑えていた〝飢え〟は際限なく溢あふれてくる。


    　何か、守りたいものがあったはずだった。


    　でもそれが何だったのか、いつの間にか分からなくなっていた。


    



    「はっ、はっ、はっ──」


    　白い砂の上を駆ける。抑えが効かなかった。手の中から零こぼれ落ちたものを一つでも取り戻したくて、僕はジャングルに分け入る細い道を走っていた。


    　行く手に白いドームが見えてくる。そうだ、遠ざかった大切なものが一つ、その場所にある。あれは《箱庭ガーデン》。由ゆ衣いがいる場所。


    　アリッサたちのいる美み傘かさ市に僕の声は届かない。でも、由衣になら聞こえるかもしれない。たとえ聞こえなくても、この中にいるのは確かなのだ。


    　だから、その壁に走ってきた勢いのまま両手を叩たたきつける。


    「由衣っ!!」


    　僕は喉のどが焼け付くほどの大声で叫んだ。


    「頼む、出てきてくれ!　もう一度話をさせてくれ!」


    　壁を何度も叩く。だが音はしない。空気を殴なぐりつけているようだった。


    「由衣は何をしようとしてるんだ!　どうして僕に全部説明しなかった!　僕が止めると思ったからか?　もし無茶なことをしようとしているのなら、僕は認めない!　由衣を二度も失うなんてことは、絶対に嫌だ!!」


    　溜ため込んだ思いを吐き出す。


    　そう、僕は由衣が一人で何かをしようとしていることを、決して許容していなかった。


    　由衣に「後は任せて」と言われても、納得なんてできない。僕はずっとこうしたかったのだ。


    「由衣、聞こえてたら返事をしてくれ!　頼む、由衣っ!!」


    　何を叫んだところで、この声が届いていないのだとしたら何も変わらない。そしてこれ以上の力を僕は持っていない。由衣に会いに行くことも、できやしない。


    　たぶん、由衣に聞こえてなどいないのだろう。


    　声が掠かすれ始めて、僕は認める。僕がやっているのは無駄な足あ掻がき。これは駄だ々だと同じだ。


    　けれど、止めることはできなかった。


    　声が枯れるまで──声が枯れても同じことを訴え続けた。


    　この行動がどういう結果を招くかなど考えず……ずっと、ずっと──。


    



    「……啓けい介すけくんにとって、一番大事なのはそうすることなんだね」


    



    　声は掠れ、壁を叩き続けた腕には血が滲にじみ、全身は汗だく。


    　肩で息をする僕の背後から、声が響いた。


    　忘れていたことを、思い出す。僕がこうすることで悲しむ人がいたことを。


    　鈍い速度で、振り返る。


    　制服姿の未み由ゆが立っていた。とても悲しそうな顔をして。


    「違う……」


    　反射的に否定の言葉を口にする。


    「スーラさんとの話、聞いてたんだよね?　私、やっぱり啓けい介すけくんを〝支配〟していたのかな……。啓介くんの本当の想いを封じ込めて、私のいいように操っていたのかな?」


    　未み由ゆは泣きそうな顔で、無理やり微ほほ笑えむ。


    「違う……」


    　僕は首を横に振るが、未由は悔かい恨こんの表情で首を振る。


    「ごめんね、ごめん……」


    「未由、違うっ!　謝るのは……悪いのは、僕だ」


    　絶対に未由は悪くない。仮に〝支配〟されていたというのが本当でも、それは僕が平穏に過ごせるよう未由が望んだから。こんなどうにもならない願いを捨てられない僕が、愚かなのだ。


    「ううん、悪いのは──卑ひ怯きようなのは私。予想できるはずのことだったのに、考えないようにしてた……」


    　そう呟つぶやくと、未由は僕の横を通り過ぎて《箱庭ガーデン》の壁に触れる。すると僕が何度叩たたいてもひびさえ入らなかった白い壁面に、楕だ円えん形けいの穴が開く。


    「な──」


    「私、由ゆ衣いちゃんに呼びかけている啓介くんを、離れたところからしばらく見てた……そのときにスーラさんに頼んだの。私も──戦わせてくださいって」


    「どう、して?」


    　やはり連れん大だいへの復ふく讐しゆう心しんを抑えられなくなったのか?　僕がこんなだから……。


    「これしか……償つぐなう方法が思い浮かばないから」


    　だが未由の返答は予想していたものとは違った。目の端から零こぼれた涙を手の甲で拭ぬぐって、未由は続ける。


    「私が、啓介くんの願いを叶かなえるよ。復讐のためじゃなくて、皆を助けるために戦ってくる。由衣ちゃんのことも、任せて」


    「そん、な──無理だ!　未由は戦っちゃダメなんだ!　僕は未由の怒りを知ってる。連大と会ったら、きっと……」


    「大丈夫、私は絶対に自分を見失わない」


    「それができたとしても──今の連大に敵かなわないのは分かってるだろ?」


    「うん……だから、何とか上う手まくやってみるね」


    　そう言うと、未由は穴の中に足を踏み入れようとする。


    「未由っ!」


    　僕は未由を引きとめようと手を伸ばす。


    「──私は、こうするしかないの!」


    　だが鋭い叫びに拒絶され、僕は未由に触れることができなかった。


    「何で……だ?」


    　問い返すと、未み由ゆは自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべた。


    「私で啓けい介すけくんの心を満たせる?　私に〝支配〟されずに、皆を取り戻そうとすることを諦あきらめられる?　それができるなら、私は啓介くんに全部あげるよ。私の持つもの──全部」


    　そう言って未由は手を差し出した。左手を。


    「あ……」


    　その白く綺き麗れいな手を前にして、僕は動けなくなる。


    　未由は僕の左手を求めている。義手ではない、僕自身の手のひらを。


    　未由で足りないわけがない。この手を取れば、僕は満たされる。


    　そのぐらい僕は未由のことを求めていた。これは〝支配〟されたから生まれた気持ちじゃない。僕の中にずっと、ずっと前からあったもの。


    　でも満たされるからこそ、掴つかめなかった。もう手の届かない場所にあるとしても、失われたものを何一つ諦めることはできなかったから。


    　心の欠けた部分は隙すき間まにならない。空くう隙げきは質量を持って、他のもので満たされることを拒み続ける。僕の〝飢え〟が体を縛しばった。


    「ね?　やっぱり私じゃ無理なの。私は啓介くんの傍そばにいても、力になれない。だから啓介くんの願いを叶かなえてあげることが、私にできる唯ゆい一いつのこと」


    　未由が手を下ろそうとする。
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    「ちがっ──」


    　その瞬間、僕は縛ばく鎖さを断ち切って腕を伸ばした。


    　未み由ゆを失う。それが分かったから。


    　取り戻せないものに執着して、またさらに他のものを失くしてしまう。そんなのはあまりに愚かすぎる。


    　でも──。


    「……もう、いいから」


    　辛つらそうな表情で未由は言う。


    　──僕の手は、届いていなかった。


    　未由の手に触れる直前で止まっていた。


    　僕はどうしようもないほど──破は綻たんしていた。


    　手を下ろした未由は、闇やみが満ちる穴の中に右足を浸した。


    　行くな、と言えるはずがなかった。でもアリッサや由ゆ衣い、冬ふゆ上がみたちを忘れられないのと同じように、僕は未由のことも諦あきらめられない。


    「行……くな」


    　言えないはずの台詞せりふを口にする。言う資格のない言葉を未由にぶつける。


    　たった今、未由の手を掴つかまなかったのは僕なのに。なんて、矛む盾じゆん。


    「──ありがとう、啓けい介すけくん」


    　未由は顔だけをこちらに向けて微ほほ笑えんだ。瞳ひとみは悲しげな色を湛たたえていたが、表情には覚悟が漂っていた。


    　未由はさらに歩ほを進めた。未由の体が半分も闇に呑のまれ、見えなくなる。


    「私、がんばるね」


    　最後に見せた笑顔は、言葉が出なくなるほど綺き麗れいなものだった。


    　真っ黒な穴の中に未由の姿は消え、僕が手を伸ばした瞬間、白い壁に覆おおわれた。


    「あ……ああ……あああぁぁぁぁぁぁああぁあぁあっ!!」


    　未由との距離を断絶した壁に、思いっきり左ひだり拳こぶしを叩たたきつけた。


    　腕全体に痺しびれるような痛みが走ったが、壁はわずかも揺らがない。


    　こんなことをしても全く意味はない。


    　間違ったのは自分自身で、現在を選び取ったのは僕だった。


    　何もかもを失くした心が吠ほえる。飢えた咆ほう哮こうを轟とどろかせる。


    　それもたぶん、僕の声。


    　獣のような叫びを上げながら、僕は白い壁を力尽きるまで殴なぐり続けた──。
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    　気がつくと、視界は空に占領されていた。


    　仰向けに倒れているのだと、背中に当たる熱い砂が教えてくれた。


    　全身が重くて、起き上がれそうにない。もしまだ動けるのなら、僕は拳こぶしを振るうのを止やめなかっただろう。口の中はカラカラで、血の味がした。


    　左手に痛みがないことを不思議に思う。


    　僕は壊れていく自分の左腕を見ていた。拳が血まみれになり、白い骨が覗のぞき、指がおかしな方向に曲がり、手首から先が動かなくなり、腕にも嫌な音が走った。


    　そんな状態なのに、痛みを感じない。単に痛覚が麻ま痺ひしているだけだろうか。


    　だが感覚は繋つながっている。腕を持ち上げることは無理だが、指先を動かすことはできた。


    　僕は目だけを動かして左腕を見る。そこには傷一つない腕があった。


    　一瞬、間違えて右を向いたのかと思う。


    　僕は右腕で壁を殴なぐりつけることはしなかった。いくら自分のものに思えても、これは人形の腕だから。僕が壊していいものではないから。激情に駆られても、右腕だけは振るわなかった。


    　でも今、僕は確かに左手を見ている。完全に壊れたはずだった。壊れた痛みで、僕はたぶん気を失ったのだ。


    「──怪け我がは、スーラが癒いやしたよ」


    　声が響いた。驚いて上を向くと宙に浮かぶ半透明の少女が僕を見下ろしていた。黒い髪を空に泳がせ、金色の瞳ひとみには責めるような色を浮かべている。


    　アリッサによく似た顔立ちだが、少女自身が名乗ったとおりアリッサではない。アリッサの叔お母ばで、ウルトさんの妹──スーラ＝クラノ＝ストーリング＝ミルキーウェイだ。


    「放っておいたら死んじゃいそうだったよ?　スーラが力を使えるぐらいに回復していたからよかったけど……こんな無茶、しないでほしいな。左腕まで義手にしたいの?」


    「…………」


    　僕は口を開くが、すぐには声が出なかった。


    　もし喋しやべれていたら恨み言を口にしていただろう。


    　スーラが、僕と未み由ゆの平穏な日々を壊したのだ。思えばあのとき、スーラは僕が部屋の外にいることを知っていたに違いない。


    　僕と未由の間にあった欺ぎ瞞まんを暴くことで、未由を僕から引き離そうとしたのだろう。憎らしいことにその企たくらみは成じよう就じゆした。


    　だが──決定的な引き金を引いたのは僕だ。


    　スーラに抱いた怒りは、すぐに自分自身へと向いた。


    　治療なんていらなかった。壊れるまで足あ掻がくしかないのなら、壊れてしまえばよかった。癒されても、また同じことをするしかないのだから。


    　未み由ゆを悲しませた自分など、壊れたままでよかった。


    「何?」


    　聞き返してくるスーラ。


    「……手間をかけさせて、悪い」


    　今度は、声が出た。自分のものとは思えないほど、枯れた声だった。文句は言わなかった。恨み言を向けるべきはスーラではない。僕自身だ。


    「お礼はいいよ。それより、もう同じことはしないでね」


    　だがその言葉には頷うなずけない。


    「……こうするしか、ないんだ──僕は」


    「何言ってるの?　スーラにはよく分からないよ」


    「ああ、そうだな……言ってることも、やってることも意味不明だな。僕は全然、合理的じゃない」


    「あなたは頭を冷やした方がいいね」


    「──冷えてどうにかなる頭ならいいけどな。そんなことより一つ聞きたい。スーラは未由をどうする気だ?」


    　たとえ未由を呼び戻す手段がなくとも、確かめずにはいられなかった。小細工をしてまでスーラが未由を引き入れたからには、何かあるはずだ。


    「どうするって……一緒に戦ってもらうだけだよ」


    「それだけじゃないはずだ。スーラは連れん大だいのことを持ち出して未由を煽あおっていた。さっきは未由が〝支配〟の力を使っていることを指摘して、揺さぶった。そうまでして未由が欲しい理由があるんだろう?」


    　ぐっと目に力を入れてスーラを見つめる。するとスーラは溜ため息いきを吐ついた。


    「──そうだね、少し強引な手段を使ったのは認めるよ。スーラは戦力が欲しかったんだ。方はこ舟ぶね本来の計画では彼女に役割はないけど、そこから逸いつ脱だつしようすれば駒こまはいくらでも欲しいから」


    「計画を逸脱……?　お前、何を企たくらんでるんだ?」


    　未由のことを駒呼ばわりされて、僕は荒い口調で問い詰める。


    「企むなんて、ひどいな。むしろスーラはあなたたちの望みに沿うことをしているよ?　前にスーラたちは、街ごと滅ぼす以外の方法を模索しているって言ったよね?　あれは冗談でも何でもないんだけどな」


    「な……」


    　その言葉で僕は思い知る。《方舟》にとっての〝当然〟は美み傘かさ市を滅ぼすことなのだと。


    「だからユイちゃんは──スーラに協力してくれたんだよ。事情を詳しく話せば、ミユさんも必ず力を貸してくれる。本当はここまであなたに話す気はなかったんだけど、これで少しは安心したでしょう?　あなたが望む未来への道筋は既にあるの。だから、ここで大人しく待っていてくれないかな?」


    　恐らくスーラはずいぶんと譲歩してくれたのだろう。僕に無茶をさせないために。


    　今の話が本当ならば、僕はここでスーラたちの試みが成功するのを祈っているべきだ。無む駄だに自分を傷つけても、由ゆ衣いや未み由ゆを悲しませるだけ。


    　分かっている。痛いほど、よく分かっている。でも──。


    「…………そんなことすらできないほど、僕は弱いんだ」


    　それが可能なら、僕は未由を裏切ることはなかった。自分の手で届かないものさえも望まずにはいられなかったから、未由をあんなにも……悲しませた。


    　スーラは険しい顔で僕を睨にらむ。


    「弱い?　それは──違うと思うな」


    「……え?」


    「スーラはとても当たり前のことを言ってるんだよ。でも、あなたはそれを理解しながらも、従えないんだよね?」


    「ああ……」


    「なら──あなたは、心が強すぎるんだよ。形を変えることができないほど、固くて完成している。まるで……人間じゃないみたい。スーラはあなたが怖こわいよ。どうしてもっと弱くなれないの?」


    　強こわ張ばったスーラの表情。そこに怯おびえが混じっていることに初めて気付く。


    「……そっか、弱ければ……よかったんだな」


    　言われて僕も理解した。


    　弱ければ、スーラや由衣に後を任せることができた。弱ければ、〝支配〟なんてされなくても未由と支え合うことができた。


    　弱いことは悪じゃない。むしろ普通のことなのだ。強いということが異常なのだ。


    　尖とがった固い心は、相手を傷つけるだけ。そんなのは正しい強さじゃない、暴力だ。


    「スーラはユイちゃんと約束をしてるんだよ。あなたのことをよろしくって。正直、〝支配〟について指摘しただけで、あなたがこんな状態になるなんて思ってなかった。だから困ってるの。これ以上無茶をして命を危険に晒さらすのは止やめてほしいな」


    「だったら……僕を《箱庭ガーデン》に入れてくれ。由衣と未由にもう一度話をさせてくれ」


    「それは無理だよ。取引をするつもりなら勘違いしないでね。どうしてもあなたが愚行を止やめないなら、人形たちにあなたを見張らせて、必要があれば拘こう束そくすればいいだけ」


    「戦いに……美み傘かさ市へ一緒に連れていってもらうこともできないか?」


    「うん、あなたは足あし手で纏まといでしかないから」


    　容赦なくスーラは切って捨てる。


    「……だったら、だったらせめて一言、由ゆ衣いと未み由ゆに言こと伝づてを頼みたい。それぐらいなら、いいだろ?」


    　スーラの瞳ひとみが迷うように揺れた。


    「叶かなえてあげたら、無茶はしない?」


    「……ああ、由衣と未由の返事を聞くまでは大人しくする」


    　僕の言葉にスーラは渋い顔をした。だが一ひと先まず僕を落ち着かせることを選んだのか、「わかったよ」と頷うなずいてくれる。


    「でも二人が返事をするかどうか、保証はできないよ?」


    「……返事がないのも、答えの一つだよ。それを僕に伝えてくれ」


    　しばしスーラは考え込んだが、躊躇ためらいがちに首しゆ肯こうした。


    「いいよ。じゃあ、何て伝えるの?　あ、でも気をつけてね。二人の戦う覚悟を乱すようなことを伝えれば、致命的な事態を招きかねないよ?　迷いは──死を招くから」


    　最後に釘を刺すスーラ。あくまでスーラは己の目的のために動いているということだろう。それが何なのかはっきりと分からないが……。


    　考える。スーラにとって都合の悪い言葉は、伝えてもらえないことも有り得る。


    　これはもしかしたら、二人に向ける最後の言葉になるかもしれない。世界はもう、僕が望むとおりには動かないから。最悪の結末なんてものが、いとも容た易やすく目の前に転がってくるだろうから。手放すというのは、そういうことだから。


    　だから、絶対に届く言葉を考えた。


    「未由には──足りなくなんかない……って」


    「うん」


    「由衣には──冬の星空を一緒に見ようって……伝えてくれ」


    　まるで遺言のようだなと思った。死地に赴おもむくのは僕ではなく未由たちの方なのに。


    「うん、覚えたよ。二人にはそのまま伝えるね」


    「頼む」


    　僕が頭を下げると、スーラは真ま面じ目めな顔で頷いた。どうやら無害な言伝だと判断してくれたようだ。


    　たぶんスーラには言伝の内容はよく分からなかっただろう。でも二人には伝わるはずだ。


    　未由にはきちんと返せなかった言葉を。


    　由衣には学園祭のプラネタリウムで交わした約束を。


    　この言葉が届いたところで、たぶん状況は何も変わらない。


    　でも──結末は、もしかしたら変わるかもしれない。


    　せめて、そう期待したかった。


    



    　僕の言こと伝づてを受け取ったスーラはすぐに姿を消した。起き上がる体力も気力も残っていなかった僕は、熱い砂の上で青い空を眺める。強い日差しがじりじりと肌を焼いた。喉のどがひどく渇く。このまま倒れていることに命の危険を感じたが、移動できそうにもない。


    　だがしばらくすると、ザッザッと足音が近づいてきた。


    　人形だ。


    　何をするつもりかと見上げていると、人形は丁てい寧ねいに僕を担ぎ上げた。


    　そのまま運ばれたのは、僕と未み由ゆが寝泊まりしていた部屋。


    　人形は僕をベッドに寝かせると、ガツンガツンと足音を響かせて部屋を出ていった。スーラが僕の回収を命じたのだろう。助かったが、水までは用意してくれなかったようだ。食事時まで我慢するしかない。


    　部屋はひどく静かだった。未由がいないから。


    　いつも騒がしくしていたわけではない。長い時間、黙ったままのときもあった。でもそこにいるだけで音はする。衣きぬ擦ずれの音は離れていても聞こえていたし、寄り添えば心音も感じることができた。そこには孤独を感じずにいられるだけの、十分な音があった。


    　今ここには一人分の鼓動しかない。


    「…………っ」


    　眠ることができないまま時間が過ぎる。


    　やがて再び足音が聞こえ、人形が食事を持って現れた。


    　まだ僕が動けないと判断されたのだろう。起き上がれる程度に体力は回復していたが、食堂まで移動せずに済むのはありがたかった。


    　人形は食事中もベッドの脇に立っており、僕が食べ終わると空いた食器を片付けて部屋を出ていった。僕はまたベッドに横たわり、眠れないまま時間を潰つぶす。


    　それが三回繰り返され、一日が過ぎ去ったことを僕は知る。もう少し経てば、人形が風呂の用意ができたと知らせに来るだろう。


    　浴場まで担がれていくのは勘弁してほしかったので、僕は体を起こすとベッドから降りる。


    　一睡もできなかったが、体力だけは戻っていた。スーラはまだだろうか。


    　すぐに返事を持って現れないのは、《箱庭ガーデン》との時差が関係しているのかもしれない。


    　もしくは僕が返事を聞くまでは大人しくしていると言ったので、あえて時間をかけている可能性もある。何にせよ、待つしかない。


    　ただ、待つにしてもこの部屋にはいたくなかった。あまりに──広すぎる。ずっと二人で過ごしてきた場所だからこそ、ひどく孤独を感じる。


    　眠れなかったのは、たぶんそれが原因。


    　どこか適当な部屋に寝場所を移そうと、僕は定まらない足取りで廊下へ出た。城には数えるのも馬鹿らしくなるほど多くの部屋がある。ベッドがあれば事足りるが、できれば窓のない部屋がよかった。


    　階段を下り、気の向くままに扉を開けて見て回る。


    　驚いたのは、案外鍵のかかった部屋が多いことだった。客室らしき掃そう除じの行き届いた部屋も見つけたが、何となくピンと来なかったので保留にした。


    　そんなふうに城を彷徨さまよっていると、いつの間にか螺ら旋せん階段の前まで来ていた。広間を通った覚えはないので、別の経路で辿たどり着いてしまったのだろう。


    　この上にあるのは掃除のされていない書庫と物置、それにアリッサの部屋。新たな寝所の選択肢には入るはずのない場所。


    　けれど僕の足は気がつくと螺旋のステップを踏み締めていた。


    　何をやっているんだろうと思ったが、そのままアリッサの部屋の前まで来てしまう。


    　扉を開けることはできなかった。開ければまた感情の奔ほん流りゆうに押し流されるだろうから。


    　僕は扉に背中を預けて座り込む。半円形のフロアには窓が四つあり、明るく風通しがいい。僕が座っている場所は日陰にもなっていて、ちょうど過ごしやすい温度だった。


    　ずっとベッドに転がっていても訪れなかった眠気がやってくる。


    　僕は前髪を撫なでる風を感じながら目を閉じた。


    　背中の向こうは空っぽの部屋。でも何となくアリッサの気配が残っている気がして、僕は口を開いていた。


    「なあアリッサ……僕にできることは、本当にもうないのかな」


    　返事などないことは分かっていたが、僕は言葉を続ける。


    「取り戻したいんだよ……何もかも、一つ残らず。そんな力もないのにさ。だから結局、由ゆ衣いと未み由ゆに背負わせることになった。分不相応なことを望んだから、払いきれないツケを未由に肩代わりさせた。こんなの……嫌なんだよ。どんな代償を払ってもいいから、自分で……背負いたいんだよ」


    　僕は左手を握り締める。アリッサとの繋つながりは感じられなくても、この腕にはアリッサとの絆きずなが残っている。


    　最初の、最初。お互いが危機から逃れるため、交わした契約。協力の約束。


    「でも……僕の中には価値のあるものなんてないから、代償を払うこともできないんだ。エノクは僕を英雄だと言った。それはまるで僕一人がズルをしてるんだって指摘されたみたいで……嫌な気持ちになった。だけど今はたとえズルをしてもいい……願いを叶かなえる力が欲しいんだ」


    　──ケースケは、私の願いを叶えてくれるわよ。


    　僕を信じて笑っていたアリッサの顔を思い出す。


    「僕は……皆を救えるような、英雄でいたかった……」


    　胸を押さえて、僕は濁った思いを吐き出した。歪ゆがんでいるのは分かっている。


    　でも、この願いを叶かなえてくれるのなら、神でも悪魔でも何にでも縋すがりたかった。どうあっても自分の力で打ち壊すことのできない壁を越えられるなら、命だって惜しくはなかった。失ったものを取り戻すために、何かを失うなど馬鹿げているのかもしれない。


    　けど、それでも……僕はっ!


    



    『──愚かな願いだ。しかし、それが汝なんじの本質か』


    



    　そのとき、嘲ちよう笑しようを含んだ声が響いた。すぐ近くから。


    「っ!?」


    　僕は驚いて目を開け、息を呑のんだ。


    　目の前に人形が立っていた──右腕のない、人形が。


    　背筋に悪お寒かんが走る。悲鳴を上げそうになるのを堪こらえた。


    　あの煩うるさいガツンガツンという足音は聞こえなかったのに。何の気配もしなかったのに。


    　人形の幾き何か学がく模様は黒色に染まっている。明らかに他の人形たちとは違う。


    　この人形は、自分の右腕を取り戻しに来たのだろうか。


    　そんな考えさえ、頭を過よぎった。


    『驚くのも無理はないが……我われの声を忘れたか?　《チュールの右手》よ。いや、ここは《チュールの右手だった者》が正しいか』


    　耳と心の両方に響くような掴つかみどころのない声。だが確かに、聞き覚えがあった。


    　先日、畑の小屋で右腕のない人形を見つけたときに聞いた声。そしてあのときは思い出せなかったが、それ以前にも僕はこの声を聞いている。


    　古めかしい口調と、《チュールの右手》という僕の呼び方が記憶の鍵かぎを開けた。


    　当て嵌はまるのは一人だけ。


    　こいつはまさか──。


    「……ホリィ＝ライト、か?」


    　掠かすれた声で僕は訊たずねた。


    《求もとめし愚ぐ者しや》という《高次存在ヴイナー》であり、アリッサの父親。《方はこ舟ぶね》に反逆し、《天使王ミトロン》で《天牢ウオルフ＝ライエ》を滅ぼそうとした男。だがその目もく論ろ見みは失敗し、ウルトさんによって《方舟》へ送還されたはずだった。


    　そう考えるとこの場所にいてもおかしくない人物ではある。しかし厳重に監禁されているものと思っていた。


    『汝の考えているとおり、我は《箱庭ガーデン》の隔離区画で不自由な生活を送っておるさ。外界に力を及ぼすこともできぬ。だが《方舟》の内側ならちょっとした悪いた戯ずらは可能だ。スーラが手放した器があったのでな。気付かれぬよう細い《道パス》を繋つなぎ、我の《式》にさせてもらった』


    　心を読んだように人形──いや、ホリィ＝ライトは語る。


    「今度は何を……企たくらんでいるんだ?」


    　緊張しながら訊たずねる。油断してはいけない。


    『別に何も企んでなどおらぬさ。我われの計画は既に潰ついえた。ただ《箱庭ガーデン》が少しばかり騒がしくなり、監視の目が緩ゆるんだのでな。好奇心で何が起きたかを探っておっただけだ。そこに汝なんじの声が聞こえた』


    　人形には目も鼻も口もない。表情が読めない分、ホリィ＝ライトの思惑が計はかれない。


    「僕の……声?」


    『ああ、汝が叶かなわぬ望みを欲する声だ。我は《求もとめし愚ぐ者しや》。欲望の《高次存在ヴイナー》。他者の愚かな願いを糧かてとするのが、我の在あり方。ゆえに現れた。汝が引き寄せたのだ』


    　ホリィ＝ライトはゆっくりと僕の中に浸透してきた。


    「まさか……僕の願いを叶えに来たっていうのか?」


    　信じられない気持ちで問いかける。だが返ってきたのは酷薄な声だった。


    『──それは少し違うな。我は汝の欲望を喰くらいに来たのだ。汝らとの戦いで消耗し、同調者との《道パス》も閉ざされてしまったゆえに……我は少々腹が減っている』


    「な……」


    　本能が警告を発し、僕は腰を浮かせようとするが、その前に人形の左腕が僕の首を掴つかみあげた。
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    『もちろん対価として汝なんじの願いは叶かなえよう。ただ、どう叶えるかは我われに委ゆだねてもらうがな』


    「ぐうっ!?」


    　気道が圧迫され、息が詰まる。人形の腕を引き剥はがそうとするが、首に食い込んだ指の力は強く、びくともしない。


    『足あ掻がいても無駄だ。この場所にはスーラのドールはやってこない。さて、どうしてくれよう。汝にはいろいろと礼をせねばならぬからな……死ぬまで心地よい夢でも見せてやろうか』


    　愉快そうなホリィ＝ライトの声が脳内に反響する。


    　それまで僕は確かに恐怖を感じていた。無力な自分には決して抗あらがえない力に絶望を抱いていた。しかしホリィ＝ライトの言葉を聞いた途端、それらは全て消え去った。


    「は、はは……」


    　首を絞められながら、僕は笑う。人形の腕がわずかに揺れた。


    『──何な故ぜ、笑う』


    「叶えられるなら……叶えてみろよ。本当に叶えてくれるなら、何だって差し出してやるさ。でもな……お前には無理だよ。お前の力じゃ、僕の願いは叶えられない」


    『なんだと?』


    「夢なんかじゃ……僕は満足できない。気持ちいい夢に浸ひたれるなら、未み由ゆまで失うことはなかったさ。信じられないなら試してみろよ!　でも、仮にお前が対価を払えなかったら……どうなるんだ?　在あり方とやらに反しても、平気でいられるのか?」


    　できるだけ皮肉っぽく僕は笑ってみせる。


    『…………』


    「僕がお前に何かを望むとしたら、たった一つだ。全てを取り戻す力をよこせ!　由ゆ衣いと未由を守る力、皆を助け出す力、アリッサを奪い返す力、エノクを──《代界存在ロウラー》も打ち倒せる力をだ!」


    　拘こう束そくが緩ゆるみ、僕は人形の腕を振り払って叫んだ。


    『くく……美う味まそうな柿かきだと思ったが、どうやらとんだ渋柿だったらしい』


    　ホリィ＝ライトはさして残念そうでもない声で呟つぶやくと、腕を下ろす。


    「やっぱりお前の力じゃ無理なんだな……」


    　むしろ失望したのは僕だった。たとえどんなリスクがあろうとも、それが望みを叶える手段になりえるなら文句はなかったのだ。


    『ああ、大まかな状況は把握しているが……我に《形成界イエソド》の天使を滅ぼすだけの力はないさ。我は人間から成り上がった一介の《高次存在ヴイナー》だ。世界の理ことわりに歯向かうことはできぬよ』


    　ホリィ＝ライトが操る人形は肩を竦すくめる。


    「なら、お前に用はない。どこかに行ってくれ」


    『それが汝なんじの望みなら構わぬが……本当に良いのかな?　たとえ敵を倒すことができずとも、我われの力は有用だぞ?　汝の欲望を喰くらえぬとしても、我は人の願いを叶かなえずにはいられない存在だ。ゆえに協力は惜しまぬのだがな』


    「回りくどいな……まさか、お前と契約して魔術師になれって意味か?」


    《高次存在ヴイナー》と精神を同調させる薬を飲み、《道パス》の形成に成功すれば魔術は使えるようになる。そうなれば少なくとも戦いに参加する資格は手にできる。心が揺れるのを感じたが、ホリィ＝ライトは首を横に振った。


    『いいや、汝に我の魔術は使えぬよ』


    「……どうしてだ?」


    『先ほどの言葉を聞いて理解した。似ているようで、汝と我の精神は決定的に違う。無理に同調しようとすれば汝の心が壊れるだけよ』


    　その説明に僕は納得できなかった。


    「お前と僕、どう違うんだ?　僕は十分、手の届かない望みを欲しがっている愚か者だぞ?」


    　自じ嘲ちようを混ぜて僕は訊たずねる。


    『望みか願い、どちらを真しんに欲するかの違いだ』


    「……同じだろ?」


    『いいや、違うぞ。望みは結果、願いは過程だ。人は何かを欲したとき、その欲望を消化したいと考える。その時点で欲したモノを手に入れることから、欲望を満たすことに目的がすり替わるのだ。別におかしなことではない。それが普通の人間だ。何かを求め続けること──それが願いであり、目的に辿たどり着くまでの過程。しかしその過程こそが人の求めるモノなのだよ』


    　人形は左腕を広げて饒じよう舌ぜつに語る。黒く染まった幾き何か学がく模様が不気味に明滅を繰り返している。


    『だから我は願いを叶かなえはしても、完全な結果は与えない。人はそれで満足するし、我も満たされる。我の魔術とは──本質とはそういうものだ。しかし汝は望みを求める。結果だけを必要とする。それ以外は何も欲していない。我とはどうあっても相あい容いれぬ』


    　言いたいことは何となく分かる。要するにソリが合わない。それだけのことだ。


    「ごちゃごちゃとまどろっこしい……それでお前は何が言いたい?」


    『ああ、前置きが長くなったな──つまり我は魔術の契約などではなく、もっと単純な協力を申し出ているのだよ。例えば……汝が《箱庭ガーデン》へ侵入する手引きをしてもよい』


    　思わず立ち上がり、人形に詰め寄る。


    「──本当か?」


    『ああ、真まことだとも』


    「条件は……何だ」


    　確実に裏があるだろう。だが即座に却下できる提案ではない。僕は本音を探ろうと、ホリィ＝ライトに問いかけた。


    『条件など、ありはせぬよ』


    「信じられるか。少なくとも目的はあるんだろ?」


    『くく──まあ、強しいて言うならば汝なんじが《箱庭ガーデン》に来ること自体が我われの目的か。我も一つ、ささやかな願いを叶かなえたくてな』


    「どんな願いだ」


    『それは話せぬな。口にすれば消えてしまうような儚はかない願いさ』


    　ホリィ＝ライトは煙けむに巻くように笑う。


    　僕はどうするべきか迷う。ホリィ＝ライトとの取引は危険すぎた。


    　だが現状、これは《箱庭ガーデン》へ入ることができる唯ゆい一いつの手段。中へ入ったところで何もできないことは変わらないが、由ゆ衣いと未み由ゆに会えるかもしれない。由衣が何をしようとしているか、分かるかもしれない。


    　いや、でも僕はまだスーラに頼んだ言こと伝づての返事を待っているところだ。由衣と未由の意思を確かめる手段が残っているのに、ホリィ＝ライトに縋すがるのは早計ではないのか?


    　頭の中を相反する思考が駆け巡る。


    『──どうやらまだ心が決まらぬようだな。まあよい、汝には道だけを授けよう』


    「道?　何の道だ?」


    『当然《箱庭ガーデン》への、だ。我とて幽閉の身、スーラに気付かれては汝を招き入れることなどできはせぬ。地上から《箱庭ガーデン》へ近づけば、確実に察知されよう』


    「そう言うからには……地上以外の道があるんだな」


    　僕が問うと、ホリィ＝ライトの宿る無機質な人形は頷うなずいた。


    『然しかり。《箱庭ガーデン》の外殻は半球状に見えるが、それが全てではない。地下まで続く球形の結界が《箱庭ガーデン》の真まことの姿だ。この島には地下道が張り巡らされておる。《箱庭ガーデン》が創られる以前のものだ。ゆえに《箱庭ガーデン》の外殻へ突き当たっている道もあろう。それを探せ』


    　そう命令し、人形は僕に背を向ける。


    『地下道の入り口は至る場所にある。ドール共も物資の運搬経路として利用していたはずだ。見つかるでないぞ?　ドールはスーラの目に等しい。いや、奴そのものといってもよいモノだ。汝がスーラに気付かれず《箱庭ガーデン》の壁に触れることができたなら、我が道を開こう』


    　思い出したように付け加えた後、人形は歩き出す。他の人形たちに比べて非常にスムーズな足取りで、ほとんど音を立てなかった。


    　僕の頭に『スーラはどこにでもいるし、どこにもいない』という言葉が過よぎる。あれはスーラが人形を操っているという意味だったのだろうか。


    「──まだ僕は、行くなんて言ってないぞ」


    　階段を下りようとした人形の背中に僕は告げる。


    『いいや、汝は必ず来るさ』


    「……予言のつもりか?」


    『くく、どう受け取ろうと構わぬよ。我われは確信している、それだけだ。そういう意味でなら、もう一つ予言をしてやろう』


    　人形はギリギリギリと首を百八十度回転させ、僕を見た。


    『スーラが何やら画策しておるようだが、その試みは必ず失敗するであろうよ。そして巻き込まれた者共は不要となり、無意味な末路を辿たどる。誰も《方はこ舟ぶね》の主あるじには逆らえぬのだ』


    　その声には嘲あざけりがなく、諦てい観かんが漂っていた。ホリィ＝ライトが何かを恐れている。それを感じて背筋が冷たくなった。


    　巻き込まれた者……それは由ゆ衣いと未み由ゆのことだろう。だがホリィ＝ライトの言葉には腑ふに落ちない点があった。


    「《方舟》の主……?　今、ここを管理しているのはスーラじゃないのか?」


    　これまでの言動から僕はそういう認識を持っていた。人形を操っているのがスーラというなら、なおさら支配者と表現するのに相応ふさわしい。


    『何を言う。《方舟》を統すべる者は今も昔も変わらぬよ』


    　人形は首だけをこちらに向けたまま階段を下りていく。


    　その顔が見えなくなる寸前に、最後の言葉が投げかけられた。


    『神々を簒さん奪だつせし者──ヒース＝ストーリング。《方舟》の主は、彼ただ一人さ』
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    　暗くら闇やみに包まれたのは、ほんの一瞬だった。気づくと私は薄暗い通路に立っていた。


    　幅が二メートルほど、天井の高さも同じぐらい。少し息苦しく感じる、狭い道だ。印象としてはトンネルに近い。壁面には幾き何か学がく模様が刻まれており、淡い光を放っていた。


    　通路は真っ直すぐにのびていて、行く手は薄闇に沈んでいる。後ろを向けばそこは白い壁。


    「ここが……《箱庭ガーデン》の中」


    　私は呟つぶやく。


    　──来てしまった。啓けい介すけくんを置いて、来てしまった。


    　ざらついた後悔が胸の中で波打つ。


    　私にはこれしかできないなんて、本当は言い訳だった。体ていのいい建て前だった。皆を助けられる自信なんてなかった。私はただ──逃げたかったのだ。


    　啓介くんを〝支配〟していたなんて事実に、耐えられなかった。苦しむ啓介くんを見ていられなかった。私自身が、許せなかった。


    　恐らく、弱まっただけでまだ完全に支配の効果は消えていないだろう。ならば、私はまた啓介くんを支配してしまうかもしれない。どんなに優しい言葉をかけられても、それは偽にせ物ものかもしれない。


    　そんなの……あまりに残ざん酷こくだ。啓けい介すけくんのためにも、私自身のためにも、今の私は啓介くんと一緒にいてはいけない。


    　だから、ここに逃げ込んだ。啓介くんと隔絶された場所は《箱庭ガーデン》しかなかったから。


    　私が「戦う」なんて言ったのは、こんな後ろ向きな理由。


    　けど……来てしまった以上、やるしかない。言ったことを本当にするしかない。そうじゃないと、啓介くんに顔向けができない。


    　しばらくその場で待っていると、目の前の空間から滲にじみ出るようにスーラが現れた。


    　透き通った姿で宙に浮かびながら、私を見下ろす。


    「──まず、お礼を言うよ。ミユさん、戦う決心をしてくれて、ありがとう」


    「はい……」


    　頷うなずく。思った以上に、私の声には覇は気きがなかった。しかしスーラは気づかなかったのか、そのまま言葉を続ける。


    「で、早速で悪いんだけど、今から力を貸してほしいの。外では決戦まで一週間ほどあったけど、ここではもう残り二時間もないから」


    「分かりました。私は……何を?」


    「ウルト姉ねえ様を、抑えてほしいの」


    「抑える……?　どうして、ウルトさんを?」


    　訳が分からず、私は戸惑う。


    「理由は移動しながら話すよ。とにかく人手が足りないの。今はユイちゃんが見張ってくれてるけど……もうすぐそれもできなくなる。スーラがやってもいいけど、あまり余計な力は割さきたくないんだ。方はこ舟ぶねの解凍を遅らせるために、力を使っているから……」


    　本当に余裕のなさそうな表情でスーラは言うと、通路を飛んで私を先導する。


    　私は早足で、スーラの後ろ姿を追いかけようとした。だが突然、スーラはくるんと反転し、私を見つめた。


    「あ、そうだ。いろんな説明の前に、彼──ケイスケくんからの伝言を伝えておかなきゃ」


    「え?」


    　心臓が跳ねた。ウルトさんを抑えてと言われたときの数倍、驚いた。


    「あのね、彼はこう言っていたよ──」


    　スーラが言こと伝づてを口にする。私はそれを聞いて俯うつむき、表情を隠す。


    　そして一言、返事を託した。
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     第三章　愚者の社、聖女の館
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    　ホリィ＝ライトと話した後、僕は風呂へ入り、結局そのまま元の部屋に戻った。


    　たぶんずっとホリィ＝ライトから聞いた話について考えていたせいだろう。上の空だった僕の体は習慣となった動作を勝手に繰り返していた。


    　体は休息を求めていて、もう一度部屋探しをする気力もなかった。未み由ゆのいなくなった部屋で僕は目を閉じる。


    　考え事している間は孤独を感じずにいられた。そうしたら、いつの間にか忍び寄ってきていた睡魔に思考を溶かされていた。


    　気付けば僕は──目覚めていた。


    　人は目が覚めることで眠っていたことを知るのだと、哲学めいたことを考える。意識が冴さえてくると、そんな無駄な思索はすぐに忘れる。代わりに眠る前の思考が再開された。


    　ホリィ＝ライトに示された道。《箱ガー庭デン》へ続く道。それを辿たどるべきか、否いなか。


    　ホリィ＝ライトが残した言葉。スーラの画策は失敗する、巻き込まれた者たちは無価値になるという予言。信じるべきか、否か。


    　判断材料は会話の中身以外にない。たぶん結論は、僕がどうしたいか、それだけだ。


    「んんー……」


    　だが真剣に考える僕の耳じ朶だを、突然かすかな声と息が撫なでる。


    　そういえば右腕だけがやけに蒸し暑くて、重い。


    「へ……?」


    　僕は状況が把握できないまま、顔を右に向けた。


    　心臓が跳ねる。アリッサ──かと思った。


    　だが違う。髪が黒く、アリッサよりも幼い少女が、僕の隣で眠っていた。


    「パパ……」


    　少女はぎゅっと僕の右腕を抱いて、呻うめく。頬ほおを摺すり寄せながら、苦しそうな顔で。何かを請こい願うような表情で。


    「す、スーラ?」


    　僕は動揺しながら、少女の名を呼んだ。


    　そうだ間違いない。アリッサによく似た顔に、白黒の法ほう衣い。この子はスーラだ。しかしこれまでのように半透明の姿ではない。実体を持って僕の腕にしがみついていた。


    「うぅん……」


    　スーラは僕の声に反応して瞼まぶたを震わすが、目覚める様子はない。


    　こうしてみると由ゆ衣いよりも幼いことが分かる。たまに底の知れない表情を見せるスーラは、老成しているように感じることも多かった。だが今は、十歳前後の子供にしか見えない。


    「お、おいスーラ、何やってるんだよ?」


    「ん……パパ……ごめんなさい。でもスーラは──」


    　あまりに辛つらそうな寝顔。どんな夢を見ているかは分からないが、目覚めさせてあげるべきだろうと、僕は肩を揺さぶる。


    「スーラ!」


    「はわっ!?」


    　大きな声で名前を呼ぶと、スーラはぱちっと目を開けて飛び起きた。


    「おはよう、スーラ」


    　とりあえず僕も身を起こし、挨あい拶さつする。


    「う、うん、おはようだよ!　でも……あれ?　スーラ、寝てたのかな?」


    「ああ、僕の腕にしがみついて、ぐっすりと」


    　僕は説明を求める眼まな差ざしをスーラに向けた。


    「そっか、ごめんね。ちょっと休憩するだけのつもりだったんだけど……こっちではゆっくりできるから、気が抜けちゃったみたい」


    　きょとんとした表情。どうやらあれだけ魘うなされていた夢のことは覚えていないらしい。


    「休むにしても、何で僕のベッドに……」
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    「それは……何て言うか、こうやって物質的な干渉ができるようになると、人に触れたくなっちゃって……つい、ね」


    　照れたように頭を掻かくスーラ。その姿はやはり透けていなくて、人としての存在感を伴っている。


    「この前までは扉も壁もすり抜けていたよな。実体化……したのか?」


    「えっと、実体化っていうのは精神体の密度を上げて、肉体を擬似構築することかな?」


    「い、いや、理屈はよく分からないけど。昔のアリッサと同じかなって」


    　肉体を奪われ、僕を依より代しろにしていた頃のアリッサは精神だけの存在だったが、必要とあらば実体化していた。


    「うーん、たぶんあなたが考えているものとは少し違うよ。これ、ドールの体だし」


    「え……そう、なのか?」


    　思わず、まじまじと観察してしまう。だがどこにも人形らしさはない。


    「あなたの右腕と同じだよ。ドールは宿った精神の形に適応するの。今はスーラが中に入ったから、スーラの姿になっているだけ」


    　僕は自分の右腕を見る。これも人形の腕。だが見た目も感覚も、自分自身の体に思えてしまう。


    「まあ、何となく納得できたけど……今日はどうして、人形に?」


    「──感情のぶつけどころがないと、困るかなって」


    　苦笑を浮かべ、スーラは答える。


    「どういう意味だ?」


    「スーラはユイちゃんとミユさんの返事を持ってきたんだよ。それを聞いた後、あなたがどうするかは分からない。でもこの前みたいに自分を傷つけるぐらいなら、スーラにぶつけてほしいの。少なくともユイちゃんを巻き込んだのはスーラだから」


    「な……」


    　思いがけない台詞せりふに僕は戸惑う。


    　つまり僕が当たり散らせるように、わざわざ人形の体を借りて実体化したということか?


    「あなたにとって、奪われること、失くすことが、存在の根幹をどれほど揺さぶるのか……スーラは理解していなかった。結果として、あなたは自分で自分を傷つけてしまった。スーラを殴なぐることができなかったから、壁を殴りつけたんだよね?　だから、この姿であなたの前に現れることが、スーラの責任だと思ったんだよ」


    　決然とした表情で言いきるスーラ。僕はこれまで、事情を説明しようとしないスーラを疑ってきた。未み由ゆのことを煽あおり、動揺させるスーラの言動に敵意さえ抱いていた。


    　だが今のスーラからはアリッサと同じ真っ直すぐさを感じる。思えばこれまでスーラは嘘うそを吐ついていない。答えられない質問には無言で返し、虚言でごまかすことをしなかった。


    　連れん大だいのことを黙っていたのは僕。〝支配〟し、支配され、それに気付かない振りをしていたのは僕と未み由ゆ。嘘うそで繕つくろおうとしていたのは僕らの方──。スーラを責めるなんてことは筋違い。逆恨みもいいところだ……。


    　スーラのことを見誤っていたことを思い知り、僕は申し訳ない気持ちで手を伸ばした。


    　ぽんっとスーラの頭に手を置く。


    「スーラは、いい子だな」


    　僕としては謝罪と賞賛を込めたつもりだったのだが、スーラは頬ほおを膨ふくらませた。


    「もうっ、子供みたいに扱わないでほしいな。スーラはあなたより、ずっとずーっと年上なんだからね?」


    　そう言うスーラだったが、その様子がまた子供っぽくて僕は笑ってしまう。


    「悪い悪い。でも寝言でパパなんて言ってるうちは、まだ子供だと思うぞ?」


    「うなっ!?　す、スーラ、そんなこと言ってたのっ!?」


    　奇声を上げ、激しく動揺するスーラ。やはりどんな夢を見ていたかは覚えていないらしい。あのとき、スーラは魘うなされていた。たぶん悪夢。〝パパ〟が出てくる悪夢。


    「えっと……まあ、何回か。パパって──ヒース＝ストーリングのことだよな?」


    　気になって問いかける。


    　アリッサの祖父である魔術師ヒース＝ストーリング。世界の境界を閉ざす《壁》を作り、人間から神々を奪った男。スーラにとっては父親に当たるはずだ。


    「もちろんそうだよ。ああもう恥ずかしいなー」


    　スーラは首をふるふる振って悶もだえていたが、僕はホリィ＝ライトの言葉を思い出す。


    「あのさ、変なこと聞くけど……ヒースって、その……《方はこ舟ぶね》にまだ……いるのか?」


    　本当は生きているのかと問いたかったが、少し表現を柔らかくする。


    　アリッサからは、ヒースはもういないのだと聞かされていた。だがホリィ＝ライトは彼が《方舟》の主あるじなのだと告げた。真実はどちらなのか確かめたい。


    「どうしてそんなことを訊きくの?」


    　とても不思議そうな顔でスーラが問い返してくる。僕は迷った末、正直に話すことにした。


    「いや……僕はアリッサから、ヒースはもういないって聞いていたんだ。でも、実際はどうなのか……少し、気になってさ」


    「ああ、そういうことだったんだ」


    　納得した様子でスーラが頷うなずく。


    「アリッサちゃんにとってはそれで正しかったんだよ。生きている間に会うことも、触れることも、話すこともできない人は──いないのと同じ。本来アリッサちゃんは方舟から出ることも、箱庭ガーデンへ入ることもできずに一生を終えるはずだったから」


    　あの城で人形たちに世話をされながら一生……それは快適だが、とても寂しい人生に思えた。数日だがここで暮らしてみて、それがよく分かる。


    　アリッサだけの世界、アリッサだけの真実。たとえ本来の姿が違っていても、アリッサはそれに気付かない。


    「じゃあ、スーラにとっては?」


    　だから僕はそう問いかける。スーラは複雑な表情を見せ、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。


    「──いるよ。パパはずっと同じ場所にいるんだよ。方はこ舟ぶねの……箱庭ガーデンの中心に」


    　つまりホリィ＝ライトの言葉は正しかったということか。ヒース＝ストーリングは生きている。そして《方舟》の支配者はスーラではなく彼なのだ。


    　ならば《方舟》のルールとはヒースの意思に外ほかならない。となると──。


    「なあ、スーラ。由ゆ衣いや未み由ゆは部外者だ。アリッサさえ入れなかった《箱庭ガーデン》へ招いてよかったのか?　ヒースは怒っていないのか?」


    　僕は浮かび上がってきた疑問を口にする。


    　由衣と未由は、とても簡単に《箱庭ガーデン》へと入っていった。アリッサの言葉や、記憶を垣かい間ま見たときに抱いた《箱庭ガーデン》の印象は──聖域。選ばれた者しか立ち入れない場所。


    　普通なら由衣たちも拒こばまれるのではないだろうか。《方舟》の主あるじがスーラではなく、ヒースだというなら、なおさら──。


    「っ……それは……」


    　スーラははっきりと表情を強こわ張ばらせた。半分カマをかけたような質問だったのだが、当たりだったらしい。スーラの見ていた悪夢の原因もここにあるのかもしれない。


    「もしかしてスーラのやろうとしていることは──」


    《方舟》の──ヒースの意思に反しているのではないか。そう問いかけようとしたが、スーラは僕の言葉を遮さえぎって叫ぶ。


    「パパは分かってくれるもん!　だから大丈夫、あなたは心配しないで。それより二人からの返事……聞かなくていいの?」


    　目め尻じりに涙まで溜ためて、僕を睨にらんでくるスーラ。


    　今これ以上踏み込むと、本来の目的を果たせなくなるかもしれない。そう感じて僕は引き下がることにした。


    「そうだな……スーラが大好きなパパなんだもんな。分かってくれるよな。変なこと言って悪かった。じゃあ──由衣と未由の言葉、聞かせてくれるか?」


    「……うん」


    　腕で涙を拭ぬぐい、スーラは頷うなずく。


    　僕は居住まいを正してスーラが口を開くのを待った。スーラは一度深呼吸した後、真剣な表情で託された言葉を紡つむぐ。


    「ミユさんは──ごめんなさいって」


    　──足りなくなんかない。


    　それが未み由ゆに向けた言葉。


    　ごめんなさい……か。


    　謝るのは僕の方だった。未由には僕の望みを肩代わりさせてしまったのだから。


    　復ふく讐しゆうよりも僕が大切だと言ってくれた未由。そんな彼女に、僕は何も返せなかった。未由は自分の全てで応えようとしてくれたのに。


    　未由は本当に僕だけを見ていてくれたのだ。支配していた、されていたなんて──関係なかった。最後に未由を傷つけたのは、形を変えられない僕の歪いびつな心なのだから。


    　やっぱりこのままじゃダメだ。言葉だけじゃ言い訳にしかならない。ちゃんと未由の心に届かない。


    「ああ……分かった。由ゆ衣いの方は……何て?」


    　心の中で一つの決意を芽生えさせながら、僕は次の返事を待つ。


    「ユイちゃんは──何も言わなかったよ」


    　冬の星空を一緒に見よう。


    　由衣にはそう伝えた。僕らのクラスが学園祭で作ったプラネタリウム。僕とアリッサと由衣の三人は、そこで約束を交わした。ダンボールの天てん蓋がいに映し出された光は、冬の星々。だから美み傘かさ市の空にもやがてやってくる。それをもう一度三人で見ようと。


    「……そっか」


    　そういうことなのか──由衣。お前のやろうとしていることは、そういうことなのか。


    　由衣は返事をしなかった。しかし僕にとっては意味のある返答。一番望んでいなかった答え。


    「ありがとう、スーラ。手間をかけた」


    　僕はぎこちなく笑って、もう一度スーラの頭を撫なでた。


    　スーラは「むー」と唸うなって頬ほおを膨ふくらませたが、すぐに不安そうな表情になる。


    「それで……あなたはこれからどうするつもり?　大人しくしているのは返事を聞くまでって約束だったよね。もし暴れるのなら、ドールに拘こう束そくさせるしかないんだけど……できればそんなことはしたくないの。だからもしそれで気が晴れるなら……スーラをどうしてくれてもいいんだよ?」


    「──無茶言うなって。スーラに当たるのは、自分を傷つけるよりずっと痛いよ」


    　僕は苦笑を浮かべてみせると、スーラの頭から手を離した。


    　むしろ触れられない超然とした存在のスーラならば、感情だけでもぶつけることができただろう。しかし目の前にいるのは、どう見てもただの女の子。寝言で父親を呼ぶ、幼い子供だ。


    「じゃあ……」


    「前みたいなことはもうしないさ。だから心配しなくていい」


    　そう、もう無駄なことはしない。やるべきことは定まっていた。そのためには監視されている状態は避けるべきだ。


    「本当に?」


    「ああ」


    　頷うなずくのは、スーラを謀たばかっているようで心苦しかった。しかし嘘うそを吐ついているわけではない。壁を殴なぐりつけるなんて無意味なことをしている暇ひまはないというだけ。


    「ありがとう、あなたもいい子だね」


    　スーラは微ほほ笑えむと、背伸びをしてベッドに座る僕の頭を撫なでた。


    「確かにこれ、複雑な気分になるな」


    「でしょ?」


    　やっと分かった?　という顔でスーラは上機嫌に笑う。


    　僕がこれからすることは、この少女の思惑には沿わないだろう。こんなにも一生懸命な彼女が望み、由ゆ衣いも協力するというのならば、それは決して間違ったことではないのだろう。


    　でも僕は止まれない。


    　未み由ゆがどんな表情で「ごめんなさい」と言ったのか、想像できてしまうから。


    　そして、由衣の心を知ってしまったから。


    　僕は──止まるわけにはいかなかった。
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    　スーラは朝食の席に同席した後、《箱庭ガーデン》へと戻っていた。久しぶりに料理を食べてみたかったらしい。そのためか、普段より食事は豪勢だった気がした。


    　たぶん僕の様子を窺うかがう目的もあったはずだ。スーラが帰った後も、まだ人形たちがいる。


    　怪しい動きをすれば悟られる恐れがあるので、僕は散歩を装って、できるだけ自然に探索を開始した。探し出すべきものは、地下道への入り口。


    　僕はホリィ＝ライトの提案に乗る決意を固めていた。


    　未由と由衣にもう一度会わなくてはならない。そのためならどんなリスクがあろうと、躊躇ためらってはいられなかった。


    　城の中を、島中を、できるだけくまなく歩きまわる。


    《方はこ舟ぶね》が侵攻を開始するまで、あと六日。とは言ってもギリギリでは意味がない。できれば三日後──本来、未由が戦いに参加するかどうかを決める刻限だった日までに《箱庭ガーデン》へ侵入したかった。


    　しかし辺りを注意深く観察しながら歩いても、なかなか入り口らしきものは見つからない。城の一階部分は何度も歩いたが、地下へ続く階段は見当たらなかった。


    「何が、入り口は島の至る所にある……だ」


    　収穫がないまま二日が過ぎ、三日目の朝食後。僕は城の一階、螺ら旋せん階段があるフロアで溜ため息いきを吐ついていた。


    　ホリィ＝ライトの言葉を疑いたくなってくる。本当は《箱庭ガーデン》へ入る手段も、地下道すらもなくて、僕はあいつに踊らされているだけかもしれない。


    「でも、あいつに頼るのなら、今は信じるしかないか……」


    　僕は頭を振って弱気を振り払う。


    　逆に考えよう。普通に歩いていて見つけることができないなら、僕が立ち入れない場所に入り口があるのだと。


    　そうなると鍵かぎのかかった部屋、島の半分以上を覆おおうジャングルが怪しくなってくる。


    　だが鍵を開ける手段がない以上、扉を壊すしかない。それは静かに、人形に気付かれず実行するのは難しい作業だ。ジャングルの中で何かを探すというのも無謀。僕自身が遭難しかねない。


    　竜の石像に寄りかかり、考え事を続けていると、ガツンガツンという音が聞こえてきた。もう聞きなれた人形の足音だ。


    　案あんの定じよう、しばらくすると人形が廊下から姿を見せる。


    　そこで思い出す。ホリィ＝ライトは人形も地下道を使っていると言っていなかったか?


    　人形は手にモップとバケツを持っており、僕のことを気にすることなく掃そう除じを始めた。邪魔にならないようその場から離れながら、僕は考える。


    　これまでとは逆の方法を選ぶべきかもしれない。


    　僕は探索するにしても人形の目を避けていたが、むしろ人形は大きな手がかりなのだ。


    　後をつければ、地下道へ行き当たることもあるだろう。


    　スーラに悟られる危険性は増すが、入り口が見つかる可能性は大きくなる。


    「地下道を使っていそうな人形か……」


    　歩きながら呟つぶやく。


    　一つ、ずっと不思議に思っていたことがあった。それはこの城と作物を栽培している畑が離れすぎていること。畑へ行くには島の外周をぐるっと回り込むしかないのだ。他に道はない。それはここ数日で確認した。


    　だがジャングルを突っ切ることができれば移動距離は半分以下ですむ。道を作らない道理はない。それなのに道が存在しないのは、既に通路があるから──そう考えてもいいのではないか?


    　当たってみる価値はある。僕は城の出口へと足を向けた。


    



    　早足で歩けば、畑には一時間ほどで辿たどり着く。


    　僕はいつもの散歩を装いながら、横目で人形たちの様子を窺うかがった。


    　相変わらず黙々と作業をしている。僕が近くを通っても全く反応しない。畑の隅にある小屋に向かって僕は歩いていく。ホリィ＝ライトが《式》とした人形の姿は、小屋の傍そばにはない。恐らく《方はこ舟ぶね》のどこかを彷徨さまよっているのだろう。


    　僕は人形たちの死角になるよう、小屋の裏へ回り込む。周囲に他の人形がいないか確認した後、小屋の陰から人形たちの様子を窺った。


    　もうしばらくしたら昼食時。収穫物を持って移動する人形がいるはずだ。


    　息を潜めて、それを待つ。こうやってじっくり畑を観察していると、枯れている作物も案外多いことに気付く。もしかしたらここ数日、夜が訪れていない影響かもしれない。これまでは外界に比べて数倍の速度で、昼と夜が交互に訪れていたはずなのだ。たぶん《方舟》の作物はその環境に適応していただろう。


    　そんなことを考えながら、人形たちの仕事を見守っていると、変化が起こった。


    　一体の人形が畑を離れ、僕の隠れている小屋へ近づいてくる。人形は小屋の中へ入り、すぐ出ていった。手には籠かごが下げられている。


    　人形は畑を巡り、複数の作物を籠に入れるとジャングルに向かって歩き出した。


    　目的の人形はあいつだ。


    　あれは城へ届けるための、つまりは僕の昼食となるための作物だろう。


    　僕は小屋の後ろから何食わぬ顔で出ると、真っ直すぐ人形を追いかけることはせずに、畑から遠ざかりながら人形の行方を横目で窺った。


    　ここからは人形に見つかってはいけない。


    　僕は人形たちの目が届かない場所まで来ると、密林の端に足を踏み入れ、木々に身を隠して人形の向かった先を目指した。


    　人形はジャングルの中へ入っていくようだった。そしてそのまま見えなくなる。まさかジャングルを突っ切るのかと危き惧ぐを抱きながら、人形が消えた場所まで急いだ。


    　踏み固められた獣道を不安な心地で進む。すると行く手に小さな建造物が見えた。


    　小屋……という感じではない。石で作られた祠ほこらのようだった。


    　扉はなく、四角く暗い入り口が開いている。恐る恐る中を覗のぞき込むと、床に地下へと続く階段を見つけた。それ以外には何もない。


    「あった……」


    　思わず安あん堵どの声を漏らした。ホリィ＝ライトは嘘うそを言ったわけではなかったらしい。


    　これで道は開けた。後は地下から《箱庭ガーデン》の外壁に辿たどり着けばいい。


    　このまま先に進むか、迷う。昼食に僕が現れなければ、スーラに異常が伝わるだろう。それなら夕食後、風呂へ入った後が一番時間的猶ゆう予よは生まれる。でも──。


    「…………っ」


    　僕は祠ほこらの中へ足を踏み入れた。もうこれ以上、待つことはできない。


    　未み由ゆがどれだけ悔くいているかを、僕は知った。


    　由ゆ衣いは冬の星空を見ようという言葉に答えなかった。約束を忘れているはずがないのに。


    　つまり由衣は、僕と一緒に冬を迎えることがないと考えている。


    　そんなことは絶対、受け入れることはできなかった。


    　階段の先には闇やみが満ちていた。明かりはないらしい。僕は携帯電話を取り出して電源を入れた。ディスプレイの光で階段を照らしながら、地下へと向かう。


    《箱庭ガーデン》がどちらの方向にあるか忘れなければ、いつかは辿たどり着けるはずだ。


    　もう後戻りはできない。


    　僕は深い暗闇の中へと降り立った。


    



    　ガツン──ガツン──。


    　だいぶ先を歩いているはずの人形。その足音が闇の中を反響し、僕の耳にまで届く。


    　地下は音がよく響いた。下手をすれば僕の足音も人形に聞こえてしまうだろう。


    　僕は足音を殺しながら、地下道を慎重に進んでいった。


    　全くと言っていいほど何も見えないが、何度か携帯の明かりで照らしたところ、しばらくは一本道のようだった。方向的に真っ直すぐ城へ続いていると思われる。


    《箱庭ガーデン》は、ここからだと城の左側に位置していた。どこかに左へ曲がる道がないかと、僕は左手を壁につけて歩く。


    　ざらついた石壁の感触が手の平に伝わる。地下なせいか、ひんやりしていて気持ちいい。


    　空気は澱よどんでおらず、風を頬ほおに感じた。他の出口か、通気口がある証あかしだ。


    　地面にはたまに大きな石が落ちていて、摺すり足で移動していると蹴け躓つまずく。そのたびに小さな音が響いてしまい、肝を冷やした。


    　転ばないために、いつでも左手で体を支えられるよう進んでいく。だが今度はその左手が唐突に空を切った。


    「……っ!」


    　思わず声を上げそうになったが、何とかそれを堪こらえ、バランスを立て直す。


    　液晶の明かりを点つけて確認してみれば、待ち望んでいた左方向への分かれ道だった。


    　よし……。


    　僕は気合を入れ直して、進路を変えた。


    　今度は右手を壁につけて歩く。次に見つけるべきは右への曲がり角。その次はまた左。そうやってジグザグに前進すれば《箱庭ガーデン》のある方へ向かえるはずだった。


    　注意しながら足を動かすが、頻ひん繁ぱんに小石を蹴け飛とばし、大きな石には躓きそうになる。


    　先ほどの道よりも地面に転がっている瓦が礫れきが多いようだ。それは利用されていない証拠。


    　この道ならば、人形と鉢合わせする心配はなさそうだった。


    　闇やみの中にいると時間の感覚が曖あい昧まいになる。曲がり角を見つけるたびに携帯の明かりで道を確認するが、そのとき目に留とまる時刻表示は僕の感覚を常に裏切っていた。


    　五分歩いたと思えば十分だったり、十分歩いたと思えば五分も経っていなかったりする。


    　右……左……右……左──。


    　もはや方向感覚もなくなっていたので、僕は角を交互に曲がることだけに努めた。もしかしたらもう行き過ぎているのかもしれない。そんな不安は携帯の時刻表示で三十分が過ぎたことを知ったときから芽め生ばえていたが、戻っても仕方ないと歩き続ける。


    　次は──右。


    　右手の指先に神経を集中させる。転ばないよう、歩幅を小さくして進む。


    　だが突然、全く注意を払っていなかった前方から衝撃。


    　ずっと奥へ奥へと続いていた底の知れない闇──それが質量を持って僕を突き飛ばした。何かにぶつかったのだと、尻しり餅もちをついてから状況を把握する。


    　前方に手を伸ばしてみると、確かに壁があった。石壁とは違う手触り。温かさも、冷たさも感じない。モノとしての存在感が伝わってこない。


    　奇妙な感覚ではあったが、僕は既にコレを知っていた。


    《箱庭ガーデン》の、壁だ。


    『──待っておったぞ』


    　頭の中に声が響く。ホリィ＝ライトの声が。


    　壁に触れていた僕の手が、ズッと急に沈んだ。


    「なっ……」


    　反射的に手を引こうとするが、離れない。それどころか飲み込まれていく。


    　泥に沈んでいくような感覚。手首が、肘ひじが、肩が、粘性のある闇に包まれる。


    『逆らってどうする。汝なんじは《箱庭ガーデン》へ入るために、ここへ来たのだろう?』


    　──そうだ。僕は行くんだ。遠ざかり、消えそうな手を、もう一度掴つかむために。


    　息を止め、自ら闇の中へ飛び込んだ。闇は全身に纏まとわりつき、体が締め上げられる。


    『苦しいか?　《箱庭ガーデン》の外がい殻かくは、いわば時間の断層だ。時を操る力を持たぬ我われに、扉は開ひらけぬ。ゆえにこれは少々強引な手なのだよ。闇を媒介とした転移──自らの形を忘れれば闇に溶けると覚悟せよ』


    　自分の形?　なら、平気だ。それは忘れたくても忘れられない。


    　忘れられるなら、未み由ゆを傷つけなかった。安全な場所にいるまま、戦える人間に結果を託すことができた。でもそんな理屈すら認められないほど、僕の心は一つの想いに縛られている。


    　闇は全身の毛穴から、体の中へ侵入してくるようだった。手足の感覚が失われ、自分の輪りん郭かくが分からなくなる。でも心だけは、闇やみに混じることなく、僕であり続けた。


    　闇に流されていくのを感じる。大河の一部になったかのような錯覚を抱く。より大きく深い闇へと引きずり込まれていく。


    　流れ行く先──そこはまるで、黒い海。


    　僕にとっての〝始まり〟を久方ぶりに思い出す。


    　この場所は、海難事故のとき、僕が投げ出された暗く冷たい海とよく似ていた。


    　僕はその記憶を手た繰ぐり寄せる。自分の形を保つための楔くさびにする。


    　──あれは僕らが乗った船と《方はこ舟ぶね》が衝突して起きた事故だった。


    　いや……事故ではない、か。ジンという男が、《方舟》へ侵入するために、故意に起こした事件だ。船は沈み、僕は由ゆ衣いを失い、荒れる海の中で掴つかみ取った木片さえもジンに無理やり奪われた。そして僕は沈んでいった。今と同じように。闇が満ちる水底へ。


    　でも、それで終わらなかった。光る手が差し伸べられた。僕を救ってくれたのはアリッサだった。だから今も、やがて光が訪れてくれることを信じて、闇に抗あらがう。心を保ち、その時を待つ。


    　──終わりは唐突だった。


    　いきなり闇が破れ、僕は光の中へ投げ出される。途絶えていた全身の感覚が一気に復活した。


    　涼しいぐらいの気温と、穏やかな日差し、澄んだ空気。


    　僕は石畳の上に尻しり餅もちをついていた。周囲は木々が生い茂り、目の前には赤い鳥居。その先に、小さな社殿が見える。


    「神社……?」


    　呆ぼう然ぜんと、この光景が意味する場所の名を呟つぶやいた。


    　僕は《箱庭ガーデン》の中へ入ったはずだ。なのにどうしてこんな場所にいる?　僕はホリィ＝ライトに騙だまされたのか?　いや、それともまさかここが……《箱庭ガーデン》?


    　混乱しながら立ち上がる。


    「──あら?」


    　だが、それと同時に背後から声が響いた。僕は驚いて振り向く。


    　僕の後ろは石段となっていて、遥はるか下まで続いていた。果ては暗く翳かげり、見通せない。その石段にホウキを持った女性が立っている。彼女は神社に相応ふさわしく、紅白の巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとっていた。腰よりも長く伸ばした金髪がさらさらと風に揺れている。大きな青い瞳ひとみで僕を見上げ、彼女は不思議そうに首を傾かしげた。


    「どなた……かしら?」


    「え、えっと……」


    　どう答えるべきか迷う。


    　ここはどこで、彼女は誰かも分からない。本当にこの場所が《箱庭ガーデン》だとしたら、人に見つかったことは致命的。ごまかすか、逃げるか、浮かんだ選択肢はその二つしかなかった。


    　けれど僕がじりじりと後ろへ下がろうとしたとき、女性が「あっ!」と声を上げた。


    「主人から聞いていたのに忘れていました!　そういえば今日はお客様が来られるのでしたね!　あなたが、あの……」


    　手を叩たたき、女性は嬉うれしそうに石段を上がって、僕の前までやってくる。


    「へ?　え?」


    　僕は状況が理解できず、逃げる機会を逸いつして間抜けな声を上げた。


    　女性は躊躇ためらいなく僕の両手を握ると、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


    「最近、方はこ舟ぶねへやってきたそうですね。噂うわさはウルト姉ねえ様から聞いています。ずっとお話ができるのを楽しみにしていたのですよ」


    「そ、そうなんですか……」


    　あれ?　ウルト姉様?


    　そう呼ぶのは当然ウルトさんの姉妹。しかしこの人はスーラではない。ならば、まさか……。


    「初めまして、私はヴェル＝クラノ＝ストーリングです」


    　予想したとおりの名前を、彼女は告げた。


    　ああ、この人なのか……この人が──アリッサの母親なのか。


    　ヒースの娘。ウルトさんの妹で、スーラの姉。ホリィ＝ライトの、妻。
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    　確かに面おも影かげがある。外見年齢が近いスーラがあまりに瓜二つだったせいで、見落としていた。


    「こちらこそ初めまして。僕は──」


    　そうと知っては逃げることはできなかった。僕は頭を下げ、名乗ろうとする。だが──。


    「はい、ジンさんですよね?　アリッサの世話役を任されたとか。よければあの子の話を、たくさん聞きたいわ」


    「え……?」


    　女性──ヴェルさんが笑顔で口にした台詞せりふに、僕は言葉を失くした。


    　彼女は何を言っているんだろう。僕はジンではない。


    　ジンは──陣じん＝海かい道どう＝ロームウェルはアリッサを裏切り、《方はこ舟ぶね》から魔術を盗み出した魔術師。暗い海で僕から板を奪った男。僕がこの手で──倒した敵。


    　なのに……どうして?


    「ふふ──よろしくお願いしますね」


    　僕の戸惑いをよそに、ヴェルさんは楽しそうな様子で笑っていた。


    　手を引かれ、神社の中へと導かれる。


    　僕は呆ぼう然ぜんとしたまま。それに従うしかなかった。
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    　ヴェルさんは鳥居の先に見えた社殿ではなく、さらに奥の木造家屋に僕を案内した。瓦かわら葺ぶきの屋根と漆しつ喰くいの壁、縁側に面した日本庭園。本当にここは《方舟》なのかと疑いたくなる佇たたずまいだ。眉まゆを寄せる僕を見て、ヴェルさんが苦笑を浮かべた。


    「どうなんでしょう……やはり珍しいのかしら。ここの建物は、主人が生まれた国のものを模して作られているんですよ。というか、主人が自分で建ててしまったんです」


    　主人──ホリィ＝ライトのことか。僕は直接対たい峙じしたときのことを思い出す。長い黒髪に平安貴族を思わせる衣服。彼が日本に縁のある人間だというのは頷うなずけた。


    「いえ、珍しいというわけじゃないです。僕にとっても馴な染じみのある風景ですから」


    「あら、やっぱり?　言葉と容姿でそうじゃないかと思っていたけど、ジンさんは主人と同郷の方なのね?」


    　ジンさんと呼ばれるのはあまりいい気分ではなかった。むしろ、耐え難いほどだった。


    　しかし僕がジンではないと言えば、招かれざる客ということになるだろう。彼女も《方舟》の人間だ。拘こう束そくされてしまう可能性がある。


    「はい……たぶん」


    　苦い感情を噛かみ殺し、表情を繕つくろって頷く。するとヴェルさんは顔を輝かせた。


    「ふふ、偶然ってすごいわね。聞いているかもしれないけど、私のお母様も同じ国の生まれなのよ。不思議な縁を感じるわ」


    　偶然……か。


    　ヴェルさんの母──つまりはアリッサの祖母に関しては分からない。だがホリィ＝ライトとジンが《方はこ舟ぶね》に関わったのは決して偶然ではなかった。


    　ホリィ＝ライトは世界の境界を閉ざす《壁》を壊す機会を窺うかがうために近づいた。ジンは初めから《方舟》へ侵入する目的で、客船をシージャックし《方舟》の結界に激突させた。


    　二人とも《方舟》に敵対する意思を孕はらんで、内側に潜り込んだのだ。


    「あの、ホリィ……さんは今どこにいるんですか?」


    　ガラガラガラと玄関の扉を開けたヴェルさんに後ろから問いかける。


    　このままでは家の中で長話をすることになりそうだった。しかし僕には、あまり余裕がない。《箱庭ガーデン》の外では美み傘かさ市への侵攻まで三日と少しだった。だが、この場所では残り時間がどれほどか予測がつかないのだ。


    　ヴェルさんにはアリッサのことを話す義務があると思った。しかしジンの振りをしてという条件では、何も話せない。本当に彼女は──何も知らないようだったから。


    　まずは僕をここへ連れてきたホリィ＝ライトに会う必要がある。状況を把握するためにも。


    「主人でしたら──」


    　振り返り、答えようとするヴェルさん。だが急にフラッとよろめき、バランスを崩す。


    「ヴェルさんっ!?」


    　僕は慌ててヴェルさんの腕を引っ張り、体を支えた。


    「こほっ!　こほっけほっ……すみません、ありがとうございます」


    　咳せき込み、苦笑を浮かべて僕を見るヴェルさんの顔は赤い。熱があるようだった。


    「だ、大丈夫ですか?」


    「ええ……いつものことなので平気です。今日は調子が良くて、はりきってお掃そう除じしちゃいましたから……少し疲れてしまったみたいです」


    　思い出す。そういえばアリッサの母親は体が弱いのだ。だからこそアリッサと一緒に過ごすことができなくなり、《箱庭ガーデン》へ入ることになった。《天使王ミトロン》の中で僕は、ヴェルさんと別れた直後のアリッサを目撃している。


    「とりあえず休まなきゃダメです。部屋まで肩を貸しますから、案内してください」


    　僕はヴェルさんの腕を首に回して体重を半分ほど受け持つ。こうして並ぶと彼女は僕と同じぐらいの背丈だった。アリッサと同じ香りが鼻び腔こうに触れて、やはり親子なんだなと感じ入る。


    「……本当に、すみません」


    　ヴェルさんはひどく恐縮した様子で僕に頭を下げた。


    　僕らは玄関で靴を脱いで家に上がる。木の廊下を真っ直すぐ進むと縁側に出た。ヴェルさんに指示され、その横にある障子を開ける。ここがヴェルさんの部屋らしい。布ふ団とんは既に敷いてあり、僕はヴェルさんを慎重に寝かせた。


    「えっと、や、やっぱり頭を冷やした方がいいですよね?」


    　ヴェルさんの様子が、《天使王ミトロン》の負ふ荷かで立ち上がることもできなくなったアリッサを思い出させて、気が焦あせる。しかしそんな僕の腕をそっと掴つかみ、ヴェルさんは優しい笑顔で首を横に振った。


    「しばらく安静にしていれば、落ち着きます。そんなに心配しないでください。ジンさんはとても優しい方ですね。こんな人がアリッサの世話を焼いてくれるなら、私も安心です」


    　ずきっと心が痛んだ。しかし真実はヴェルさんを傷つけるだけ。僕は口から出かかった「違う」という言葉を飲み込んだ。ジンがどれほどの悪党なのか、暴露してやりたい気持ちを、ぐっと抑え込む。


    「アリッサは……どうしていますか?　私にとって、アリッサと別れたのはまだ四か月前のことです。ですが外では──長い時が過ぎたのでしょうね。毎日報告に来てくれたウルト姉ねえ様も、ここ一週間ほどは姿を見せてくれません……」


    　四か月──予想はしていたが、衝撃的な事実だった。ヴェルさんと別れたときのアリッサは、まだ六、七歳ぐらいだったように思う。現在のアリッサが何歳か、はっきりとした数字は知らないが、それから十年弱は過ぎているはずだ。


    　なのに《箱庭ガーデン》ではたった四か月……。ヴェルさんにとって、ジンが《方はこ舟ぶね》にやってきたのは、本当に最近の出来事なのだ。


    「ヴェルさんが想像する以上に……アリッサは大きくなったと思います。見た目はもう、スーラよりも年上です」


    　僕が答えると、ヴェルさんは意外そうな表情を浮かべた。


    「あの子──スーラは、ジンさんの前に姿を見せているのですね」


    　てっきりアリッサの成長に驚いたのかと思ったのだが、ヴェルさんが口にしたのはスーラのことだった。


    「えっと、はい。スーラとは何度か話しました」


    　まずかっただろうかと思いつつも、今さら否定することはできずに僕は頷うなずく。


    「ジンさんはスーラに信用されたのね。あの子……アリッサの前には絶対姿を現さないのよ」


    「ど、どうしてですか?」


    　墓穴を掘ったかもしれないと、焦りながら訊たずねる。


    「そのあたりの話はまだスーラから聞いていないのね。なら、アリッサにはスーラと会ったことを黙っていてくれる?　スーラは自分がもう死んだ人間だから、アリッサには表立って関わらないと決めているのよ」


    「死んだ……人間」


    　見えるのに、話すことができるのに、もういない人。それはまるで──由ゆ衣いのことみたいで息が苦しくなる。


    「ええ……誰かがやらなくてはいけなかったことをスーラは引き受けてくれた。私たちがこうしていられるのはあの子のおかげ。でもその代償として、あの子は人でなくなってしまったわ」


    　スーラは自分が《流ながれし星ほし竜りゆう》の一部だと言っていた。今のスーラは《高ヴ次イ存ナ在ー》だということなのだろう。


    「でも……だからって会わない理由にはならないんじゃないですか?　アリッサは──寂しがっていました。たとえ人間じゃなくても、スーラがいればアリッサは……」


    　僕は《天使王ミトロン》の中で見た、幼いアリッサの姿を思い出しながら言う。


    「もちろんスーラもアリッサのことをとても大切に思っています。ですからウルト姉ねえ様に器を量産してもらい、陰ながらアリッサの生活を支えているのですよ。ジンさんも見たでしょう?　耕作や漁、家事をする灰色の人形を」


    「はい、僕も世話になりました……」


    　借り物の右腕に左手で触れながら頷うなずく。


    「あれは全てスーラの分身のようなものなんです。本来あの器──ドールはスーラが人間としての姿を忘れないために創られた依より代しろだから」


    　人形を操っているのはスーラ。それはホリィ＝ライトから既に聞かされていた。精神の形に合わせて姿を変える機能は、スーラのためだったのか。


    「……スーラは人形に入れば、本当に普通の女の子でした。生きているように振る舞うこともできたんじゃ──」


    「そうですね。《箱庭ガーデン》との時差を言い訳にすれば、年を取らないこともごまかせるかもしれません。でも、スーラはそれをしないでしょう」


    　悲しげにヴェルさんは目を伏せる。


    「何で……ですか?」


    「スーラは人間ではなく、《方はこ舟ぶね》のシステムであろうとしている。それはお父様から託された、何より大切な役割だから。スーラは優しすぎるのよ。仮にアリッサと親しくなり、《箱ガー庭デン》へ入れてくれと請こわれたら……スーラは揺らいでしまう」


    　スーラの優しさ──それは僕も知っている。スーラはたぶん、本当はとても……〝いい子〟なのだ。


    「システムが感情で動いてはいけない。そのことはスーラが一番よく分かっている。だからスーラはアリッサに……人間として関わらないの」


    　そうまでしてスーラは《方舟》のルールを守ろうとしていたのか……。愛いとしい姪めいに話しかけることもできず、ただ見守る日々。とても、もどかしかっただろう。声をかけたくて堪たまらなかったこともあるに違いない。でも、できなかった。物言わぬ人形を使って、アリッサの生活を支えるのが精一杯だった。


    　それほど辛つらい思いをしてまでシステムであろうとしたスーラ。でも、恐らく今、彼女は《方はこ舟ぶね》のルールに逆らっている。この前話したとき、僕はそれを確信していた。


    「スーラが……システムを止やめるなんてこと、ありえますか?」


    「──ないと思うわ。スーラがお父様の与えた役目に反するなんて考えられない。あの子はお父様のことが何よりも大事だから」


    　ヴェルさんが想像できないほどの理由。そんなものがあるのだろうか……。


    　自分の推測に自信がないわけではなかったが、スーラの考えまでは分からない。


    「お父様……ヒース＝ストーリングさんのことですよね。アリッサは彼のことを〝いない〟と言っていました。でもスーラがそれだけ拘こだわるなら──本当は〝いる〟んですね?」


    　スーラからはもう言げん質ちを取ったことではあったが、あえて訊たずねてみる。


    「ええ……ジンさんは本当に聡さとい方のようね。きっとスーラがあなたの前に現れたのは、見守るしかない自分の代わりに、アリッサを支えてほしいと思ったからでしょう」


    　本当は自分で推測し、この質問をしたわけではない。僕は居心地が悪く、笑ってごまかす。


    「えっと、あの、どうしてアリッサには嘘うそを?　何か会えない理由があるから──ですか?」


    「それもあります。ですが……アリッサにお父様のことを恨んでほしくなくて、私は嘘を吐つきました」


    「恨む……?」


    　いまいち話が飲み込めずに僕は眉まゆを寄せる。


    「アリッサがここ──《箱庭ガーデン》へ立ち入ることを許されていないのは知っていますよね?　あの子はそれに対し、疎外感を抱いているでしょう。いえ、絶望さえしているかもしれない。何な故ぜならアリッサは私たちよりずっと早く老いて……死ぬしかないのだから」


    「あ……」


    　この場所に立ち入れないということは、そういう意味を持つのだ。同じ時間を生きることができず、先に旅立つしかない孤独──。


    「こんなルールを定めたのは……アリッサに対する処置を決めたのはお父様なのです。もちろんそれには深い理由があります。私にも……責任があることです」


    　たぶんそれはヴェルさんの中に封印されていた《天使王ミトロン》の器が、アリッサに宿ってしまったせいだろう。ホリィ＝ライトはそうなることを知っていて子を儲もうけた。責任というならば、本来は奴にある。


    「アリッサには憎しみを抱く権利があるでしょう。でもそれは自分自身を苦しめるだけ。私はアリッサが心健すこやかに一生を送ることを望みました。だから恨むべき相手はいないのだと。これは昔から決まっていた方舟のルールなのだと……そう教えたのです」


    　まるで懺ざん悔げのようだった。ヴェルさんは僕から視線を逸そらし、とても辛つらそうな表情で唇くちびるを噛かむ。


    「──それでよかったと、思います」


    　我慢できずに、僕は告げた。


    　慰なぐさめようと思ったわけではない。本心からの言葉だった。


    「え……?」


    「アリッサは、わがままで無鉄砲で遠慮がなくて、ついでに暴力的だけど──すごく、かっこよくて、勇気があって、本当は優しくて、そんな……いいやつです。そういうふうに育ったのは、ヴェルさんのおかげだと思います」


    　はっきりと言い切る。ヴェルさんは最初びっくりしたような顔をしていたが、ゆっくりと花が咲くように微ほほ笑えんだ。


    「ありがとうございます……ジンさんのような人が現れてくれて、本当によかった。どうかアリッサの一生を──幸せなものにしてあげてください」


    　ヴェルさんは手を伸ばし、僕の両手を包み込むように握った。


    　ここはヴェルさんを安心させるために、しっかりと頷うなずくべきなのだろう。しかし僕の心に溢あふれたのは、申し訳なさと後悔だった。


    　すみません──僕はアリッサを守れなかったんです。


    　思わず、そう言ってしまいそうになる。


    　歯を噛かみ締めた僕を見て、ヴェルさんは慌てた顔になる。


    「あっ、ごめんなさい!　あなたの事情や気持ちも考えず、勝手なことばかり……。あなたもここで一生を過ごすことを、勝手に定められたというのに……」


    「いえ……いいんです。アリッサに出会えたことは──本当に感謝しています」


    　ジンの振りはできず、僕は自分の言葉で答える。


    「でも……僕には、アリッサを幸せにできるだけの力がありません。支えることすらできないんです」


    「ジンさん……?」


    「僕にできるのは──諦あきらめないことだけです。どれだけ実現不可能だとしても、僕はアリッサを諦めません。今、ここで誓えるのは……それだけです」


    　床とこに伏すヴェルさんの瞳ひとみを見み据すえて言う。


    　結果の伴わない思いなど、何の意味もない。ヴェルさんの望むアリッサの幸せには、全く結びつかない。


    　それは分かっていた。でもこれが、何の力もない僕の精一杯だった。


    　たぶん僕の言葉は脈絡がなくて、ヴェルさんは意味がよく分からなかっただろう。でも彼女は問い詰めるでもなく、満足そうに微笑んだ。


    「……ありがとうございます。それで、十分です。アリッサのこと、よろしくお願いしますね」


    「──はい」


    　今度こそ、ちゃんと頷うなずけた。こんな自分を肯定してもらえたから、頷くことができた。


    　由ゆ衣いと未み由ゆに会うことができたら、次は何とかして美み傘かさ市へ同行する方法を見つけようと心に決める。たとえエノクに勝つ手段がなくても、アリッサを取り戻すために全力で足あ掻がいてやろう。いや、足掻かずにはいられないんだ。それが──僕だから。


    　そのためには行動する必要がある。ヴェルさんとはもう少し話をしたかったが、僕は先へ進むために切り出した。


    「……あの、それでホリィさんはどこにいますか?　僕は彼に会う必要があるんです」


    「ああ、もしかしてお急ぎでしたか?　すみません、おもてなしをしてから呼びに行こうと思っていたのですが、こんな有様で……。主人は社殿にいるはずです。今朝から、瞑めい想そうをすると言って籠こもりっぱなしです」


    　瞑想、か。恐らくそれは外の人形を操るために力を使うカモフラージュだろう。


    　ホリィ＝ライトは肉体を捨てていない《高ヴ次イ存ナ在ー》だ。僕らと敵対していたときも、この場所に体を残し、精神体だけで暗躍していたはず。ヴェルさんは全く気付かなかったに違いない。ホリィ＝ライトが外界にいた時間は、恐らくここでは一晩にも満たなかっただろうから。


    「分かりました。じゃあ社殿へ行ってみます」


    　僕はそう言って立ち上がった。


    「もし時間があったら、もう一度顔を出していただけると嬉うれしいわ」


    「はい……帰る前に挨あい拶さつはするつもりです」


    　ゆっくり話をしている余裕はないだろう。だからそんなふうに答える。


    　まだ「お邪魔しました」というには早いと思い、僕は無言で頭を下げて部屋を出た。


    　玄関で靴くつを履はき、僕は真っ直すぐに社殿へ向かう。


    　太陽の日差しが眩まぶしい。だが《箱庭ガーデン》の外ほど暑くはなかった。ここはあの白いドームの内側。見上げる空が本物かどうかは分からない。


    　社殿は寂さびれた神社にあるような古びた建物だった。何か物足りないと思えば、賽さい銭せん箱ばこが見当たらない。参拝客など訪れないこの場所では無意味な代物なのだろうが、そのせいでひどく殺風景に感じられた。


    　しかしこの中にホリィ＝ライトがいる。


    　人形ではなく、本物の《求もとめし愚ぐ者しや》が。


    「……ホリィ＝ライト」


    　僕は社殿の前から低く呼びかける。


    「──入るがいい」


    　障子に閉ざされた社殿の奥から声が返ってきた。


    　僕は唾つばを飲み込み、靴を脱いで社殿へと上がる。恐る恐る障子を開くと、何もない部屋の中心で足を崩して座る男性を見つけた。


    　男は幾き何か学がく模様が描かれた和服を纏まとい、不敵な顔で僕を眺めている。目つきは鋭く、平安時代の貴族を思わせる容よう貌ぼう……見間違えようもない。かつて敵として相対したアリッサの父親──ホリィ＝ライトだ。


    「いったい……どういうつもりだ」


    　僕は声を荒くして、ホリィ＝ライトを睨にらみつける。


    「はて、何のことかな。この部屋の殺風景さが不思議か?　神体はここにいる我自身だよ。社やしろは自らを神格化する上で必要な装置さ。《高ヴ次イ存ナ在ー》としての我われを祀まつるのが、この神社の役割。なにぶん我はまだ人をやめていないのでな。こうでもしなければ、力が衰える」


    「そんなことを聞いているんじゃない!　僕をヴェルさんに会わせて……しかもジンとして振る舞わせて……何が目的なんだ?」


    「目的などと大層なものはない。単にヴェルが娘の近況を知りたがっておったのでな、その願いを叶かなえてやっただけのこと。汝なんじをジンだと騙かたった方が面倒は少ない。この程度、《箱庭ガーデン》への通行料だと思えば、安いものだろう?」


    　ホリィ＝ライトは悪びれる様子もなく笑う。


    「僕が真実を全部ヴェルさんに話すとは思わなかったのか?」


    「汝は真実が正義だと──嘘うそが悪だと信じる、偽ぎ善ぜんの賢けん者じやではなかろう?　自らの頭で考え、最善を見出だせる正しき愚者さ。悪戯いたずらにヴェルを傷つけることはせぬと確信しておったよ」


    「……お前に褒ほめてもらうために黙っていたわけじゃない」


    　憮ぶ然ぜんと言い返す。


    「分かっておる。しかしこれで、いかに我の願いがささやかであったか知れたであろう。ウルトが訪れなくなってから、ヴェルは娘のことをいたく気にしておってな。心労は体にも障さわる。ゆえに安心させてやりたかったのだよ」


    　安心──。ヴェルさんを気遣うような台詞せりふに腹が立つ。


    「お前はヴェルさんを騙だまし続けて……心が痛まないのか?」


    「自らの心が痛むから真実を話せと?　賢さかしい弱者の考えだな。あれは我が愛する女だ。望まぬ真実で傷つけはせぬ。その生涯を終えるときまで、我は愚かな嘘を吐つき続けよう」


    　ホリィ＝ライトは僕の言葉に一切揺らぐことなく、そう言い切った。


    「愛なんて言葉、よく口に出せたもんだ……。ヴェルさんも、アリッサも──利用したくせに」


    「我は《高ヴ次イ存ナ在ー》。精神の形が一つの存在として定まったものだ。いかに強い想いを抱こうと、在り方は覆くつがえせぬ。愚かな願いを追い求める道程でしか、愛することもできぬのだよ」


    「……理解、できないな」


    　僕は吐き捨てるが、ホリィ＝ライトはおかしそうに唇くちびるを歪ゆがめた。


    「はて、今の汝なら分かると思うのだが。在り方が想いを凌りよう駕がしているのは、汝も同じではないか」


    「な……」


    「何な故ぜ、汝なんじはここにいる?　自らの想いさえ裏切り、在あり方に突き動かされた結果ではないのか?」


    　否定できない。僕が未み由ゆの手を取れなかったのは、想いが足りなかったわけではない。アリッサと比べたわけでもない。僕の在り方が──許さなかったから。


    「汝の精神は、我われやスーラ──《高ヴ次イ存ナ在ー》のものに近い。とても人間らしくない。元々そのような気質だったのか、それとも魔術に頼る上で《高ヴ次イ存ナ在ー》と混じりすぎたのか……何にせよ、我は汝に共感できる。いや、同情か」


    　憐れん憫びんと、自じ嘲ちよう。その両方が混ざった笑みをホリィ＝ライトは浮かべた。


    「人間らしくない……ね。スーラにも似たようなことを言われたよ。だけど《高ヴ次イ存ナ在ー》に近いだって?　そんな大げさな話じゃない。僕は単に救いがたいほど頭が固いだけだ」


    「くく、そうよな。あくまで汝は人間。単に頑固者と呼ぶのが相応ふさわしいかもしれん」


    「……ああ、ただの頑固な人間さ。どうせならお前みたいな力があればよかったよ」


    　半なかば本気で僕は言う。するとホリィ＝ライトは目を細めた。


    「力など、所詮は程度の問題だ。赤子と大人の間にも、埋めようのない力の差がある。大人には容た易やすくとも、赤子には不可能であることは数え切れぬだろう。また、大人でもできぬことは山ほどある。それと同じ。我と汝の間にある力の差も似たようなものさ」


    「そうだな……お前だって、僕が一番に望むことは叶かなえられないんだしな」


    　エノクや連れん大だいに打ち勝って、全てを取り戻すこと。そのための手段を僕は何一つ持っていない。


    「ああ、力など基準次第。《高ヴ次イ存ナ在ー》は人間の上位者などではない。時に人間以下にも、対等にもなりえる、ただの存在。汝の望みの前では、我も等しく無力であるさ。それで力なき同胞よ、これからどうするつもりかな?」


    「由ゆ衣いと未み由ゆを捜しにいく」


    　約束を諦あきらめている由衣は止めなければいけない。


    　未由には──どうすべきなのか、自分でもまだ分からない。でも会わなければ始まらない。僕は未由を傷つけた上に、全てを背負わせた。このままではいられない。


    「ほう、捜しにいくとな。それは本気か?」


    　ホリィ＝ライトは何故か愉快そうに薄く笑った。


    「当たり前だ。そのためにここへ来たんだからな。期待はしてないけど、由衣たちがいる場所に心当たりはあるか?」


    「くくく……はっはっはっはっ!!」


    　堪こらえきれないといった様子で笑い始めるホリィ＝ライト。


    「何がおかしい?」


    「──いやな、汝なんじが今の情況に未いまだ気付いておらぬとは……あまりに意外でな。てっきりそのことで、いきり立っておるのだと思っていた」


    「僕が、気付いていない……?」


    　不吉な予感を抱いだく。ここに来て、いきなりヴェルさんと出会った。そのせいで確かに僕は現状を深く考えていなかった。僕は何を──見落とした?


    「至極当然の事実だよ。ここからはどこへも行けぬ。その現実さ」


    　ホリィ＝ライトは僕の疑問に答えを与える。呆あきれが混じった口調で。


    「どこへもって……」


    「くく──我われがここにいるという時点で想像できるだろうに……やはり汝は愚かよな。忘れたのか、我は《箱庭ガーデン》の隔離区画に幽閉されておるのだぞ?」


    　まさか──。


    　僕はハッとして、社殿の入り口を振り向く。この建物が──いや、この区画そのものがホリィ＝ライトの檻おりなのか?　だとしたら……。


    「お前っ!!」


    　僕はホリィ＝ライトに詰め寄る。


    　謀はかられた──僕は自ら檻の中へと飛び込んだのだ。


    「そうだ、ここは《箱庭ガーデン》の外と何も変わらぬよ。閉ざされ、どこにも行けぬ場所。外より狭い分、快適さでは劣るやもしれぬがな」


    　涼しい顔でホリィ＝ライトは笑い続ける。


    「僕を閉じ込めて……どうするつもりだ?」


    　悔しさを噛かみ締めながら訊たずねる。


    「閉じ込める?　何を言う、我は汝の《箱庭ガーデン》へ入りたいという願いを叶かなえただけだ。我の力では十全の結果に結びつかないことは分かっておったろう。我では望みを叶えるに足らないと、汝自身が言ったのだぞ?」


    「く……」


    　確かに僕は、《箱庭ガーデン》へ入ることしか願わなかった。そしてこの方法が唯一の手段であったのも事実。今さら悔やんでも意味がない。


    「我はこの場所から釣り糸を垂らし、釣り針にかかった汝を引き上げただけ。ゆえに他の場所へ導くことはできぬし、外へ送り出すことも叶わぬ。幽閉されている我にはこれが限界。もう汝の願いに助力はできぬ。ゆえに訊きいたのだ。これからどうするのかと」


    　ホリィ＝ライトは皮肉気な表情で僕を見上げる。


    「この区画から抜け出す方法は……ないのか?」


    「方法というものは、いつでもどこかにあるものだよ。肝心なのはそれを持っているかどうかだけだ」


    「屁へ理り屈くつはいい。どうなんだ」


    「少なくとも、我われには無理さ。外に出られる檻おりなど用を為なさぬだろう。檻の隙すき間まから手を伸ばせても、体は阻はばまれる。檻とはそういうものだ。汝なんじが出られるかどうかは、己おのれで試せばよかろう」


    　そう言ってホリィ＝ライトは社殿の入り口──その先にある鳥居を指差した。


    「鳥居の向こうに石段を見たはずだ。あれが出口。上っていけば、どこかへ辿たどり着けるだろうよ」


    「上る……?　下るの間違いじゃないのか?」


    　僕は覚えている。石段はずっと下へと続いていた。


    「いいや、上るしかないのだよ。ここは《箱庭ガーデン》の最下層。地下にある空間だ。どこへ行くにしても上を目指すしかない」


    「でも実際、階段は下にしか……」


    「この場所は〝逆さま〟なのさ。上が下になり、内が外になる。世界、流れを反転させることで擬ぎ似じ的てきに次元の境界を作り出し、我を外界から隔絶させるスーラの結界魔法だ。送還されてから、より強化され……始末に終えん」


    　忌いま忌まししげにホリィ＝ライトは顔を顰しかめる。


    「我がいかに力を使おうと、その大半を削り取られてしまう。《箱庭ガーデン》の付近に細い《道パス》を伸ばすのがせいぜいだ。次元の境界はすなわち《正しき法則》の壁。《高ヴ次イ存ナ在ー》という〝有り得ないもの〟は否定されるのだよ」


    　僕はその言葉を頭の中で噛かみ砕き、考える。ここにあるのは《高ヴ次イ存ナ在ー》を閉じ込めるための結界なのだろう。ならば──。


    「ただの人間なら……通れるってことか?」


    「くく、通れるさ。結界だけはな。その後、天井を歩けるというのならどこへでも行けよう」


    「あ……」


    　そうか、結界を抜ければ逆さまの世界は元に戻る。それまで地面だったものが、天てん蓋がいになってしまう。正しい重力に引かれて、僕は落ちていくしかないだろう。


    「理解したか?　すなわち人間でありながら空を飛べる者──魔術師しか、出入りはできぬのだよ。まあ術者であるスーラは例外だがな」


    　どうしようもない宣告に、僕は両の拳こぶしを握り締める。


    　手詰まりだ。僕にはこの場所を出る力がない。


    「くそっ!」


    　結局、待つことしかできないのだろうか。僕は、魔術師じゃないから……奇跡を起こすことができないから。


    「──いい表情だ。力なき者が覆くつがえせぬ現実に憤いきどおる瞳ひとみ……魔術を求める人間はいつもそんな顔をする。しかしそう焦あせるものではない。汝なんじにはまだ手段が残っていよう。自らの力で成し遂げられぬのならば他者の力を借りればよい。それが人間だ」


    「他者……」


    　言われて気付く。僕とホリィ＝ライトでは根本的に違う部分がある。この場所から出られないことは同じだが、僕は結界に阻はばまれない。ならば、魔術師に頼ればいい!


    「くく、ようやく思い至ったか。手間をかけさせるでない。汝には、あまり時間がないのだろう?　早く行け」


    　しっしっと追い払うようにホリィ＝ライトは手を振った。


    「お前、どうして……」


    　ホリィ＝ライトが僕に殺意さえ抱いていることは、城で対したときに感じ取っていた。僕に希望をちらつかせ、その後どん底へ突き落とすのが目的だったのかと……先ほどまで思っていた。


    「──汝以上に腹立たしい相手がいるのだよ。我われを欺あざむき、利用した男……我に拒こばみようのない〝役割〟を求めた魔術師がな。期待はしておらぬが、そやつに一ひと泡あわ吹かせられれば儲もうけものと思っただけだ」


    　思わず足が竦すくむ。それだけの鬼気をホリィ＝ライトは放っていた。


    「誰の……ことだ?」


    「答える必要もなかろう。分かっていることを問うでない。既にスーラは事を起こしたようだ。時間を無駄にしていると、取り返しのつかぬことになるぞ?」


    「────っ」


    　怒りと苛いら立だちの籠こもったホリィ＝ライトの眼まな差ざしに背を押され、僕は社殿を飛び出した。


    　ホリィ＝ライトさえ利用した男……そんな人間、仮にいるとしたら一人だけ。


    　──ヒース＝ストーリング。《方はこ舟ぶね》の主あるじ。


    　スーラにとって誰よりも大切で……なのに逆らおうとしている人物。その理由は未いまだ分からない。しかし不吉なことが起こる予感は、ホリィ＝ライトの言葉を聞いてより大きくなっていた。


    　スーラは由ゆ衣いと未み由ゆを必要としていた。いったい……何を始めたんだ?


    　それを早く知るためにも僕は急ぐ。向かうのは神社の奥にある木造家屋。


    　僕がこの隔離区画を脱出する唯一の方法がそこにある。


    　結界を越えられるのは人間だけ。結界より先に進めるのは空を飛べる魔術師だけ。


    　ならば魔術師に連れていってもらえればいい。それが僕にできてホリィ＝ライトにできないこと。


    　頼ることのできる魔術師はたった一人──ヴェルさんだけだ。


    　玄関の扉を開け、靴くつを脱ぎ、廊下を早足で進む。ヴェルさんの部屋の前まで来ると僕は立ち止まり、障子の向こうへ呼びかけた。


    「すみません──入って、いいですか?」


    「あ、ジンさんですか?　どうぞお入りになってください」


    　僕は「失礼します」と言って障子を開ける。ヴェルさんは布ふ団とんから体を起こしていた。熱は引いたのか、顔色が良くなっていて僕は少し安心する。


    「思ったよりも早かったですね。主人への用事は終わったのですか?」


    「はい、それで……お願いがあるんです」


    　あまり体調の芳かんばしくないヴェルさんに頼み事をするのは気が引けたが、躊躇ためらいを振り切って頭を下げる。


    「僕を、この区画の外まで連れていってください」


    　ヴェルさんは面食らった表情を浮かべた。当然、か。ヴェルさんにとっても《箱庭ガーデン》は部外者が勝手に歩き回れる場所ではないはずだ。歓迎してくれたのは僕がホリィ＝ライトの客人だと聞かされていたからだろう。


    　言い訳はたくさん考えた。自分をジンと偽ったまま嘘うそを重ねるのは心苦しかったが、手段は選んでいられない。


    　しかしヴェルさんは何の質問もしてこなかった。丸くしていた目を細め、じっと見つめてくる。それはアリッサが僕の気持ちを見定めようとするときの仕草に似ていた。だから目を逸そらさずに、真っ直すぐヴェルさんを見つめ返す。


    「──分かりました」


    　そして数秒後、にっこり微ほほ笑えんだヴェルさんはそう頷うなずいたのだった。
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    　靴くつの裏で踏みしめ、一段ずつ下っていた石段が──ぐるんとひっくり返って天井になる。


    　それはまるで無重力空間に投げ出されたかのような感覚だった。


    　だが、束の間の浮遊感はすぐに消え、僕の体は空へ落下を始める。


    　しかし恐怖は覚えなかった。僕の左手は空を飛べる魔術師と繋つながっていたから。


    「──彼方へ運ぶ風フアラウエイ」


    　優しい、力ある言葉が響く。


    　風が僕を包み込み、重力の頸くび木きから解放する。


    「じゃあ、行きますよ?」


    　僕の手を取り、微笑む魔術師──ヴェル＝クラノ＝ストーリング。彼女は今、アリッサと全く同じ法ほう衣いを纏まとって、宙に浮かんでいた。


    「本当に……よかったんですか?」


    　逆さまの階段に沿って飛行するヴェルさんに僕は訊たずねる。


    「何がですか?」


    　前を向いたまま問い返すヴェルさん。


    「理由も聞かずに区画の外へ連れていってくれるなんて……」


    「訳わけを聞いたところで、ジンさんは嘘うそを吐つきそうでしたから」


    「へ……?」


    　絶句する。ヴェルさんは僕に柔らかな眼まな差ざしを向ける。


    「転移魔術でここへ招かれた様子でしたのに、同じ方法で帰らないのは変だとは思いますよ。ですが本当のことを話してくれないと分かっている人を問い詰めるのは、意味がありません」


    「そこまで察していて……どうしてですか?」


    「私は理屈よりも直感を信じるんです」


    　ヴェルさんは表情に茶ちや目めっ気を覗のぞかせて、そう言い切る。


    「ちょ、直感?」


    「はい。ジンさんは、アリッサのことを諦あきらめないと言ったときと同じ顔をしていました。だから必要なことなのだと、そう思っただけです」


    「そ、そんなのでいいですか?　僕はその──既にいろいろ……嘘をついているんですよ」


    　思わず口にしてしまう。


    「ふふ、嘘と本当の見分けぐらいつきますよ。主人の方があなたよりずっと嘘つきですから」


    「え……それって──」


    「主人と寄り添うことを決めたとき、ウルト姉ねえ様には反対されました……あいつは信用ならないって。私も主人の言葉が嘘に塗まみれているのは知っていました。でも──主人には私が必要なのだと、本当に愛してくれているのだと、そう直感で理解していたから反対を押し切ったんです」


    　ヴェルさんはホリィ＝ライトにただ騙だまされているのではない。嘘の中にあるわずかな真実を信じているのだ。


    「──なんか、やっぱりアリッサのお母さんですね」


    　苦笑して呟つぶやくと、ヴェルさんは興味深そうな顔をした。


    「どういうことかしら?」


    「感覚的なところとか、大事なものをちゃんと見抜くところとか……中身がそっくりです」


    「そう──何だかすごく嬉うれしいわ」


    　声を躍らせてヴェルさんは笑った。


    　飛行速度がわずかに上がったような気がする。


    　そのせいか、どこまでも続くと思われた逆さまの階段は呆あつ気けなく終しゆう端たんを迎えた。いや、よく見ればここで終わりではない。逆方向に折れ曲がっている。今度は足で上ることのできる正常な階段になって、ずっと上へとのびていた。


    「ここまででいいかしら?」


    　階段へと降り立ち、ヴェルさんは問う。その額ひたいには汗が滲にじみ、顔色も少し悪くなっていた。


    「はい。無理をさせて……本当にすみません。《方はこ舟ぶね》のルールに沿わないことでもあったはずなのに……」


    　深々と頭を下げて感謝を示す。


    「いいんですよ。たまには無理をしたいときもあります。実を言えば、私もあの区画を勝手に出てはいけなかったの」


    「え……それは、どうして?」


    「私には、主人と共に為なさねばならない〝役割〟があるのです。それを果たすまで、私は存在し続けなければいけません。仮に私が病で死んでも魂を留とどめておくための結界。それがあの区画なの」


    「な……」


    　言葉を失くす。あの場所はホリィ＝ライトを閉じ込めておくためだけのものではなかったのか……。そういえばホリィ＝ライトも役割がどうとか言っていた。


    「そこまでして果たさなきゃいけない役割って……何なんですか?」


    　問いかけるとヴェルさんは困ったような表情になる。


    「ごめんなさい、そこまでは話せないわ。それに予定では、私が役割を果たすべき時はまだしばらく先。残酷だけれど、そのときにあなたはもう生きていないでしょう……」


    「……そう、ですか。すみません、立ち入ったことを訊きいてしまって」


    《方舟》の予定。気にはなったが、部外者の僕がこれ以上の情報を得ることはできそうになかった。


    「いいのよ、私の口が軽いのがいけなかったの。気になるのは当然ね。今、ここでは話せないけど……もしも予定が早まれば、あなたが知るときも来るかもしれない。そうね……そうなれば……いいわね」


    「え?」


    「だって役割を果たせば、私はアリッサと共に生きて、人間として死んでいけるから。叶かなうならアリッサが私より年を取る前に、もう一度会いたいわね」


    　そう言ってヴェルさんは一瞬だけ切なげな表情を浮かべたが、すぐに明るい笑顔を作る。


    「さあ……そろそろ戻らないと。もしもウルト姉ねえ様やスーラに気付かれれば怒られてしまうわ。ジンさんも見つからないうちに、早く」


    「はい……」


    　促すヴェルさんに頷うなずく。他には何も言えなかった。エノクの行動によって、《方舟》の計画は恐らく早まっている。しかし僕は聞いた。スーラは《方舟》本来の計画から逸いつ脱だつしようとしていると。だからヴェルさんはまだ何も知らされていないのだろう。アリッサが捕らえられている以上、「必ず会える」なんて言葉も口にできない。


    「……本当に、助かりました。お体に……気をつけて」


    　心から、告げる。たぶんヴェルさんは、明日の命も分からない病状なのだ。だからこそ、あの場所で暮らしている。


    「お礼なんて、いらないのよ。今、私はアリッサのために何もできないから。娘を大切に思ってくれるジンさんの力になれて嬉うれしかった。それで十分」


    「──ありがとうございます」


    　僕はもう一度頭を下げて、階段を上り始める。


    　しかし十段ほど上ってから足を止めた。振り返るとヴェルさんは階段の縁で僕を見上げていた。


    　やっぱりダメだ。どうしても一つだけ、嘘うそを吐ついたままでいたくないことがある。


    「ヴェルさん!」


    「何かしら?」


    　呼びかけると彼女は微ほほ笑えんで首を傾かしげた。


    「──ジンというのは、僕の名前じゃありません」


    　意を決して告げる。


    「……そう、本当の名前はなんとおっしゃるの?」


    　驚いた様子もなく問いかけてくるヴェルさん。彼女には嘘というものが、根本的に意味を為なさないのだろう。僕はそんなふうに感じながら、自分自身の名を言った。


    「啓けい介すけです。遠とお見み、啓介」


    「ケースケさん、ですか」


    「はい」


    　ヴェルさんの「ケースケ」はアリッサと同じイントネーションだった。ウルトさんやスーラは「ケイスケ」と呼んだのに。


    　偶然だろうか、それとも母娘だからだろうか。どちらか分かるはずもないが、心の奥が少し震えた。


    「ふふ、ケースケさんは……主人とよく似ていますね」


    「似てる?　僕が……ですか?」


    「ええ、嘘つきな主人ですけど、一つだけ──私だけに教えてくれたことがあるんです。それが、本当の名前」


    「そうなんですか……」


    　複雑な気持ちで頬ほおを掻かく。正直、あまり嬉うれしくはない。


    「たぶん、ケースケさんは主人と同じような矛む盾じゆんを抱えているんでしょうね。きっとそれは自分自身を苦しめ続ける類たぐいのもの」


    「っ……!?」


    　胸中を言い当てられ、僕は驚く。


    「でも、大丈夫。あなたは歪ゆがんでいるかもしれないけれど、間違ってはいない。主人を愛した私が、保証するわ」


    「あ……」


    　胸の支つかえが、少しだけ取れた気がした。僕自身でさえ、異常だと、破は綻たんしていると忌いんでいた僕の在あり方。それを初めて肯定されたから。


    「ケースケさん、アリッサのことをよろしくお願いします」


    　そしてヴェルさんは、頭を下げる。先ほどの僕みたいに。


    「──はい」


    　意外なほど自然に、返事はできた。


    　アリッサは捕らわれてしまっているのに。アリッサのことを助ける力はないのに。


    　だとしたらこれは嘘うそだろうか。でも、後ろ暗さは感じない。


    　僕は前を向き、もう振り向くことはなく階段を上っていく。


    　胸の内に何か、熱いものが灯ともっていた。それが石段を蹴ける足に力をくれていた。


    　ああ、そうか。できるかできないかじゃない。僕は──託されたんだ。


    　先が見えない階段を上り続けながら、気付く。


    　左胸に手を当てる。


    　ここにあるのはヴェルさんの思い。僕と重なる、アリッサへの思い。


    　だからこんなに熱いのだ。


    　現状ではアリッサを助けにいくことすら、僕には難しい。近くにいる由ゆ衣いと未み由ゆの手も掴つかんでいられない。


    　でも、諦あきらめはしない。何一つ、誰一人、諦めない。


    　それが僕の──在り方。こうあるしかない、生き方。


    　ヴェルさんが認めてくれた、僕の形だった。


    



    



    　階段を折り返したことで逆さまの空は見えなくなり、周囲を囲むのは岩の壁。


    　壁面には幾き何か学がく模様が描かれており、薄うっすらと発光している。おかげで石段に躓つまずくことはない。だが模様の明かりは弱々しく、階段の彼方を照らすには至らなかった。


    　カツン、カツンと自分の足音が反響する。まるで後ろから他の誰かがついてきているようにも聞こえて不気味だ。ちらりと後ろに視線を向けても、当然誰もいない。


    　無駄な想像を振り払うため、僕はここがどの辺りに位置するか考える。


    　先ほどの隔離区画が最下部だとホリィ＝ライトは言った。ならば見えていた空は《箱ガー庭デン》の内壁だろう。そこからずいぶんと上に上った。そろそろ地上に出てもいい気がする。


    　外から見た限り、《箱ガー庭デン》のドームは野球場ぐらいの大きさだった。ならば隔離区画がとんでもない深さにあるとは考えにくい。


    　──ずぅぅぅーん……。


    　そのとき、地響きが聞こえた。遅れて地面が揺れる。


    「……何だ?」


    　転びそうになり、慌ててしゃがんだ僕はパラパラと小石が落ちてきた天井を見上げる。


    　──どぉぉぉーん……。


    　今度は爆音のような音が遠くから聞こえ、再び通路が振動した。


    　上だ。何かが上で起きている。


    　僕は立ち上がり、階段を急いで上り始める。振動は断続的に続き、そのたびにバランスを崩しそうになるが這はうようにして先へ進んだ。


    　闇やみに覆おおわれていた階段の先に一点の光が生まれる。光に近づくにつれ、音と揺れは大きくなっていった。


    　走ることで高鳴る心臓が、焦しよう燥そうを含んでさらに早はや鐘がねを打つ。


    　光の向こうで、確実に何かが待ち構えている。


    　それは僕にとってどんな意味を持つ現実だろうか。由ゆ衣いに関係することか、未み由ゆに関係することか、それともスーラに関係することか──もしくは他の何かか。


    　過程か、結果か。僕が干渉できることなのか、近づくことも許されないことなのか。


    　分からない。急いだところで、僕にはどうにもできない事態かもしれない。


    　でも休むことなく、光を目指した。


    　ドゥゥン‥…!!


    　一ひと際きわ大きい振動。階段の先に見える光が一瞬、赤く染まった。そして肌が焼け付くような熱い風が吹き抜ける。


    　これは、まさか──。


    　僕は一つの予感を抱きながら、光の先へ飛び込んだ。景色が広がる。


    　そこはまだ地上ではなく、半径二十メートルほどの地下空間だった。半球状の天井にはびっしりと幾き何か学がく模様が描かれていて、強い光を放っている。


    　ここはどうやら複数の通路が合流するターミナルのような場所らしい。僕が出てきた道の他にも、たくさんの入り口が見える。上に続く道を見つければ、恐らく地上に出られるだろう。


    「何で……」


    　しかし、そんなことはどうでもよかった。僕にとってはその場所の中央で向かい合う二人の方がもっと重要だった。


    　炎の剣を携たずさえた黒髪の少女と、幾き何か学がく模様の法ほう衣いを纏まとう金髪の女性。


    　二人の周囲は焼け焦こげ、ひび割れ、抉えぐれ、壮絶な様相を呈ていしていた。


    「未み由ゆ……ウルトさん……?」


    　信じられずに呻うめく。十メートルの距離を置いて睨にらみ合い、戦闘態勢を取っているのは僕のよく知る人物。未由の横顔を見て胸が痛む。最後に見た悲しい笑顔を思い出す。


    　二人は僕が姿を現したことに気付かないほど、互いに集中し、隙すきを窺うかがっていた。


    　未由は炎の剣を無造作に携え、ゆっくりとした足取りで距離を詰めていく。ウルトさんは肩で息をしながら、近づく未由に片手を翳かざした。


    「やめ──」


    　空気が張り詰め、弾ける気配を感じ、僕は叫ぼうとする。


    　だが僕の声を掻かき消すように、ウルトさんが《起動言語トリガー》を鋭く告げた。


    「堕ちる雷帝ルインマナク!」


    　バチッと空間に火花が散り、生じたプラズマが竜の形に編み上げられる。ウルトさんを取り巻くように構築された雷の竜は牙きばを剥むいて未由に襲いかかった。


    　素早く横へ飛び、攻撃を回避する未由。しかし竜は稲妻の速度で向きを変え、未由を追尾する。回避動作の途中にある未由に逃のがれる術すべはない。


    「──怒りの炎ヒユアリブレイズ」


    　しかし未由は眼前に迫った竜へ指先を突きつけ、鋭く囁ささやいた。


    　赤い巨大な炎弾が竜と激突し、爆発する。僕のところまで届いた風は肺が焼かれそうなほど熱を含んでいた。目を開けていられない。声を出すこともできない。


    　息を止め、腕で顔を庇かばい、風が過ぎ去るのを待つ。肌がヒリヒリと痛んだ。


    　どうして二人が戦っているんだ?　敵対する理由なんて何もないはずだろ?


    　頭の中は疑問で溢あふれかえり、ぐちゃぐちゃだった。今すぐでも二人に駆け寄り、戦いを止めたい。しかし爆風で近づくことすら叶かなわない。


    　なんて……無力なんだ。


    　風が収まり、僕が腕を下げたとき、戦いの形勢は決まっていた。


    　爆発の衝撃で仰のけ反ぞった雷の竜。その懐ふところに飛び込んだ未由は炎の剣を一いつ閃せんさせる。


    　胴体を分かたれて、竜は火花へと還かえった。魔術を壊された反動か、ウルトさんは苦しそうに頭を押さえた。


    　その隙を見て、未由はたった一度の踏み込みで十メートル以上あったウルトさんとの距離を零ゼロに縮める。人間離れした身体能力──混血の力。


    　そんなスピードにウルトさんが対応できるはずもない。未由を目の前にして、ウルトさんは口を開く。


    　恐らく魔術を使おうとしたのだろう。けれど声を出す間もなく、未由は左手でウルトさんの喉のどを掴つかみ上げた。


    「かはっ!?」


    　音になったのは《起動言語トリガー》ではなく、空気が漏もれたような喘あえぎだけ。


    　未み由ゆは片手でウルトさんの気道を締め上げながら、静かに言葉を発する。


    「──もう、止やめてください。今のウルトさんじゃ、私に勝てません」


    　ウルトさんは未由の手を引き剥はがそうとするが、びくともしない。だが表情から戦意を消さず、ウルトさんは未由を睨にらみ付けた。


    　未由は困った顔になる。


    「どうすればいいのかな……私、上う手まく人を気絶させる方法なんて知らないんです。《嘆なげきし魔ま王おう》の魔術は、殺すか壊すか、どちらかだし……。もう少し息をできなくしたら、意識を失ってくれますか?」


    　ぎりっと未由の手に力が籠こもるのが分かった。ウルトさんの顔が蒼そう白はくになる。


    　──僕は何をやってるんだ!　止めなきゃいけないだろ!!


    　もう動けたはずなのに、ただ見ているだけだった。我われに返った僕は大きく息を吸って叫んだ。


    「未由っ!!」


    　びくっと未由の体が震え、視線がこちらを向く。少しだけ手の力が緩ゆるんだのか、ウルトさんの顔色が元に戻った。


    「啓けい介すけくん……?」


    「未由、どうしてウルトさんと戦ってるんだ!　どうしてこんなことになってるんだよ!?」


    「何で……ここに?」


    　僕の質問には答えず、未由は驚いた顔で訊たずねてくる。


    「説明は後でする!　それよりウルトさんを離してくれ!　それ以上首を絞めたら気絶じゃすまないかもしれない!」


    「──そうしたいけど、ちょっと無理かな。声が出せるようになったら魔術を使われちゃうよ」


    　申し訳なさそうに未由は首を横に振る。


    　確かにウルトさんは隙あらば噛かみ付きそうな形ぎよう相そうだった。二人は今、敵同士。それは動かしがたい事実だと思い知らされる。


    「何のために……ウルトさんと戦うことになったんだ?」


    「私が《箱ガー庭デン》へ来た理由も、戦う理由も、たった一つだよ」


    　思い出す。未由は僕のために──僕の望みを代わりに叶かなえるために、《箱ガー庭デン》へ入っていったのだ。


    　その望みとは、皆を助けにいくこと。僕の大切な人全員を取り戻すこと。


    「──ウルトさんが、その邪魔をしたってことなのか?」


    　それは考えたくないことだったが、他の動機は思いつかない。


    「うん……一応、そういうことになるのかな」


    「一応?　どういう……意味だ?」


    「ウルトさんのやろうとしていることも、たぶん啓けい介すけくんにとって間違いじゃないの。だけど、こうすることの方が啓介くんの望みに近いと思って──ウルトさんと戦った」


    　未み由ゆはウルトさんの首から手を離さないまま、僕を見る。その表情にはわずかな迷いが見て取れた。


    「だから、啓介くんの考え次第で、ウルトさんと戦う理由はなくなるかもしれない。けど、啓介くんには答えが出せないことだとも思う……」


    「言ってることが分からない!　未由、僕次第で戦わなくてよくなるなら、何が聞きたいか教えてくれ!」


    　僕は未由に近づきながら、そう促す。


    「……アリッサさんに、冬ふゆ上がみさん、陽ひ名なさんに、ツグミさん。それに山やま崎ざきくんと宮みや島じまくん。ううん、もっと……美み傘かさ市にいる全員──」


    　躊躇ためらいがちに未由は喋しやべり始めた。


    「美傘市の……全員?」


    「そう、それと──由ゆ衣いちゃん一人」


    　ひどく辛つらそうな顔を見せて未由は言葉を絞り出す。


    　美傘市にいる人々と由衣、それがどうしたというのか。


    「啓介くんは、どっちが大切?」


    「──え?」


    　何を問われたのか、分からなかった。


    「美傘市の人たちと、由衣ちゃん。どちらかしか選べないの。どちらかのためにしか戦えないの。だから──どっち?」


    　未由はまるで僕に助けを求めているようだった。縋すがる眼まな差ざしで答えを求める。


    「そ、そんなの……」


    　選びようがない。いや、何で選ばなくちゃいけないんだ?


    「ぐっ……」


    　そのとき、首を絞められているウルトさんが呻うめいた。同時に纏まとっている法ほう衣いの幾き何か学がく模様が輝き出す。


    「ウルトさん、何を──」


    　未由が警戒の眼差しを向けるのと同時に、膨ふくれ上がった光が弾けた。衝撃波を伴った小さな爆発。僕の体が宙に浮き、数メートル吹き飛ばされる。


    「……っ!」


    　背中を打ちつけ、息が詰まる。見れば未由もウルトさんから離れた場所に転がっていた。


    「かはっ、けほっけほっ──」


    　咳せき込むウルトさんの法ほう衣いは半分ほどが破け、半はん裸ら状態だ。あの服は魔術衣。それを自ら破裂させたのだろう。


    　未み由ゆは素早く起き上がると、険しい顔でウルトさんに剣を構える。


    「けほっ……もう、止やめなさい。街かユイ、どちらかを選ぶ?　そんな選択、初めから存在しないのよ。結果はもう、決まっている」


    　ウルトさんは掠かすれた声で言い、ちらりと僕を見る。


    「ケイスケ、ミユを説得して。このままじゃ、ユイは無駄死にするわよ」


    「なっ──」


    　驚いて未由に目を向ける。


    「スーラさんは、勝算があると言いました。由ゆ衣いちゃんなら何とかできると」


    　しかし未由は動揺することなく答えた。スーラ?　どうしてここでスーラが出てくる。由衣の話をしているのではなかったのか?


    「二人とも、いったい何の話をしてるんだ!　状況が全く分からない!　説明してくれよ!!」


    　床に拳こぶしを叩たたきつけ、僕は叫んだ。


    　ウルトさんは未由へ視線を戻し、身構えながら口を開く。


    「分かりやすく言うとね、ケイスケ──」


    　とても苦々しい表情。口調に後悔を混ぜて、ウルトさんは言葉を続けた。


    「スーラは方はこ舟ぶね──ううん、お父様……ヒース＝ストーリングに反旗を翻ひるがえしたのよ。ユイと一緒にね」


    



    
      ＊

    


    



    　発光する幾き何か学がく模様が薄うっすらと照らし出す急な階段。そこを一人の少女と、巨大な狼が上っていく。少女は白と黒を基調にした法衣を纏まとい、狼は黒い毛皮を薄うす闇やみに同化させていた。


    「ユイちゃん、本当にいいの?」


    　少女が、狼に訊たずねる。


    『──もう何度目だろうね、その質問』


    　狼は苦笑の気配を混ぜて、答えた。


    「だって……この先に辿たどり着けば、もう引き返せないから。どういう結果になっても、ユイちゃんは──」


    『いいよ、って何回も言ったよ。あたしは嬉うれしいの。もしあたしが〝こんなふう〟にならなかったら、この役割はお兄にいちゃんが果たそうとしたはずだもん』


    「どうだろ……仮に右腕が彼の元にあったとしたら、スーラは協力を求めなかったかもしれないよ。彼は──生きている人だから」


    『スーラさんは優しいね。でもお兄ちゃんなら、スーラさんが頼まなくても自分でこの役割を見つけちゃったと思う。だからやっぱり、あたしでよかった。怖くなんてないよ。まだ生きている大切な人を守れるなら……。スーラさんも一緒だよね?』


    「そうだね……スーラたちは同じだね」


    　少女はどこか寂しそうに頷うなずいた。


    『うん、あたしたちは同じ。もう〝終わって〟いるの。だからこそ、できることがあるんだよ。やらなきゃいけないことが、あるんだよ』


    　黒い狼はそう言って、階段の先を見み据すえる。光が見えていた。


    　少女と狼は、並んで終わりを目指す。二人にとっての──終しゆう端たんを。
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     第四章　方舟の主、英雄の涙


    



    
      １

    


    



    　スーラが《方はこ舟ぶね》のルールに逆らっていることは知っていた。


    　しかしまさか、ここまでの事態になるとは思っていなかった。


    　反旗を翻ひるがえした?　スーラが?　由ゆ衣いと一緒に?


    「どうして……そんなことを?」


    　僕は未み由ゆと対たい峙じするウルトさんに訊たずねる。


    「お父様とは違う計画を実行するためよ……」


    「計画?」


    「方はこ舟ぶねは、異界化した美み傘かさ市そのものを敵と定め、殲せん滅めつする準備を始めていた。それは方舟が千年間準備していた計画を動かすことでもある。これはもう、私にも覆くつがえせないこと。お父様が下した決定だから」


    「そん、な……」


    　あまりのことに僕は言葉を失くす。《方舟》としてはそれが当たり前。スーラもそう言っていた。でも別の方法を模索していると教えてくれたのに。いや、それ自体が《方舟》への反抗なのか。


    「スーラは……街にいるアリッサたちを守るため、ヒース＝ストーリングに逆らったんですか?」


    　僕が問うとウルトさんは首を横に振る。


    「いいえ、それはむしろユイとミユがスーラに協力した理由でしょう」


    　ウルトさんの言葉を確かめるため、未由へ視線を向ける。


    「うん、話を聞かされたら……私も頷うなずくしかなかった。スーラさんは美傘市そのものを敵にするんじゃなくて、《天使の欠かけ片ら》を持つ人間だけを倒そうって言ってくれたの」


    　未由は炎の剣を下ろさないまま、僕に言う。


    　確かにそれができれば理想的だ。方法があるのなら、僕も絶対にそちらを選ぶ。


    「でも、その方法自体がスーラの目的じゃないでしょ?　言い方は悪いけど──スーラはアリッサとお父様なら、お父様を選ぶわ」


    　ウルトさんが鋭い視線を向けながら未由に問いかけた。


    「……私も、スーラさんが本当に望むことは知りません。でも、確かにスーラさんが提案した方法は、あくまで交換条件でした」


    「交換条件?」


    　僕が眉まゆを顰ひそめて呟つぶやくと、未由は僕に視線を移す。


    「うん……スーラさんはこの方法を取る代わりに、由衣ちゃんに協力してほしいって頼んでいたの。詳しい内容は話してくれなかったから、分からない。でも結果として由ゆ衣いちゃんは消えることになる。それだけは教えてくれた」


    　由衣が──消える?


    「だから……だから、聞いたのか?　街の人たち全員か、由衣、どちらが大切かって?」


    　震える声で訊たずねる。


    「そうだよ。ごめんね──啓けい介すけくん。絶対に選べないって分かってたのに」


    「それは……」


    　否定できない。でもこの選択まで未み由ゆに押し付けていいのか?　僕の代わりに未由は選んで、それであんなに苦しい顔をしてたんじゃないのか?


    　未由は僕のために戦ってくれている。ならば決めるのは僕の役割──いや、義務であるはずなのだ。


    　僕は未由に対して、何かを返したかった。それがここへ来た目的の一つ。


    　言こと伝づてで未由が返した「ごめんなさい」。謝るのは僕の方だと、報むくいるのは僕だと思ったから、もう一度会わずにはいられなかった。


    「由衣ちゃんは、自分がどうなってもいいから、街の皆を助けたいって言ってたよ。お兄にいちゃんの大事なものをあたしが守るんだって──だから私は迷ったけど〝こっち〟を選んだの」


    　未由は自分の手にある炎の剣に視線を落とし、表情を隠す。


    　ウルトさんが促すように僕を見た。未由を止めろと言いたいのだろう。


    　分かってる。こんな状況が間違っているのは分かってる。


    　でも、未由を止めるということは、由衣を選び、街の人たちを救う道を閉ざすということ。


    　そう考えると足が動かない。僕はまた在あり方に縛られている。


    　選べないまま、せめて何かを伝えなくてはと未由を見る。


    　悲壮な覚悟を背負い、ウルトさんへ剣を向ける未由がそこにいた。


    「あ……」


    　僕は、何をやってるんだ。何を勘違いしてたんだ。


    　未由を止めるか止めないか、それが選択?　ふざけるな、そんなの違うだろ!


    　これは未由が苦しむことじゃない。未由に選択の結果を押し付けるなんて前提が間違ってる!


    　僕は未由に向かって歩ほを進めた。


    　足は動いた。動く足は、僕の体を前に運んだ。


    　未由が顔を上げ、驚いたように僕を見る。炎を纏まとう剣の熱が、肌をチリチリと焼いたが構わない。


    　僕は未由の横まで来ると、手を伸ばす。


    「やめて!」


    　だが指が届く寸前、未み由ゆはハッと目を見開き、顔色を変えて拒絶の言葉を叫んだ。


    「……未由?」


    「やめて、啓けい介すけくん。〝私の望むこと〟をしないで……。ごめん……本当に、ごめんなさい。私はきっと、また啓介くんを〝支配〟したの。私が迷って、答えを啓介くんに求めたから」


    「──そんなことない。もう〝支配〟の効力なんて消えてるはずだ。血を飲んでから、一週間も経っているんだから」


    　ほんのわずかに動揺したが、僕は否定する。しかし未由は首を横に振った。


    「でも啓介くんが、この選択に答えを出せるわけがないの。だから──」


    「違う。僕は選ぼうとしてるわけじゃない。未由の言うとおり、由ゆ衣いか街かなんて僕は絶対に選べない」


    「え……?　なら、何を?」


    　ぽかんとする未由。だから僕は言葉と行動で示す。


    「ただ、謝りたかっただけだ」


    　そう言って、未由の頭を胸の中に抱き寄せた。


    「ごめん──ありがとう」


    「啓介……くん?」


    　未由の剣が火の粉に変わり、消失する。


    「未由を戦わせて、ごめん。未由に選ばせて、ごめん。僕の望みを背負おうとしてくれて……ありがとう。でも、もういいんだ。全部、僕がやることだから。力が足りなくても、人に任せちゃいけないことだった──」


    「……っ」


    　僕の背中に手を回し、未由は額ひたいを僕の胸に押し付けた。


    「けど、こんなに偉そうなことを言っても、いくら考えても……僕は街の皆と由衣のどちらかなんて選べない。両方を失わないですむ選択肢……そんなのないのかもしれないけど。それを探したい。それじゃ……ダメかな?」


    　癖のない未由の黒髪を撫なでながら、問いかける。


    　未由はふるふると首を横に振った。


    「ダメじゃない。でも……今のも、私が欲しかった言葉だった。だからやっぱり──」


    「〝支配〟しているかもしれないから、信じられないか?」


    「……うん」


    「確かに僕も支配されていないなんて、今は証明できない。でもすぐに分かるはずさ。僕はワガママだから、きっと未由の意に沿わないことをすると思う。そのときに……信じてくれ」


    　未由は僕の胸に額を押し当てたまま動かなかったが、やがて小さく頷うなずいた。


    　それを確かめて、僕はウルトさんに目を向ける。


    「ウルトさん、僕はスーラと由ゆ衣いにきちんと話を聞きたいです。スーラが本当に望んでいるのは何なのか。由衣はどうして犠ぎ牲せいにならなきゃいけないのか。それを確かめたいんです」


    　指の痕あとが残った首をさすっていたウルトさんは、苦笑を浮かべる。


    「いいわよ。どうせ私はスーラを追いかけなきゃいけないし、一緒に来なさい。今の私はスーラに《流ながれし星ほし竜りゆう》へのアクセスを阻そ害がいされて、全力で魔術が使えないのよ。ケイスケがいれば助かるわ」


    　あのウルトさんが未み由ゆに圧倒されていたのは、そういう理由だったのかと納得する。


    　ん──でも、僕がいると助かる?　どういうことだ?　未み由ゆの間違いじゃないのか?


    「えっと……ウルトさん、戦力的には僕、足を引っ張るだけだと思うんですが」


    「何言ってるのよ。ケイスケには《魔狼フエンリル》があるじゃない。《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術はスーラにとって天敵みたいなもの。ケイスケがいれば戦うまでもなく決着がつくわ」


    　思わずポカンと口を開ける。腕の中の未由も顔を上げ、訝いぶかしげな表情を浮かべていた。


    「ウルトさんこそ……何を言ってるんですか?　僕の右腕はエノクに切り離されて──」


    　僕らを転移させたのがウルトさんなら、僕に右腕がないことは知っているはずだ。


    「そう、だから一緒に運んだんじゃない。ちゃんと動いているみたいだし、上う手まく繋つながったんじゃないの?」


    　ウルトさんの方も不思議そうな顔をして、僕の右腕を指差す。


    　噛かみ合わない。何かが決定的にズレている。


    「ま、待ってください!　運んだって何をですか?」


    「だから、その腕よ。私が転移するときに連れてきたのは、ケイスケと未由、それにケイスケの右腕なんだから」


    「僕の……右腕?」


    　想像すらしていなかった事実に頭が混乱する。


    「転移時、校舎の屋上にいたのはケイスケとミユだけ。でもケイスケの右腕も転がっていたから、転移対象に含めたのよ。だから《箱ガー庭デン》の中で目覚めて、狼の姿になったユイを見たときには驚いたわ」


    「由衣を、転移させていない?　本当ですか?」


    「ええ、少なくとも私は認識していなかった。だからスーラが何かしたんだろうけど……」


    　もう訳が分からない。なのでとりあえず、ウルトさんの誤解を一つ解くことにした。


    「あの、ウルトさん。これ──僕の右腕じゃないんです」


    　僕は右腕を翳かざして、言う。


    「え?　どういう……ことかしら?」


    「これはスーラから貰もらった、人形の腕なんです。だから、何の力もありません」


    「そんな──まさか!」


    　ウルトさんは僕の右腕を掴つかみ、まじまじと眺める。


    「本当だわ……気付かなかった。もう見分けがつかないくらいケイスケの精神に馴な染じんでいるけど……これは確かにドールの……ああ……そういうことなのね」


    　僕の手を離し、ウルトさんは呟つぶやく。


    「何か分かったんですか?」


    「ええ、何な故ぜユイが方はこ舟ぶねにいたのか──その理由がね」


    　ウルトさんは天井を仰いで、苦々しく言った。


    「それは……どういう──」


    　とても嫌な予感がする。だが聞かずにはいられなかった。


    　ウルトさんは大きく息を吐いてから答える。


    「──私が運んできた右腕、恐らくそれがユイよ」


    　その言葉は耳から脳へと届いたが、上う手まく意味を把握することができなかった。


    「右腕が、由ゆ衣い?」


    「そうとしか考えられないわ。元々《チュールの右手》と《魔銀の鎖グレイプニル》であるユイは二つで一つの封印。片方が壊れれば、もう一方に統合される……有り得る話よ。以前、ホリィがユイを壊したとき、ケイスケは《魔狼フエンリル》に変じた。今はそれと逆のことが起こっているんじゃないかしら」


    「まさか……今の由衣は《魔狼フエンリル》だっていうんですか?」


    　信じられずに問い返す。


    「恐らく、ね。それもある程度制御された《魔狼フエンリル》よ。ケイスケは《魔狼フエンリル》を封じるためにユイを新たな魔術として組み上げたじゃない。その封印が強固だったおかげで、ユイは自我を保っているんだと思うわ」


    「一人で《魔狼フエンリル》を……そんなことが──」


    「まあ、負担は大きいでしょうね。それほど長くはもたないかもしれない。でも《魔狼フエンリル》は《天使王ミトロン》さえ圧倒する力……スーラの勝算はそこにあったのね」


    　くいくいと服が引っ張られる。視線を下ろすと未み由ゆが強い眼まな差ざしで僕を見上げていた。


    「……啓けい介すけくん、由衣ちゃんのとこへ行くんだよね?」


    「ああ」


    　はっきりと頷うなずく。由衣は一人で《魔狼フエンリル》を抑え込んでいる。早くその負担を分け合わなければいけない。右腕を由衣が持っているのならば、それは可能なはずだ。


    「分かったよ、私も協力する。啓介くんは自分が全部背負うって言ったけど、やっぱり私も半分くらいは背負いたい。〝支配〟しちゃうかもしれないから、返事は聞かないよ。私は単にしたいことをするだけ」


    　未由は僕から離れると、広間にいくつもある入り口の一つを指差した。


    「スーラさんとユイちゃんは、あの先──《玄げん室しつ》って呼ばれる場所に向かったよ」


    　そう言ってから未み由ゆはウルトさんに向き直って頭を下げる。


    「ごめんなさい、ウルトさん。私──ひどいことをしました」


    「いいのよ、別に。私も本気だったし、おあいこよ。ここから味方になってくれるなら、むしろ頼もしいわ」


    　ウルトさんは肩を竦すくめ、未由が示した入り口に向かって歩き出す。


    　僕と未由も後に続いた。しかし──。


    　ガツン、ガツン。


    　ガツン、ガツン、ガツン。


    　広間にひどく聞きなれた音が響き始めた。その音は数を増やし、どんどんと大きくなる。


    　ガツン、ガツン、ガツン、ガツン──。


    　知っている。これは足音。人じゃない人の形をしたものが響かせる足音だ。


    　ガツン!


    　複数の入り口から同時に灰色の人形が姿を現す。一体、二体、三体、四体──あっという間に数え切れない数になる。


    「ミユがこちらについたから、ドールを投入してきたのね……《夜天の法衣イスラヴエール》!」


    　ウルトさんが《起動言語トリガー》を唱えると、ボロボロになっていた法ほう衣いが完全な状態に復元される。


    「ふふ、魔術の出力は落ちているけど、この程度で足止めになると思ったのかしら。一気に道を切り開くわよ、ミユ!　ケイスケは遅れないようについてきなさい!!」


    　不敵な笑みを浮かべてウルトさんが駆け出した。未由も並んで走り出す。


    　人形はもはや目指す道を完全に数で埋め尽くしていた。しかし二人が同時に魔術を唱えた瞬間、紙切れのように宙へ舞う。


    　僕は呆ぼう然ぜんとそれを見ていたが、本気で置いていかれそうなことに気付き、慌てて二人を追いかける。


    　僕は走りながら自分の右腕を見た。


    　これは偽にせ物もの。本物の腕は由ゆ衣いと共にある。それを取り戻せば僕は魔術師に──英雄に戻れるのだろうか。


    　そんな考えが──頭を過よぎった。
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    　人形は倒れても、壊れても、まるで亡者の群れのように這はいずり、手を伸ばしてきた。


    　足を掴つかまれないよう注意しながら、僕はウルトさんと未由が切り開いた道を駆け抜ける。


    　未み由ゆが示した道は、上へと続く階段だった。僕が隔離区画から上ってきた道と同じように周囲が岩壁に囲まれている。


    　壁面に刻まれた幾き何か学がく模様は強く発光し、そこから人形がわらわらと這はい出てきていた。


    　前方、横手、頭上、出現した人形は階段の上にボトボトと落下し、道を塞ふさぐ。恐らく転移魔術で送り込まれているのだろう。いや──スーラが扱うならば、これは《魔法》。スーラに立ち向かうということは《流ながれし星ほし竜りゆう》と戦うに等しいのだ。


    「くっ!」


    　飛びかかってきた人形をしゃがんで避ける。しかし足を止めた一瞬の隙すきに、僕の周囲は人形で溢あふれかえった。


    「贖う業火アトウンフレイム!」


    　未由の声が響く。地を伝い、僕を取り囲んだ炎が近づこうとしていた人形たちを焼き尽くす。炭化し、崩れ落ちる人形たちを見て、わずかに心が痛んだ。


    　この人形たちの中には恐らく僕や未由の世話をしてくれていたものも混じっているだろう。そう思うと何だかやりきれない。


    「啓けい介すけくん、早く!」


    　だが階段の先から未由が叫ぶのを聞き、炭となった人形を踏み越える。人形たちの痛みがスーラに伝わっていないことを祈りながら。


    　人形は次から次へと現れてキリがなかったが、ウルトさんと未由にとっては足止めにすらならない。


    　足を引っ張っているのはむしろ僕の方で、ピンチになるたびに未由がフォローをしてくれた。


    　ひたすらに続く階段に息が切れてきた頃、行く手に大きな門が現れる。門は道を完全に塞いでいた。中心に大きな幾何学模様が描かれている。


    　その模様が光り輝き、一体の人形が這い出てきた。途端、僕らを追いかけていた人形の動きが鈍くなる。おかげで僕らは人形の包囲を振り切ることができたが、妙な胸騒ぎを覚えた。


    「ミユ、ケイスケ、あの門を抜ければ《玄げん室しつ》はもうすぐよ」


    　一番前を行くウルトさんが振り返らないまま言う。


    　立ち塞がるのは門前にいる人形一体のみ。ウルトさんは手を翳かざし、《起動言語トリガー》を叫んだ。


    「裂く稲妻テイアーズボルト!」


    　雷の槍やりが人形に向かって迸ほとばしる。しかし人形に命中する瞬間、音もなく魔術は消滅した。


    　その光景に息を呑のみ、僕らは足を止める。


    「防がれた……?　いえ──キャンセルされたのね」


    　ウルトさんが呟つぶやく。


    『うん、《流れし星竜》の魔術は効かないよ。ウルト姉ねえ様』


    　頭の中に声が響いた。幼い少女の声こわ音ねだ。


    「スーラ、か?」


    　僕は階段の下から人形を見上げ、訊たずねる。


    『そうだよ。ケイスケさん、どうやって……どうして来たのかな。無茶なことはしないって言ってくれたのに』


    「ごめん……でも由ゆ衣いともう一度話をしたいんだ。スーラがここにいるってことは、由衣は一人でこの先へ行ったのか?」


    『一人じゃないよ。スーラも一緒。ここにいるスーラはドールたちに割さいていた精神を、一つの体に集めた存在。まあ、スーラの分身みたいなものかな。本体は今、パパとお話を始めようとしてる。だからもうしばらく、お話が終わるまで待っていてほしいな。あまりこっちに力を割さきたくないの』


    　灰色の人形はスーラの声でそう言うが、ウルトさんは首を振った。


    「お話?　そんな和なごやかなもので終わるはずがないでしょう。お父様の決定は覆くつがえらない。だからあんたには方はこ舟ぶねの解凍を止めるしか、手段は残されていないはず」


    《方舟》の……解凍?


    　それは初めて耳にする情報だった。


    「ウルトさん、《方舟》の何を解凍するっていうんですか?」


    　後ろから僕が訊ねると、一瞬だけ視線を向けてウルトさんは答える。


    「方舟を包んでいる結界──いいえ、違うわね。本当はあの結界は副次的なものでしかない。解凍されようとしているのは、方舟の中心で発動されている時間停止の魔術よ」


    「時間停止?　そんなことが可能なんですか?」


    「ほんの数秒だけなら可能よ。でも術者自身の時間も止めてしまえば、半永久的に魔術は持続する。《箱ガー庭デン》も緩かん衝しよう地ち帯たいも、その魔術の余波で生まれた時流の遅い空間なの。そしてその魔術を行使しているのが──お父様よ」


    　確かに自分自身の時間を止めれば、数秒が永遠にすらなる。千年もの間、《方舟》が不ふ可か侵しんであれたのも頷うなずけた。


    「でも……それって解除もできないんじゃ……」


    　浮かんだのは当然の疑問。それに答えたのは人形に宿ったスーラだった。


    『そうだよ。だからパパは、完全時間停止区域《玄げん室しつ》の外側に〝もう一人の自分〟を作ったの』


    「もう一人……?」


    　分身を作る魔術でもあるのだろうか。よく考えれば、時間の止まった空間にいては《方舟》の意思決定もできない。分身か、それに類する何かがこの先にいるのだろう。不可能とは思わない。目の前にいるスーラも、言わば〝もう一人のスーラ〟なのだから。


    『うん。もう一人のパパは必要になったときに、時間加速の魔術を使って時間停止を中和させるんだよ』


    「時間を加速……《方はこ舟ぶね》と外界の時差が逆転していたのは、そういう理由だったんだな」


    　僕と未み由ゆが滞在していた城のある《方舟》の緩かん衝しよう地ち帯たい。そこで一日を過ごしても、外では十分程度しか経たないのだとスーラは言っていた。本来《方舟》の内側の方が時流は遅いはずなのに。


    『周囲の時間を早めて、中心部の止まった時間を少しずつ動かそうとしているの。それが終われば、本当のパパが目覚めるんだよ。でも──必要ないんだ。パパはまだ眠っていていいの。スーラはもう一人のパパにそれを教えてあげるの』


    　灰色の人形が両手を広げる。ここは通さない。そう意思表示するように。


    　ウルトさんは諦あきらめたように溜ため息いきを吐つき、未由に視線を向ける。


    「ミユ、頼めるかしら。私じゃスーラに対抗できないわ。器がないとスーラは大きな力を使えない。だからあの器を壊して。大丈夫、スーラ本体が滅びたりはしないわ」


    「──はい」


    　頷うなずいて未由が階段を上り、ウルトさんの前に出た。


    『ミユさん……それでいいの?　スーラがやろうとしている方法しか、街の人たちを守る手段はないんだよ』


    「そうなのかもしれません……でも啓けい介すけくんが、今はこうしたいって望んでいるから。私は力になってあげたいんです」


    『そう、分かったよ。でも、スーラはここを通さないから』


    　人形の全身に描かれた幾き何か学がく模様が緑色に輝いた。


    　ごうっと強風が吹き付ける。吹き飛ばされそうになり、慌てて地に伏せた。この長い階段を転げ落ちたくはない。


    　ウルトさんも僕と同じく体勢を低くしていたが、未由は立ったまま手を翳かざして告げる。


    「傷負う鎧ハートアーマー!」


    　大きな車輪に似た盾たてが出現し、風を遮さえぎる。未由は盾を展開させたまま石段を飛ぶように駆け上がり、人形との距離を縮めた。


    　人形の幾何学模様が今度は黄色に輝く。風が止やみ、代わりに人形を囲むようにして無数の光球が生まれた。そして散弾銃のように撃ち放たれる。


    　ガギギギギギギッ!!


    　金属を抉えぐる音が響き渡り、一瞬にして未由の盾がボロボロになる。容赦なく襲いかかる弾丸は、そのまま容た易やすく盾を貫いた。


    「──くっ!」


    　未由は貫通した弾丸を紙一重で避け、穴があいて役に立たなくなった盾をフリスビーのように投げ放つ。


    　回転しながら飛来した盾を人形は弾丸で迎撃し、細かな破片へと変えた。


    　弾丸が盾たてへ照準を合わせている間に未み由ゆは両手を翳かざす。


    「燃える黄昏グロウダスク!」


    　夕焼け色の火柱が人形の体を包み込み、天井まで吹き上げた。人形の後ろにあった門が熱で溶け崩れていくのが見える。通路内が瞬く間にサウナのような温度になっていく。


    　吹き出る汗を手の甲で拭ぬぐい、僕は戦いを見守った。


    　あの炎では灰すら残らない──そう思ったのも束の間、火柱が内側から膨ふくれ上がった。


    　ボゥン!


    　炎の柱が弾けると同時に水蒸気が巻き起こる。人形は水の泡に包まれ、平然と立っていた。幾き何か学がく模様は青白く輝いている。


    　水の泡は通路を塞ふさぐような大きさまで肥大化すると、唐突に弾け、津波へと変わった。


    「きゃあっ!?」


    　未由が水に飲み込まれて、僕らのところまで押し流されてくる。


    「──彼方へ運ぶ風フアラウエイ!」


    　ウルトさんが僕の襟えり首くびを掴つかみ、空へ舞い上がる。つま先を激流が掠かすめていった。


    　階段の下へと流れ落ちていく水をやり過ごしながら、僕は手を伸ばす。津波に飲まれた未由に向かって。


    「掴まれ!!」


    　宙ぶらりんの姿勢で差し出した腕を、未由が握った。水に押し流されている未由の体は重く、肩が外れてしまいそうだった。


    　しかし何とか十秒ほど堪こらえると、水は全て通り過ぎる。ウルトさんに地上へ下ろしてもらうと、僕はびしょぬれになった未由の顔を覗のぞき込んだ。


    「大丈夫か?」


    「うん、ごめん。ちょっと甘く見てたかも」


    　未由は苦笑を浮かべて立ち上がると、階段の上に立つ人形を睨にらむ。


    『──ふふ、中途半端な攻撃はスーラには通じないよ。でも、強力な魔術はこんな狭い場所じゃ使えないよね。あなたの炎と破壊は、自分や周りの人たちも傷つける。大人しくしていた方がいいと思うよ』


    　灰色の人形の言葉に未由は苦笑を返す。


    「高位魔術じゃないと、効かないんだね……。でも、それならそれで戦う方法はあるよ」


    『ふうん……怖こわいなぁ。じゃあ何かされる前に、もう一回お水を流しておこうかな』


    　人形は手の平を上に向ける。するとそこに水の泡が複数生まれた。先ほど以上の水量をぶつけてくるつもりだと悟る。


    　まずい、水は炎じゃ防げない。火力が足らなければ熱湯を浴びることになり、蒸発させても水蒸気で全身火傷やけど。盾で防いでも押し流されるだけ。この地形とスーラは、未由にとって非常に相性が悪かった。


    　手があると言った未み由ゆも、これには対抗手段を思いつかないらしく表情を険けわしくする。


    『これで──ガ……ガガッ!』


    　だがそのとき、人形が異音を発した。幾き何か学がく模様が突然明滅し、大きくなっていた水泡は弾けて消える。


    　模様の明滅は次第に速くなり、唐突にぷつっと途切れた。同時に人形の関節から力が抜け、自重を支えられなくなった人形は糸が切れたように崩れ落ちる。


    「え……?」


    　動かなくなった人形を見て、未由が呆ぼう然ぜんとする。


    　新たな攻撃の予兆かとも考えたが、一向に動き出さない人形を見て僕も眉まゆを顰ひそめた。


    「スーラ?」


    　呼びかけてみる。だが返事はない。


    「──スーラとの接続が切れたみたいね。たぶんスーラ本体に何か起こったんだわ」


    　ウルトさんが難しい顔でそう呟つぶやいた。


    「何かって……何ですか?」


    「私の想像が当たっていれば……最悪の結果が訪れたのかもしれない。とにかく急いだ方がいいわ」


    　ウルトさんは急ぎ足に階段を上り始める。僕と未由も慌てて後を追った。


    　横たわる人形を横目に、溶け崩れた門を潜くぐり抜ける。その先には階段がなく、傾斜の緩ゆるい坂道が真っ直すぐのびていた。行く手には小さな光が見える。


    　ウルトさんと未由は無言で駆け出す。


    　僕もひどく嫌な予感に突き動かされて走った。


    　この先にいるのは、スーラと由ゆ衣い。


    　そして〝もう一人の〟ヒース＝ストーリング。


    　その意味はまだ分からない。でも何か──決定的に手遅れな何かが起こってしまったような……そんな気がしてならなかった。
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    　坂道を上りきり、光の中に飛び出す。


    　そこは先ほどのターミナルと同じく半球状の空間。広さは半径二十メートルほどで、中心には闇やみを詰め込んだような黒いドームが存在していた。


    　ドームの前に立つのは黒こく衣いを纏まとった長身の人物。フードに覆おおわれて顔は見えず、黒衣の表面には白い幾何学模様が輝いていた。


    　そこから数メートル離れた場所に、スーラが倒れている。透明な姿ではない。人形の体を借りて実体化しているのだろう。力を最大限振るうためかもしれない。


    　地に伏したスーラを庇かばうようにして、黒い体毛と青い瞳ひとみを持った狼が唸うなり声を上げていた。あれは──由ゆ衣い。僕の右腕を取り込んで《魔狼フエンリル》へと変わった由衣だ。


    「パ……パ──」


    　スーラは由衣の後ろ足に縋すがって身を起こそうとしている。僕は目を疑う。スーラの体、その中心に大穴があいていた。血は流れていない。異様に滑らかな灰色の断面が覗のぞいているだけ。


    「お願い……パパ……スーラに、任せて?　パパは……寝ていていいの。パパの代わりに役目を果たせる子がいるの……だから、お願い!」


    　目に涙を浮かべ、黒こく衣いの人物に手を伸ばすスーラ。


    　パパ──つまりはあれが、もう一人のヒース＝ストーリング。スーラの傷はヒースが負わせたものなのか?　こんな幼い姿をした自分の娘に──。


    「スーラ、もう止やめなさい!」


    　ウルトさんが必死の形ぎよう相そうで、スーラに駆け寄っていく。未み由ゆも後に続いた。


    　しかし僕は、動けなかった。由衣が目の前にいるのに、スーラがあんな状態なのに、近づくことができなかった。


    　膝ひざが震える。黒衣を纏まとうヒースから目が離せない。


    　本能が訴える。あれと戦ってはいけない。あれに逆らってはいけない。


    　何な故ぜそんな確信を抱くのか──自分に問いかけ、気づく。


    　エノクだ……エノクと、同じなのだ。


    　理屈ではなく、感覚が僕に教える。


    　あそこにいるのは──〝理ことわり〟だと。


    　ウルトさんが由衣とスーラの前に立ち、ヒースと向かい合う。それはエノクに挑んだ僕自身の姿に重なった。


    「お父様、スーラが軽率な行動を取ってしまったこと、お詫わびします。ですがスーラが先ほど言った言葉を聞いて、私もスーラの真意を知りました。スーラはお父様のために、今回の提案をしたのでしょう。だからこれ以上のことは許していただけませんか?」


    　ウルトさんの声は震えていた。それで気づく。僕と同じ恐怖をウルトさんも感じているのだ。


    「──スーラさんの、真意?」


    　胸に空洞を穿うがたれたスーラの体を支えながら、未由が疑問の声をあげる。


    「ええ、スーラは確かにアリッサたちも救いたかったでしょう。でもそれ以上にお父様を守りたかったのよ」


    　僕にはその意味がよく分からなかった。ヒースを守るためにヒースに逆らう……それは矛む盾じゆんしていないのだろうか。


    　ヒースはフードの陰に表情を隠し、何も言わない。ぴくりとも動かない。


    　──ああ、あれが〝理ことわり〟ならそれは当然。動いた瞬間に全ては決定されるのだから、常に動く必要などない。


    　それほどまでに、〝理〟は重く、圧倒的。どんな覚悟も思いも届かないほどに。


    「ウルト姉ねえ様……邪魔しないで。スーラとパパのお話は……まだ、終わってないよ」


    　未み由ゆの手を振り払い、自分の足で立ったスーラは掠かすれた声で言う。


    「何言ってるのよ!　あんたの状態を見れば交渉が決裂したのは明らかじゃない!　いいえ、そもそも交渉なんて成り立つわけがない。そんなこと分かってるでしょ?」


    　ウルトさんは歩み出ようとするスーラの前に立つ。


    「……だけど、スーラはこうするしかないんだよ。《天使王ミトロン》を倒すために、スーラが《流ながれし星ほし竜りゆう》を召しよう喚かんして……その一部になったのもパパを守るため。それがスーラの在あり方。スーラはパパに生きていてほしいの!」


    　そう言ってスーラはウルトさんの法ほう衣いに触れた。


    「がっ……くぅっ……!?」


    　その途端、法衣の幾き何か学がく模様が白く瞬またたき、ウルトさんは体を痙けい攣れんさせて床に倒れた。未由が「ウルトさん!?」と悲鳴を上げる。スーラは《流れし星竜》の魔術である法衣に、何らかの干渉をしたのかもしれない。


    「ごめんね……ウルト姉様。パパが起きたら、異界を滅ぼすため……《天牢ウオルフ＝ライエ》を召還して、方はこ舟ぶねの最後の役割を果たしちゃうでしょ?　だけど、まだどうにかなる可能性はわずかに残されてる。異界は完全に具現化していない」


    　意識を失った様子のウルトさんの前に出たスーラはちらりと後ろを振り返る。


    　黒狼姿の由ゆ衣いが無言でスーラに並んだ。


    「それに……事態打開のために方舟の計画を前倒しする必要が生じたとしても、計画の核にはこの子でもなれる。《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚することは、この子にもできる。この子は……ホリィおじさまの愚行が生み出した、偶然の産物。パパ以外に有り得ないはずの、《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながった存在」


    　スーラは由衣の黒い体毛に触れる。その台詞せりふを聞いて、僕にもようやくスーラのやろうとしていることが見えてきた。《天牢ウオルフ＝ライエ》の召喚──。


    　召喚とは自らの肉体と精神を媒介に《高ヴ次イ存ナ在ー》を具現化させる術。発動すれば術者本人の意思で解除することはできず、その果てにあるのは全てを《高ヴ次イ存ナ在ー》に取り込まれた上での死。自己の消滅。スーラのように自我を保った端末になったとしても、生物として死ぬことに変わりはない。


    　由衣……お前は──。


    「この子──ユイちゃんもスーラと同じ。自分の存在を別のものに変えてでも、大切な人を守りたいと願っているんだよ。だから、パパはもう少し眠っていていいの。異界の駆逐も、方はこ舟ぶねの計画も、スーラたちが完かん遂すいさせる!　スーラの存在に懸けて約束するから、パパの時間を動かさないで!」


    　体にあいた穴を押さえながら、スーラは訴える。


    　ヒースに、答えを求める。


    　──ダメだ。


    　僕の直感が告げた。


    　あれに話しかけちゃいけない、問いかけてはいけない。


    　あれを、動かしちゃいけない。


    　叫ぼうとする、だけど声が出ない。恐怖が体を縛る。


    「────」


    　そして、とうとう〝理ことわり〟は動いた。無言のまま右腕を掲げた。


    「ガウッ!」


    　動いたのは由ゆ衣いだった。体当たりをするように、スーラの体を横に突き飛ばす。


    　キュボッ!


    　黒い残像が奔ほとばしる。空気が破裂したような音が響き──スーラの左肩から先が抉えぐり取られた。


    「え……?」


    　スーラたちの近くにいた未み由ゆが呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。何が起こったのか分からなかったのだろう。離れた場所から見ていた僕さえも、黒い影しか見えなかった。


    　左腕を失ったスーラを咥くわえ、由衣は宙に跳び上がる。天井を蹴けり、離れた場所に着地する黒狼。


    「────」


    　スーラと由衣の移動に合わせて体の向きを変えるヒース。顔を隠すフードが言葉さえも覆おおってしまったかのように、ひたすら無言。


    「パパ……どうしても、ダメなんだね。じゃあ、本物のパパのために──スーラたちは、もう一人のパパを壊すよ」


    　左肩に灰色の断面を覗のぞかせながらも、スーラは右腕を翳かざした。


    　閃ひらめきは、一瞬。


    　矢となって放たれた金色の光が、ヒースの体を射い抜ぬいていた。恐らくはアリッサの使う《終わりの閃きレヴアークラスト》と同質の魔法。命中すれば天使すらも光に還かえす。


    　しかしヒースは黒こく衣いの中心へ突き刺さった矢に動じる様子を見せなかった。


    　ぼこん、と矢が刺さった周囲が内側から盛り上がる。


    　黒衣が変異して現れたのは──牙きば。黒い口こう腔こう。


    　──バクン!


    　金色の矢はあっという間に飲み込まれ、牙きばと共に黒こく衣いの中へと消える。


    　ヒース＝ストーリングはスーラとは違い、あくまで魔術師。なのに《起動言語トリガー》を唱となえもしなかった。


    　魔術じゃない……《高ヴ次イ存ナ在ー》の扱う魔法なのか?


    　いや、僕らが来たとき、既に戦闘は始まっていた。スーラは傷ついていた。なら魔術は既に発動していてもおかしくない。きっとあの黒衣こそがヒースの魔術。


    　スーラの扱う《流ながれし星ほし竜りゆう》の魔術も、未み由ゆが振るう《嘆なげきし魔ま王おう》の魔術も、《求もとめし愚ぐ者しや》ホリィ＝ライトの力も──全て喰くらい、己おのれの血肉に変える魔術。


    　肌で感じる、心で分かる。


    　あれは、かつて僕が借りていた力。《天牢ウオルフ＝ライエ》の魔術だ。


    「……スーラじゃ、無理みたいだね。ごめんね、ユイちゃん……やっぱりユイちゃんに頼るしかないみたいだよ。パパを……パパを、お願い──」


    　そう言って瞳ひとみから涙を零こぼすと、スーラは地面に崩れ落ちた。恐らくヒースの攻撃は人形の体ごと、スーラの精神体を抉えぐり取ったのだろう。血は流れていなくても、相当なダメージを負っているようだ。


    　ヒースは分かっていたはず。なのに自分の娘を滅ぼそうとした。それほど《方はこ舟ぶね》の計画が重要なのか──。


    「くぅん……」


    　由ゆ衣いはスーラの顔をペロリと一度舐なめた後、ヒースに向き直り牙を剥むいた。


    　そう、あれには未由も敵かなわない。僕など戦いにすらならない。


    　今、この場で対抗できるのは、同じ《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を具現化した存在である由ゆ衣いだけ。


    「ぐるるるるるる──」


    　唸うなり声を上げる由衣に向けて、無造作に右腕を掲げるヒース。


    　すると黒衣の袖そでがぐにゃりと歪ゆがみ、巨大な狼頭を形作った。僕が編んだ《貪れ魔狼デイバウアー》の魔術に似ている。


    　狼頭は涎よだれを垂たらし、真っ黒な牙を大きく広げる。


    　次の瞬間、目にも止まらぬ速度で狼頭は由衣の眼前に迫っていた。ヒースは一歩も動いていない。狼の首が伸びたのだ。先ほどスーラを攻撃したのは、恐らくこれだった。


    「ガアッ!!」


    　由衣はヒースの狼頭を紙一重で避けると、横手から伸びた首に噛かみついた。


    　ぶつんっ!


    　由衣の牙が狼首を容た易やすく喰くいちぎる。


    　しかしヒースはもう片方の腕も狼頭へと変え、由衣へと放っていた。今度は由衣の首筋にヒースの狼頭が噛みつく。


    「由ゆ衣いっ!?」


    　声が、出た。凍りついていた体がやっと動いた。


    　そうだ、僕は由衣を失わないためにも、ここへ来たんだ。怖こわいからって、太た刀ち打うちができないからって、見ているだけなんてこと……できやしない!


    『──お兄ちゃん、大丈夫だから!』


    　けれど駆け寄ろうとした僕の頭に由衣の声が響いた。


    『大丈夫……あたし、負けないから!!』


    　由衣の首輪が銀色の光を放つ。その途端、黒狼となった由衣の体が二倍近く膨ふくれ上がる。噛かみついていた狼頭は急な倍化に耐えられず、口こう腔こうを引き裂さかれて黒い霧へと変わった。


    　由衣を《銀鎖の黒狼ウオルフ＝グレイプニル》として構築した僕だから分かる。由衣は《魔狼フエンリル》の封印を弱めたのだ。より強大な力を振るうために。


    　だがその代償は──。


    『ガアアアアッ!!』


    　響いたのは咆ほう哮こう。封印を緩ゆるめれば、由衣の自我は危あやうくなる。当然の結果。かつて僕が《魔狼フエンリル》の意識に呑のまれたのと同じ。由衣は分かっていたはずだ。それでも躊躇ためらわなかった。そして、全てを手放してもいなかった。


    　青い瞳ひとみに確固たる理性の輝きを灯ともし、由衣はヒースに牙きばを剥むく。


    「────」


    　脅威の拡大を察したのか、ヒースは両腕を広げ、全身から幾多もの狼頭を放つ。しかし由衣が爪を振るうだけでそれらは千切れ飛んだ。体に届いた狼頭も、由衣に牙を食い込ませた途端に霧む散さんした。まるで毒を喰くらってしまったのかのように。


    　──圧倒している。


    　考えてみれば当然だ。《魔狼フエンリル》は《天牢ウオルフ＝ライエ》の具現に近い。対するヒースはあくまで《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を借りる魔術師。これはウルトさんがスーラに挑んで勝てないのと同じ構図。ヒースの魔術は由衣に通じない。由衣が、負けるはずはない。


    「負けるはず……ないんだ」


    　だというのに──震えが止まない。僕の中にある恐怖は消えない。


    　どれほど力の差があろうと、僕がエノクを重ねてしまうのはヒースの方だった。


    　あれには勝てない。由衣に圧おされている姿を見ても、そう思ってしまう。


    　由衣の接近を無数の狼頭を盾たてにして凌しのいでいたヒースだったが、唐突に攻撃の手を止める。


    「────────────」


    　ヒースが何かを囁ささやく気配。聞き取れないほど小さく、何を言っているのかは分からない。その間に由衣はヒースを丸まる呑のみにする勢いで飛びかかっていた。


    「──狼を貫く音槍グングニル」


    　だが牙きばが届く寸前、ヒースは初めて明確に言葉を発する。低い男の声が紡つむいだのは、恐らく《起動言語トリガー》。その名には聞き覚えがあった。ヒースの前に出現した赤い槍やりを見て、はっきりと思い出す。


    　あれは──!


    「由ゆ衣い、避よけろっ!!」


    　力の限り叫んだ。由衣はピクリと反応し、身をよじる。


    　けれど矢のように放たれた槍を完全に避けることはできなかった。


    　由衣の右前足の先を槍が掠かすめる。それだけで右前足全体が黒い霧となって消滅した。


    「ガウァアアアアアアアアアウウウゥッ──!!」


    　悲痛な鳴き声を上げる由衣。間違いない、あの槍は《嘆なげきし魔ま王おう》が使った《反牙リバスウオルフ》を滅ぼすための槍。《魔狼フエンリル》にとっても、致命的な武器だ。


    「────」


    　ヒースは地に落ちた由衣を無言で見る。


    　僕はもう、そのときには走り出していた。


    「由衣っ!」


    　もはや象ほどの体高を持つ黒狼に駆け寄って、背中に庇かばう。由衣を守るには小さすぎる背中だと分かっていた。盾たてにすらならないことも予測できた。


    　状況を変える力がないと知りつつも、僕は両手を広げる。


    「──────」


    　暗いフード奥から、ヒースが僕を見み据すえたのを感じた。膝ひざから力が抜けて、倒れてしまいそうになる。何て無謀なことをしているのかと、本能が叱しつ咤たする。


    「ふざ……けるな。諦あきらめてたまるか……由衣を奪われてたまるか!　由衣は絶対にやらせない!!」


    　思いを言葉に乗せて吐き出すと、体の震えは止まった。


    　目の前の敵は、エノクと同じように僕から全てを奪うだろう。でもあのとき、それでも左ひだり拳こぶしを振り上げたように……僕はただ、失わないために足あ掻がき続ける。


    「────」


    　ヒースからの圧力が増す。恐らく、警告。逃げなければ、次の瞬間には殺される。何も言われずとも、それが分かった。〝理ことわり〟だから、当たり前のように理解できた。


    「……邪魔をすれば、死ぬんだろ?　分かってるよ。でも由衣は僕の妹なんだ。兄は妹を守って当然なんだよ。あんたも父親なら娘を守れよ──自分のために頑張ろうとしてくれた娘を泣かせるな!!」


    　どうなってもいい。そんな思いで叫ぶ。離れた場所で横たわるスーラを示して。


    「──────狼を貫く音槍グングニル」


    　だが返ってきたのは、《起動言語トリガー》の一言。


    　赤い槍やりが虚こ空くうから出現する。今度は一本だけではない。二本、三本、四本──次々と現れ、鈍く輝く穂先をこちらへ向ける。


    　僕ごと刺し貫くつもりだろう。それに元々、僕の体では由ゆ衣いを庇かばいきれない。


    「……僕は、由衣が犠ぎ牲せいになる前提の計画を認めるつもりはないさ。だけどあんたはスーラを信じてやるべきだろう?　何でそんなに融通が利かないんだよ」


    　これはただの恨み言だ。何もできない僕の負け惜しみ。


    　僕がこの場所に立っていても何の意味もない。けれど僕の後ろには由衣がいる。死ぬなら一緒だとか、綺き麗れいなことはこれっぽっちも思っていない。守れないと分かっていても守りたい。ただそれだけ──。


    　ヒースが黒こく衣いの腕を振るう。同時に槍が赤い弾丸となって放たれた。


    「くっ……!」


    　できるのは目を逸そらさないことだけだった。しかし瞼まぶたを開けていたから、僕には見えた。


    　僕の前に飛び出してきた、華きや奢しやな背中を。


    「傷負う鎧ハートアーマー!!」


    　具現する巨大な車輪の盾たて。


    　ガギギギギギギッ!!


    　激突した槍は耳みみ障ざわりな音を立てて、盾を貫いた。しかし完全には貫通せず、赤い穂先を覗のぞかせて槍は止まる。槍は僕と由衣には届かなかった。だが盾を生み出した少女の体は、幾多もの穂先に浅く、深く、傷つけられていた。


    「何……で?」


    　目の前の光景を認めたくなくて、首を振る。


    　敵かなわないことは分かっていたはずだ。なのにどうして──。


    「……由衣ちゃんを守ることが啓けい介すけくんの当たり前なら、啓介くんを守ることが──私の当たり前だよ」


    　口の端から血を零こぼし、振り向いた少女──未み由ゆは微ほほ笑えむ。


    　車輪の盾がひび割れ、灰に変わる。赤い槍がガラガラと地面に転がった。未由も膝ひざをつき、前のめりに倒れる。


    「未由!!」


    　叫んで抱え起こす。


    「平気……私、このくらいじゃ死なないよ」


    　未由は顔を蒼そう白はくにしながらも苦笑してみせる。だが同時に全身へ負った深手は、いかに再生能力を持つ混血の体でも、すぐには治ち癒ゆが追いつかないだろう。それに治るからといって──痛くないわけがない。


    　ヒースがわずかに顔を動かす。未み由ゆを見たのだと、分かった。排除するべき対象として未由が認識されたのだと──。


    「──っ!」


    　僕は落ちていた赤い槍やりを掴つかんで立ち上がった。


    　由ゆ衣いが滅ぼされる。未由が殺される。


    　そう思った瞬間、僕の思考が白く染まる。


    　失ってたまるか!!


    　恐怖も絶望も塗り潰つぶして、ただ一色で染め上げる。


    「ああああああぁぁぁっ!!」


    　槍を投げ放つ。黒こく衣いを蠢うごめかせるヒースに向かって。


    「──取消キヤンセル」


    　フードの内側からヒースが短く言葉を発する。すると、僕が投とう擲てきした槍も地面に落ちていた槍も全て消え去った。


    　だけどそんなことどうでもいい。攻撃が効かなくても構わない。


    　勝てるかどうかすら、意味はない。


    　これが〝僕〟だから。理由はそれだけ。


    　地を蹴けり、ヒースに向かって駆けてゆく。


    『──やめて、啓けい介すけくん!』


    　未由の声が、心に響く。まだ僕と未由の間には、〝支配〟による繋つながりが残っていたのだろう。わずかに体が重くなるが、構わず足を動かす。支配の影響力などそんなものだった。


    　僕の決意は、僕のものだった。僕の言葉は、僕のものだった。


    　これで未由も、分かってくれただろう。未由を抱き締めたときの言葉が、本当だったことを。


    　僕は、僕の意思で、こいつに抗あらがう。大切なものを奪おうとする〝理ことわり〟など、認めない!


    『行かないでっ!　逃げて、啓介くんっ!!』


    　未由の悲痛な叫びを振り切り、走る。


    　ヒースの黒衣に描かれた幾き何か学がく模様が歪ゆがみ、黒い牙きばが先端を覗のぞかせた。


    　攻撃の気配。死の、予感。


    　反応できない速度でヒースの狼頭が飛来するのは分かっている。だから僕は、攻撃が繰り出される前に左へ跳んだ。


    　──しかしそれでも、遅かった。


    　突風のように吹き抜けた黒い牙が、右腕の肘ひじ関節を奪っていく。


    「ぐあっ!?」


    　激痛が走る。千切れた右腕の肘から先と、残った二の腕がひび割れ、灰色に変わるのを目の端で捉とらえた。スーラから貰もらった人形の腕が壊れ、本来の姿に戻ったのだろう。


    　白い意識を侵食する痛み。再び右腕を失った衝撃。けれどそれも、塗り潰つぶす。僕が僕であるために、そんなものはいらなかった。


    　さらに前へ踏み出す。


    　だがそのときにはもう、二撃目の黒い牙きばが眼前に迫っていた。


    「っ!?」


    　体を捻ひねる。でも、間に合わない。


    　脇わき腹ばらに強い衝撃を感じた。ヒースを中心に捉えていたはずの視界がぐるんと回転する。天井と、倒れている由ゆ衣いと、壊れた人形のように動かないスーラと、気絶しているウルトさんと、血まみれでこちらを向いている未み由ゆが──見えた気がした。


    『いやあああああああああああああっ!?』


    　脳内に反響する未由の悲鳴。


    　続いて背中に衝撃。痛みは既に塗り潰しているから伝わらない。


    　体が動かず、力が抜けていく。


    　痛みは感じずとも、致命傷を負ったことは分かった。


    　──死ぬ。いや、もう死んだのか。


    　こうなるのはわかっていた。僕は英雄じゃないのだから。


    　霞かすむ視界。低い視点。地面に倒れ、見上げるしかない世界。体から流れ出る赤いものがゆっくりと広がり、全てを覆おおっていく。


    　彼方かなたに、黒い影。僕を殺した〝理ことわり〟の姿。最強の魔術師、ヒース＝ストーリング。


    　遠い。本当に、遠い。


    　あれが、本物の英雄なんだろう。ご都合主義の物語みたいに運命を味方につけた主人公なのだろう。


    　ヒースが何のために戦っているかを、僕は知らない。


    《天牢ウオルフ＝ライエ》を創造し、人間と神々の絆きずなを断ち切り、魔術という奇跡を奪った理由を知らない。エノクの計画が成じよう就じゆし、世界の境界が崩れたときに何が起きるのかも分からない。


    　僕が戦ってきたのは、単に成り行き。日常を壊そうとするものに抗あらがった結果。


    　世界を救おうなんて考えたことはない。近くにある大事なものを守りたかっただけ。


    　でも、ヒースは違う。


    　きっと彼は僕が想像もできないような、大きなもののために戦っているんだろう。千年も昔から、たぶん多くの犠ぎ牲せいを払って……。


    　全ては彼の物語。僕は彼が歩む道程に偶然関わることになった脇わき役やくに過ぎない。


    　結末を選ぶことができるのは彼だけ。


    　どんな悲劇も、彼にとっては英雄譚たんにおける一幕。最後に正しい終わりがあるのなら、全ては尊とうとい犠牲で片付けられる。


    　今、その対象となっているのは美み傘かさ市の人々。異界を排除するために必要とされた生いけ贄にえ。けれどそこには僕の大切な人たちが含まれている。


    　アリッサ、陽ひ名なちゃん、ツグミ、冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じま、学園祭の準備を通して少し仲良くなったクラスメイト、九く棚だなさん、香か織おりさん、連れん大だいに取り込まれた鈴りんちゃん、孤児院のシスターや子供たち──。


    　失えば悲しい人たちがたくさんいる。死んでほしくない人たちが大勢いる。


    　だけど、ヒースは殺すだろう。


    　彼らだけではない。英雄の前に立ち塞ふさがった由ゆ衣いとスーラ、そして未み由ゆと僕も同様に。


    　──悔しい。僕が英雄でないことが悔しい。脇わき役やくであることが、悔しい。


    　悔しくても……何もできない。僕は誰一人守れずに、着実に死へと向かっている。体から命が流れ出していく。


    『啓けい介すけくんっ、啓介くんっ、啓介くんっ!!』


    　でも、呼んでいる。未由が僕を呼んでいる。英雄でもない、地に伏した敗者の名を呼んでいる。


    　それは、ただの声。けれど、空っぽになりつつあった僕の体に小さな熱が灯ともった。


    　体内を巡る、僕のものではないわずかな血ち潮しお。未由が僕のために施ほどこした、優しい〝支配〟。そこから流れ込む、未由の想い。


    『死なないで……いなくならないでっ!　啓介くんが死んだら、私は──』


    　未由……。


    　僕の死を拒こばむ未由の感情は、少しだけ僕の絶命を遅らせていた。けど、そこまで。弱まった支配の力では、再び立つことも叶かなわない。


    　いや──立てないなら、這はいずればいい。


    　十分だった。これでまだ抗あらがえる。英雄にもう一度、歯向かえる。僕は僕でいられる。


    　ありがとう、未由。


    　こちらからの声は届かないと知っていたが、心の中で礼を言う。


    　びしゃん。


    　血ち溜だまりの中に左手を浸す。両足には力が入らない。痺しびれたように感覚も薄い。腹部は熱く、身じろぎすると粘ついた嫌な音を立てた。たぶんひどい状態なのだろう。まともに痛覚が機能していれば、気絶していたかもしれない。


    　ずりゅっ。


    　左腕だけで、体を前に運んだ。遥はるか彼方に立つ、ヒースを見み据すえながら。


    「があっ、ああああああああっ!!」


    　ずりゅっ。


    　ありったけの力をかき集めて、進んだのは恐らく十センチか、二十センチ。体は水を吸った砂袋のように重い。


    　まだ、まだだ……。


    　さらにヒースへ近づこうと試みる。だが力を込めた左手が、ずるっと血で滑る。唐突に支えを失った上半身が崩れ、僕は床に顔を打ちつけた。


    「ぐ……」


    　それっきり、いくら命じても体が動かなくなる。僕はまだ諦あきらめていない。絶望していない。それなのに、肉体は精神に応えない。未み由ゆが与えてくれる力も、失われていく命の量と釣り合わない。


    　滑こつ稽けいだ。嘲あざけりの声が聞こえる。現実からではない。ヒースは無駄な声など漏もらさない。響くのは僕の内側から。幾人もの声が混じり合った嘲ちよう笑しよう。戦いの中で命を落とした敵の声。八や朔さく則のり秋あき、キメラ、ジン──。彼らが笑っている。ここで終わりだと、無様な最さい期ごだと哂わらっている。特にジンの声は大きい。先ほどヴェルさんの前で演じたからだろうか。僕の歪ゆがんだ在あり方を馬鹿にしている。何も為なせなかったことを嘲わらっている。


    　──うるさい。


    　冥めい府ふからの雑音を振り払う。まだ終わりじゃないと、諦めていないと怒ど鳴なり返す。


    　動けと命じる。肉体にまだ戦えと言い聞かせる。しかし僕の腕も足も、応えない。


    　邪魔だった。体はもはや足かせだった。心は僕の在あり方を忘れていないのに、体は滅びようとしている。こんなにも意識は明朗なのに、僕は死のうとしている。


    　ふと、それが異常なことに気付く。肉体が傷つけば、精神は痛みで磨ま耗もうする。肉体が死に向かえば、精神も衰弱する。


    　なのに今の僕は、精神が肉体を完全に凌りよう駕がしていた。意思の力で痛覚を遮しや断だんし、死んだも同然の体を無理やり動かせるほどに。


    　この力は──どこから湧わいてくる?


    　僕は心の内側を探る。精神を支えているものの正体を求める。


    　それはたぶん、僕の中で最も強い思い。だからすぐに見つかる。


    　──飢え。


    　失いたくない気持ち。失ったものを取り戻さずにはいられない衝動。


    　ああ、そういう……ことか。


    　ふいに理解する。


    　スーラは言った。僕が人間じゃないみたいだと。心が強すぎるのだと。


    　ホリィ＝ライトは言った。僕は《高ヴ次イ存ナ在ー》に近いのだと。思いが在り方を凌駕しているのだと。


    　彼らの言葉は間違っていなかった。僕の心には僕以外のものが混じり合っていた。未由の血が僕の肉体に力を与えてくれているように、精神を支えている存在があった。


    　何度か自我の境界を危あやうくしたときに混入した異物。それは──《天牢ウオルフ＝ライエ》。


    　右腕と共に《道パス》を失っても、同化した《天牢ウオルフ＝ライエ》の欠かけ片らは僕の中に残っていた。ほんのわずかだが、それが僕の精神を強固にしていた。


    　ならば──。


    　僕は精神を支えている〝飢え〟に心を重ねる。僕の一部であった衝動。それに全ての心を同調させる。ただひたすらに一つのことを願う。


    　──失ってたまるか!


    　僕は人間だ。奇跡はカミサマに願うしかない人間だ。魔術を使うには高次存在バケモノに縋すがるしかない人間だ。その手段を奪われた、何もできない人間だ。


    　だったら僕は……人間でなくていい。自分の力で奇跡を起こせるバケモノになりたい。


    　わずかに混じった《天牢ウオルフ＝ライエ》の〝飢え〟。それは僕自身の思いでもあった。だからできるはずだ。僕の心は〝同じモノ〟になれるはずだ!


    　そう信じる。人間は、人であることを捨てられる。僕はそれを知っている。


    　脳裏に浮かぶのは、皮肉にも僕の仇きゆう敵てきだったジンの姿。かつて、あいつが人間をやめた瞬間を僕は目にしていた。高次の存在に至る過程を見ていた。


    　ジンがその糧かてとしたのは、他者から汲くみ上げた精神の力。もちろん僕には、そこまで大きな力はない。でも……ほんの一瞬なら。弾けるような瞬間だけなら──。


    　塗り潰つぶす、塗り潰す、塗り潰す……余計な思考を塗り潰す。


    　人であることを忘れるために、揺るぎない本質へと精神を束たばねるために。


    　体が動かないからどうした。力が入らないからどうした。死んだからってどうした。


    　そんなことで僕の在あり方は変わらない。僕の存在は揺るがない。


    　傍そばに未み由ゆと由ゆ衣いがいる。守るべき人が、失いたくない人がここにいる。ならば僕は二人を繋つなぎとめる。守り抜く。僕はただ、それだけのモノ。


    　塗り潰す、塗り潰す、塗り潰す。


    　弱いから失う。負けるから奪われる。なら、弱さも敗北も塗り潰す!


    　英雄じゃない僕を、ただの人間でしかない僕自身を塗り潰す!


    　目の前に黒く横たわる、この死すらも──塗り潰す!!


    　全てが、白になった。


    　僕が〝僕〟によって塗り潰された。


    　圧倒的な純白が膨れ上がり、弾ける。


    　僕は立ち上がる。壊れた体を捨てて、人間という在り方を脱ぎ捨てる。


    　足元には血ち溜だまりに伏した、僕の肉体。見み据すえるのは、黒こく衣いの魔術師ヒース＝ストーリング。


    　遠い。立ち上がっても、まだ遠い。


    　この距離を詰める間だけでいい。心だけで前に進む力を与えてくれ!


    《天牢ウオルフ＝ライエ》に願い、走り出す。


    　全身の感覚は曖あい昧まいで、頼りなかった。腕も足も、青白く輝き、揺らいでいる。少しでも気を抜けばこの体は霧む散さんしてしまうだろう。何な故ぜなら今の僕は肉体から抜け出た精神だけの存在。紛まがい物の《高ヴ次イ存ナ在ー》。すぐに消えるであろう、儚はかない《天牢ウオルフ＝ライエ》の残ざん滓し。


    　だけど僕のような脇わき役やくには、分不相応なほどの奇跡。


    　黒衣の内側から狼頭を生はやすヒースへ向けて、吠ほえる。


    「がああああぁぁぁぁっ!!」


    　空気がビリビリと震える。純化した〝飢え〟が自身の存在を律する。


    　大切なものを失わないため、倒すべき相手へと敵意の全てを向ける。


    　僕を排除したものと判断し、未み由ゆと由ゆ衣いへ向き直ろうとしていたヒースは、僕の咆ほう哮こうで動きを止めた。


    　ゆっくりと、フードの内側からこちらを見るヒース。


    　そうだ、お前の敵はここにいる。お前を喰くらうために、一瞬だけ存在を許された獣がここにいる。


    　余よ所そ見みなんかするな。今の僕は、お前の物語を邪魔する大敵。お前の英雄譚たんを認めない、最悪の脇役だ。


    　そんな僕を見て、ヒースが何を思ったかは分からない。哀れんだのか、嘲わらったのか、それとも恐怖したのか……。


    　ただ、ヒースはおもむろに両腕を掲げた。闇やみと牙きばが蟠わだかまるローブを翼のように広げた。


    　僕がヒースを認めないように、ヒースも僕の存在を許さない。その意思が、明確に僕を突き刺した。


    「────牙の衣ウオルフガーブ、解放」


    　ヒースが低く、鋭く、囁ささやく。〝理ことわり〟が僕を否定する。凄せい烈れつな死の気配が向けられる。


    　黒こく衣いの内側から狼頭が爆発的に噴出した。牙を剥むき、涎よだれを垂たらした狼の首が、際限なく溢あふれ、殺到する。


    　それは黒衣から夜が広がっていくような光景だった。無数の狼頭が黒い壁となって迫り来る。


    　避よけることはできない。逃げることは叶かなわない。


    　行動を迷う暇いとまもなく、僕は黒い波に呑のみ込まれる。


    　あ──。


    　全身の感覚が掻かき消える。闇の暴風に、僕の存在が吹き散らされる。


    　ダメだ、まだ届いていない。心まで死ぬには、まだ早い。


    　僕の在あり方を思い出せ、心の形を思い出せ。この闇は僕を溶かすかもしれない。けれど、僕を殺せはしない。


    　ヒースの魔術は、《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を借りたもの。ならば今の僕と同質。僕が僕であることを見失わなければ、この闇やみはきっと抜けられる。
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    　足の感覚がなくても、意思だけは前を目指す。


    　僕はまだ、ここにいる。自分の存在を疑えば、それで終わり。


    　だから、ひたすらに自分を信じて牙きばの夜を泳ぎ渡る。


    　届け、届け、届け。


    　届けっ!!


    　闇が、破けた。夜が、裂さけた。


    　光が広がり、すぐ目の前にヒースが立っていることを認識する。


    「────」


    　無言で僕を見下ろしたヒースのローブは白くなっていた。狼頭を吐き出し尽くしたからだろうか。しかしそんなことはどうでもいい。


    　手の届く場所にヒースがいる。僕から由ゆ衣いと未み由ゆを奪おうとした敵がいる。ならばやることは一つだった。


    「だあああああぁぁぁっ!!」


    　左腕だけに感覚が戻る。振り上げた左ひだり拳こぶしだけが、明確な輪りん郭かくを取り戻す。


    　フードに隠れたヒースの顔面へ、僕は力の限り拳を叩たたき込んだ。


    　ミシリ──重く、硬いものが軋きしむ音。


    　衝撃に、ヒースのフードが捲まくれる。そこにあったのは目も鼻も口もない、無機質な人形の頭部。驚きはなかった。何となく予想していたのかもしれない。


    　もう一人のヒース。すなわちそれは本物ではないということ。偽にせ物ものだということ。


    　落胆はない。むしろ感謝した。


    　僕と同じ、偽物の英雄だったからこそ、この拳は届いたのだ。脇わき役やくでも、物語を書き換えることができたのだ。


    　僕は人形の頭部にめり込んだ拳を引き抜く。陥かん没ぼつした顔面はひび割れていたが、まだ幾き何か学がく模様の輝きは消えていない。


    「おおぉぉぉぉおぉぉぉっ!!」


    　一歩、さらに深く踏み込み、頭突きを叩き込んだ。


    　メキッ!


    　耳に残る不快な音を響かせて、人形の頭部が粉々に砕け散る。纏まとっていたローブが薄れて消えた。


    　──倒した。


    　そう思うと同時に僕の意識に靄もやがかかる。かろうじて繋つなぎとめていた感覚が霧む散さんする。


    　さすがに限界のようだった。これ以上はもう、自分の存在を保てそうにない。


    　この、心だけの体が消えれば僕はどうなるのだろうか。


    　分からない。魂たましいが消滅してしまうかもしれない。だとしても、これだけのことが為なせたのだ。悔いは──。


    　ある……な。


    　いくらでもある。取り戻せていないものがたくさんある。だから、死にたくない。まだ、終わりたくはない。


    　しかし、僕という存在を繋つなぎとめる力はどこにもなかった。


    　──僕の、中には。


    『啓けい介すけくんっ!!』


    　もう、届くはずのない声。肉体を捨てた以上、聞こえるはずのない未み由ゆの声。


    　だが、確かに聞こえた。


    　流れ込んでくる。未由の想いと、小さな熱が。


    　それはとても弱い力。何に打ち勝つこともできないほど、わずかな力。


    　けれどその声は、僕が帰る道を示してくれた──。
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    『お兄にいちゃん!　お兄ちゃんっ!!』


    　頭の中に響く妹の声。由ゆ衣いの叫び。


    「啓介くんっ!　起きてっ!!」


    　耳じ朶だに響く涙に濡ぬれた声。未由の叫び。


    　暖かい光が、ばらばらになっていた感覚を繋ぎ合わせていく。僕は、僕の輪りん郭かくを思い出す。


    「う……」


    　呻うめいて、重い瞼まぶたを開いた。


    　強い金色の輝きに目が眩くらむ。


    「ふぅ……何とか間に合ったみたいね」


    　また別の声。すぐ傍そばだ。目を細めて焦点を合わせる。金髪の女性──ウルトさんが僕を見下ろしていた。僕の腹部へ当てた両手に、光を灯ともしている。


    「ウルト姉ねえ様が起きてくれてよかったよ。スーラはもう治ち癒ゆさせる力も残っていなかったから」


    　ウルトさんの向こう──頭の上でふわふわ浮いているのは半透明の少女、スーラだった。


    「啓介くん……よかった──」


    　声の聞こえた方向に視線を向けると、膝ひざをついた未由が僕の隣で泣いていた。その後ろには銀の首輪をした真っ黒い巨大な狼──《魔狼フエンリル》となった由衣がいる。


    『お兄ちゃん……お兄ちゃんが死んじゃったら、何の意味もないんだよ──』


    　頭に響く由衣の声は震えていた。


    　ああ、僕は守れたんだ。失わずにすんだんだ。


    　戻ってこられたのは、未み由ゆのおかげ。〝支配〟の力が流れ込む経路を逆に辿たどり、僕は肉体へと還かえることができた。まあ、その体をこうやってウルトさんが癒いやしてくれなければ、目覚めることはなかっだろうが。


    「未由、ウルトさん……ありがとう」


    　礼を言う。喉のどに血が詰まっていたのか、直後に「ごほっ、ごほっ」と咳せき込んでしまった。


    「啓けい介すけくん……まだ、喋しやべらない方がいいよ」


    　未由が心配そうに僕の顔を覗のぞき込んでくる。だが僕は大丈夫だと首を振った。


    「ヒースは……あの、人形は……?」


    　僕は皆に訊たずねる。頭部を砕いたのは覚えていた。しかしまるで夢を見ていたように、現実感がない。


    「もう壊れて動かないわ。お父様の外部端末を破壊するなんて……ケイスケはいったいどんな奇跡を起こしたのよ?」


    　ウルトさんが半ば呆あきれた顔で教えてくれる。


    「……ちょっとだけ、貯金が残っていたんです。それを使い切りました」


    　僕の中に残っていた《天牢ウオルフ＝ライエ》の欠かけ片ら。僕が英雄まがいのことをしていた頃の、遺産。それが僕にわずかな間だけ、力を与えてくれた。


    　力といっても、たぶんとても小さなものだった。同質の力をぶつけてきたヒースだからこそ、一いつ矢し報むくいることができたのだ。仮に相手がエノクなら、僕の拳こぶしは届かなかっただろう。


    「……貯金?　まあ、いいわ。詳しい話は後にしましょう。今はとりあえず、私も礼を言うわね。ケイスケ、スーラを助けてくれてありがとう。あのままならスーラは滅ぼされていたわ」


    　そう言ってウルトさんは顔の向きを変えた。その視線を追うと、遠くに頭部のない人形が横たわっているのが見える。


    「あれはお父様と繋つながった人形。だけどお父様本人は時停区域の中にいて、思考することができないの。ゆえにあの人形は、あらかじめ設定された命令だけを実行する。だから話し合いも説得も無駄。揺るがないお父様の意思そのもの……でも、きっとスーラを滅ぼせば本物のお父様は悲しんだと思う。そういった意味でも、感謝するわ」


    　頭を下げるウルトさん。だが「気にしないでください」と答え、気の緩ゆるみと共に襲ってきた大きな眠気に身を任せようとしたとき──心が警鐘を鳴らした。


    　僕は由ゆ衣いたちを守ることができた。僕自身も生き残ることができた。可能性で語るならば最善以上の、奇跡に等しい結果。安あん堵どしていいはずの結末。


    　でも、違う。結末?　結末だって?　何が終わったって言うんだ?　僕はヒースを倒すためにここまで来たのか?　違う。全然違う。


    　まだ──取り戻していない絆きずながある。


    「これから……どうなりますか?」


    　硬い声でウルトさんに訊たずねる。僕は目的を思い出す。勝利の余よ韻いんを吹き散らして、冷れい徹てつに現状を分析する。緩ゆるんでいた心を鋭角に尖とがらせて、未来を睨にらむ。


    「え?」


    「ヒースの人形を僕が壊したから……《方はこ舟ぶね》の解凍は止まるんでしょう?」


    「そうなるわね。でも完全に停止していた《玄げん室しつ》の時間はわずかに加速されたから、いつかは自然に解凍されるでしょう。けれどそれは恐らく遠い未来。今すぐお父様が目覚めることはないわ」


    「なら──スーラの計画が実行されるんですね」


    　僕は左手をついて体を起こす。


    　僕がここへ来た理由は果たされていない。先ほどの戦いは命を賭としたものだったが、状況だけ見れば降りかかる火の粉を払っただけ。取り戻したいものは、まだ手の届かぬ場所にある。


    「ぐっ……!」


    　強い眩暈めまいと、腹の内側から響いた激痛に、苦鳴が漏もれた。


    「ちょ、ちょっと、まだ完全に治りきってないんだから動かないで!」


    　僕の腹部に温かい金色の光を押し当てているウルトさんは、慌てた様子で僕の肩を掴つかんだ。


    「啓けい介すけくん!　じっとしていて!　本当にひどい怪け我がだったんだよ!」


    　未み由ゆも僕の顔を覗のぞき込んで訴える。


    「ごめん……でも、休むには……早いんだ」


    　二人の手を振り払って立ち上がった。膝ひざが震え、冷や汗が止まらない、体が寒い、気持ち悪くて吐きそうだ。


    　しかしそれらを全て我慢して、僕は未由の後ろにいる巨大な黒い狼──由ゆ衣いと、宙に浮かぶスーラを見み据すえた。本当の、意味ある戦いはこれからだ。


    　僕は由衣を繋つなぎとめるために、ここまで来たのだから!


    「ヒースの代わりに由衣を計画の核にして……《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんするって言ったな?」


    　まずスーラに訊ねる。


    「……そうだよ。異界化の原因になっている天使因子保持者の各個撃破が失敗した場合、他に方法はなくなるの。最終手段ではあるけど、そうなる可能性は高い。《魔狼フエンリル》は《天牢ウオルフ＝ライエ》の召喚体としてはまだ不完全なんだ。異界に対抗するには、たぶん足りない。でも必要な要素を揃そろえれば、《天牢ウオルフ＝ライエ》に至れるはず。だからユイちゃんなら、パパの代わりを務められるんだよ」


    　頷うなずくスーラ。しかし僕は簡単に納得できない。


    「ならどうしてヒースの人形は、スーラの提案を受け入れなかったんだ?」


    「それは……たぶんユイちゃんが、不安定な存在だからだよ。肉体を持たないユイちゃんじゃ召しよう喚かんの負ふ荷かに耐えられないってパパは考えたんだと思う。でも一人で《魔狼フエンリル》を制御しているユイちゃんなら可能なはずなの」


    《天牢ウオルフ＝ライエ》の高位魔術も、召喚された《流ながれし星ほし竜りゆう》も敵かなわなかったエノクの──異界の力。それに対抗することが至難の業わざなのだとは理解できる。でも……召喚とは自身の全てを《高ヴ次イ存ナ在ー》へと捧げること──。


    「由ゆ衣い……」


    　静かに呼びかける。僕の妹へと。


    『何?　お兄にいちゃん……』


    「スーラに僕が託たくした言葉……聞いたよな?　冬の星空を一緒に見ようって言こと伝づてだ」


    『……うん』


    「どうして、何も答えなかった?　学園祭で……プラネタリウムの中で、約束したことだよな?　由衣が望んだ──未来だよな?」


    『うん……だけど、もう無理だから』


    「──諦あきらめるって、いうのか?」


    　震える声で問いかける。黒狼は青く輝く瞳ひとみで僕を見下ろした。


    『……お兄ちゃん──ごめん。たぶん、《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚したら、あたしはあたしでいられなくなるから。もう遠とお見み由衣じゃなくなるから……その約束は果たせないの』


    「何で……何で由衣がそんな役目を背負わなきゃいけないんだ?」


    『あたししか、できないことだから』


    「それは違う!」


    　僕は叫ぶ。


    『違わないよ。《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながっていて、動くことのできるのはあたしだけ。だからこれはあたしの役割なんだよ』


    「違う!　僕の右腕を返すんだ、由衣!　そうすれば僕も《天牢ウオルフ＝ライエ》との繋がりを取り戻せる!　僕にも役割は果たせる!!」


    　これは由衣が僕の右腕を取り込んでいると聞いたときから思っていたことだった。後ろで未み由ゆが「啓けい介すけくん!?」と驚いた声を上げるが、僕は振り向かない。


    　由衣は巨大な狼の姿で首をぶんぶんと横に振る。


    『絶対にイヤ!!　この役割はお兄ちゃんにだって譲らない!　《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚したら、きっと人間には戻れない。それは、死ぬのと同じ。でも、あたしなら死なない。だってとっくに死んでるから!　もう人間でもないから!　だからこれは……あたしが、やらなきゃいけないことなんだよ!!』


    「……っ、由衣は、ここに存在してるだろ!　僕の目の前にいる!　そんな由衣が犠ぎ牲せいになるなんて……嫌だ。許せるはず──ない!」


    『お兄にいちゃん……バカだね。犠ぎ牲せいなんて一人も出ないよ。あたしは、生きていないんだから。あたしにはもう、賭かける命もないの。年を取っていく皆を傍そばで見ているしかないの。世界に関われないの。あたしの人生は三年前で途切れたの!　だから終わり方ぐらい、選ばせて!!』


    「由ゆ、衣い……」


    　思わず気け圧おされた。初めて由衣の内心を聞いた気がした。


    　黒狼姿の由衣は青い瞳ひとみに強い光を湛たたえている。表情は分からないが、そこには揺るぎない意思を感じた。


    『お兄ちゃん、あたしが頑固なこと知ってるよね?　これだけは絶対に譲らないよ。どんなことがあっても、絶対』


    　確かに知っている。由衣はここぞというときには自分の意思を曲げない。特に誰かのためを思うとき、それは絶対になる。


    「は……はは──」


    『どうして笑うの?』


    「いや、さ……由衣がこんなふうに言うの、本当に久しぶりだって思ってさ。魔術で具現化してからは、ずっと素直で、よく甘えてきて──忘れてたよ。昔はよく、意見がぶつかって喧けん嘩かしてたのにな」


    　そう、喧嘩はしょっちゅうだった。でも今の由衣は、ほとんど我がを通そうとしない。それだけいろいろなものを諦あきらめていたのだ。自分はもう死んだ人間だからと──。


    『……お兄ちゃんが細かいことに拘こだわるからだよ。頑固で、自分の方が正しいって譲らないし』


    　由衣も昔を懐かしむ口調で言う。


    「それはお互い様だな。はは──何でこんな当然のこと、分かってなかったんだろう。僕と由衣の意見がぶつかったら、話し合いで決着がつくはずないんだよな」


    『お兄ちゃん……?』


    　訝いぶかしげな由衣に、僕は続けた。


    「由衣の気持ちは分かった……でも、納得できない。死んでいるって何だよ?　死んだ人間は喋しやべらないし、悲しまないし、怒らないし──誰かを思いやることもできない。だからお前が死んでいるなんて、僕は認めない。たとえ肉体がなくたって認めない。何より──終わるつもりで……消えるつもりで戦いにいくことを、僕は許さない」


    『……許さないなら、どうするの?　あたしは、それでも譲らないよ?』


    　その返事は分かっていた。だから僕は決着をつける方法を提示する。


    「そうだろうな。じゃあ──喧嘩をしよう、由衣」


    『喧嘩?』


    「ああ、どちらかが〝まいった〟って言うまでの、何でもありの勝負だ。僕らの喧嘩は、いつもそういうルールだったろう?」


    『お兄にいちゃん……本気で言ってるの?　今のあたしたちじゃ勝負にならないよ。見て分かるでしょ?』


    　立てば象ほどに大きい黒狼は、ちっぽけな僕を見下ろした。赤い槍やりで破壊された右前足は再生していないようだったが、この状態でも黒狼にまいったと言わせる手段は思いつかない。


    「何だ、忘れたのか?　僕はさっき、ヒースを倒したんだぞ?　由ゆ衣いが敵かなわなかった相手に勝ったんだ」


    　しかし僕は不敵に笑ってみせる。これは、はったりだ。もうさっきのようなことはできない。僕の中にあった《天牢ウオルフ＝ライエ》の力は燃やし尽くしてしまった。今の僕は本当に空っぽ。それは自分が一番よく分かっている。だが僕に力があると思わせなければ、由衣は僕の意見など無視して行ってしまう。勝負に乗ってこない。


    『……それでも、無理だよ。お兄ちゃん、ぼろぼろだし。もう喧けん嘩かなんてできるように見えないよ』


    「なら僕を負かすことも簡単だろ?　それともボロボロな僕にも勝つ自信がないのか?　まあ仕方ないか、喧嘩はほとんど僕の勝ちだったしな」


    　由衣が僕の体を本当に気遣っていることは理解していたが、あえてそう答える。


    『ち、違うよ!　あたしが絶対に勝っちゃうって言ってるの!　それにあたしが負けてたのは、いっつもお兄ちゃんがくすぐり攻撃してくるからで……この体にそんなことできないでしょ?』


    「まあ確かにくすぐっても効果は薄そうだな。でもどっちが有利かなんて関係ないんだよ。僕は喧嘩しないと納得できないんだ。もし負ければ僕は素直に全てを由衣に任せる。それならいいだろ?」


    『──本当?』


    「ああ。でも僕が勝ったら……右腕と一緒に僕の中へ戻れ、由衣」


    　少し考えて、そんな条件を提示した。


    『お兄ちゃんの……中に?』


    「そうだ。僕に全部任せろとまでは言わない。というか由衣が諦あきらめるとは思えないからな。二人で一緒に戦おう。たぶん今の由衣と力を合わせれば《魔狼フエンリル》の力を完全に制御できる。エノクたちに勝てる可能性も上がるし、《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんすることになっても、存在が安定していれば成功率は高くなるだろ?」


    『嫌だよ……それじゃお兄ちゃんを守れない!　お兄ちゃんが死んじゃうよ!』


    「異界具現化の前にエノクたちを倒せれば《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚しなくてもすむはずだ」


    『《魔狼フエンリル》の力じゃ、たぶん足りないって言われたこと、忘れたの?』


    「覚えてるさ。でも……たぶん、だ。絶対じゃない。楽観的だとかどうとか言われても、僕はその可能性を捨てない。だからこそ初めから諦めてる由衣一人には、任せられない」


    『もし、万が一、勝てたとしても……同じだよ。ヒースさんの目覚めを邪魔した以上、《方はこ舟ぶね》の計画は引き継がなきゃいけない。どちらにしても《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かんは避けられないの』


    「そう……なのか?」


    　僕はユイの隣に浮かぶスーラに視線を移す。


    「……うん、ごめんね。スーラがユイちゃんと交わした取引はそういうものなの。でも現在の危機を乗り越えられれば、すぐに実行する必要はないよ。例えば……何十年後でも構わない」


    「──よかった。安心した。それなら勝つことには意味がある。僕の意思は変わらない。由ゆ衣いと一緒に最善の結果を目指したいと思う。もし……《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚せざるを得なくなったとしても、僕は人に戻ることを諦あきらめない」


    　僕はそう言ってからスーラの瞳ひとみを真っ直すぐ見つめた。


    「スーラは、誰かがヒースの代わりを果たせば文句はないんだろ?　僕が由衣と一緒に役割を背負っても構わないよな?」


    　問いかける。だが宙に浮かぶ半透明の少女は、予想に反して頷うなずかなかった。


    「──スーラはユイちゃんの味方だよ。ユイちゃんはスーラと同じだから。気持ちがよく分かるから。それにね、スーラはパパだけじゃなく、他の生きている人にも死んでほしくないの。もちろん、あなたにも」


    「じゃあ、邪魔するのか?」


    「ううん……喧けん嘩かして二人が納得するならスーラは見守るよ。だってあなたは死んでも諦めない人みたいだし」


    　苦笑を浮かべてスーラは言う。僕は残りの二人に向き直る。ウルトさんは複雑な表情を見せながらも「好きにしなさい」と告げる。


    　だが最後に残った未み由ゆは、はっきりと否定の意思を示した。


    「私は、由衣ちゃんに任せるべきだと思う」


    「未由……」


    「私も由衣ちゃんが犠ぎ牲せいになるのは嫌だよ。だからって啓けい介すけくんがいなくなるのは、もっと嫌!」


    「僕は犠牲になりたいなんて思ってないよ。さっき言ったとおり、死ぬつもりもない。ただ、今は由衣を繋つなぎとめる手段がこれしかないから──この方法を選んだだけだ」


    　失わないために、手段を選ばずに足あ掻がく。どんなことをしてでも離れていく腕を掴つかみ続ける。それが僕の在あり方。


    「でもっ!」


    「──まるで未由は僕が勝つと思ってるみたいだな」


    　僕は苦笑する。


    「え……?」


    「自分で言うのもなんだけど……どう考えても、僕に勝ち目はないだろ?　だからスーラもウルトさんも認めてくれたんだと思う。《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながった由ゆ衣いは、エノクが言うところの〝英雄〟だ。英雄は世界を無意識のうちに自分の望む方向へ導く。そんな相手に勝てると思うか?」


    　未み由ゆは涙の痕あとが残った顔を歪ゆがめた。


    「啓けい介すけくんは……ヒース＝ストーリングに勝ったじゃない!　まるで、英雄みたいに」


    「そうだな……本当に勇者か何かが起こす、奇跡みたいだった。でも──違うんだ」


    　僕は首を振り、由衣には聞こえないよう、未由の耳元で囁ささやく。


    　あれは僕の内側に残っていた《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を使いきって、無理やり精神を実体化させただけだということを。もう一度、使えるような力ではないことを。


    「そんな──じゃあ、啓介くんは」


    「はは、もう完全に何の力もない人間だよ。これはケジメなんだ。見守っていてくれ」


    　最後に僕は少しだけ〝嘘うそ〟を吐ついた。ケジメだなんて、そんなふうに本当は諦あきらめていなかった。英雄相手だろうが、負けるつもりはなかった。思いつきじゃない。これは考え抜いた末に選び取った、由衣を取り戻すための手段。


    　僕の嘘を信じてくれたのかどうかは分からない。だが未由は、もう何も言わなかった。


    　皆には離れてもらい、僕は由衣と正面から対たい峙じする。


    「じゃあ始めようか、由衣」


    　巨大な黒狼を見上げ、僕は言った。


    『お兄ちゃん、その前に一つルールを追加していいかな?』


    「何だ?」


    『あたし、こんな体だから上う手まく力加減なんてできないの。だから……お兄ちゃんが気絶しても、あたしの勝ちにしてほしい』


    　それは僕にとって圧倒的に不利なルールだった。まいったと言わせるために力加減が必要になることが由衣にとって唯一のハンデ。そのハンデがなくなれば、まいったと言わなければ負けないという逃げ道も潰つぶされる。


    「分かった」


    　しかし僕は頷うなずいた。


    　勝算があったわけじゃない。むしろ皆無だからこそ、どんな条件でも同じだった。


    「ユイ、即死しなければ私が癒いやすから。安心していいわよ」


    　外野のウルトさんが、ひどく余計なことを言う。


    『ありがとう、ウルトおば──じゃなくてウルトお姉ねえさん』


    　由衣はウルトさんに礼を言い、のそっと三本の足で立ち上がる。右前足はないが、バランスは取れるようだった。さすがに走ることはできないと信じたい。


    　僕も人形の腕が壊れ、今は右腕がない。ある意味条件は同じだった。


    『行くよ、お兄にいちゃん』


    　由ゆ衣いは遥はるかな高みから青い眼光で僕を見下ろす。


    「ああ、来い」


    　唾つばを飲み込んで僕は頷うなずく。さすがにこのスケールの違いは、冷や汗が出るほど圧迫感がある。


    　ダンッ!


    　まるで山が動き、地震が起きたかのようだった。


    　地面を揺らし、由衣は僕に向かって飛びかかってくる。肉球が──落ちてきた。


    「ちょっ──」


    　僕は慌てて横に飛んだ。


    　ドガンッと僕が立っていた位置を由衣の左前足が踏み抜く。床がひび割れ、陥かん没ぼつする。


    「それは死ぬだろっ!」


    　走って由衣の横手に回りこみながら叫んだ。


    『あ……ごめん。前足が片方しかなくて、勢いが殺せなかったよ』


    　そう言いながら由衣は顔を僕に向ける。


    「いや、それくらい最初から分かっとけ!」


    『む……次は、上う手まくやるもん!』


    　ぎゅるんと由衣は体を回転させる。何をするつもりかと考えた刹せつ那な、真横から鞭むちのように襲ってきた黒い何かに薙なぎ払われた。


    「がっ!?」


    　息が詰まる。吹っ飛びながら、目の端にこちらへ背を向ける由衣を捉とらえた。恐らく尻しつ尾ぽで叩たたかれたのだろうと推測する。


    　体が空中にあったのは一秒にも満たない時間だったろうが、やけに長く感じた。


    　その後に訪れたのは、全身を貫く衝撃。たぶん壁に激突したのだ。


    　許容量を超える痛みに脳は感覚を手放そうとする。白く染まりかけた意識に、昔の記憶がちらつく。


    　由衣とは、くだらないことで何度も喧けん嘩かをした。晩御飯のときにエビフライの大きさで揉もめたり、残り一個しかないシュークリームを取り合ったり……妙に食べ物が関わることが多かった気がする。


    　ほとんどが口喧嘩だったが、稀まれに取っ組み合いになることもあった。そんなとき、由衣はがむしゃらに向かってくる。


    　僕は歯を噛かみ締め、痛みを受け入れながら、思い出に縋すがって意識を繋つなぎとめた。


    『あっ、お、お兄ちゃん大丈夫!?　死んでない!?』


    　やはり意図した以上に僕を強く吹き飛ばしてしまったのだろう。由衣は動揺した様子でドスンドスンと僕がめり込んだ壁の方へ近づいてきた。


    　いつだって由ゆ衣いは力加減ができない。年上で男だというプライドもあり、手を出すことができなかった僕は、たまに痛烈な一撃を受けてしまうこともあった。そんなとき、由衣は今みたいな声を上げる。


    「ああ……何とか、生きてるよ」


    　壁からずり落ちて、そのまま床に倒れそうになるが、両足に力を込めて全身を支える。死ぬほど痛いが……昔、急所を直撃した由衣の蹴けりに比べれば、まだマシだった。


    『よ、よかったぁ……あ、でも、どうせなら気絶してくれればよかったな……』


    　ほっとしながらも残念がる由衣。


    　そう、今のは気絶してもおかしくなかった。でも僕は気絶しなかった。ほんの少し頭の当たり方が違って脳が強く揺らされれば、気合で踏みとどまることもできなかったはずなのに。


    　由衣……お前はその意味に気付いているのか?


    　僕は胸中で問いかけながら、よろよろと由衣の方へ足を進める。


    「さあ、続きだ。由衣……覚悟しろよ?」


    『──お兄ちゃん、もう降参してよ。戦う力なんてやっぱり残ってないんだよね?　あたしに勝てないこと……分かってよ』


    「そうだな……確かに分かった。いろんなことがな。分かってないのは由衣の方だよ」


    『何言ってるの、お兄ちゃん?』


    　戸惑う由衣に僕は笑いかけた。


    「分からなければ、分かるまで続けるさ。僕が降参なんてしないって知ってるから、気絶って条件を足したんだろ?　なら、そうすればいい。即死以外ならウルトさんが何とかするって言ってくれたんだ。本気でやれ」


    『……じゃあこれ以上お兄ちゃんに痛い思いをさせたくないから。次で終わらせるよ』


    　由衣は声から感情を消して、身を屈かがめた。


    　後ろ足に溜ためた力で床を蹴り、頭から突っ込んでくる由衣。


    　僕はその場から動かない。避よけることには意味がないと、理解していた。もちろん恐怖は感じている。これは車道の真ん中でダンプカーを待ち受けているようなものだ。体は逃げろと訴える。


    　けれど迫る黒い暴風を、僕は正面から見み据すえ続けた。


    　ドガンッ──!!


    　突進してきた由衣の頭突きが直撃する。当然僕は跳ね飛ばされて宙に舞った。


    　壁に叩たたきつけられたときよりも強い衝撃に、視界が明滅する。モノクロと色のついた世界が、交互にぐるぐると回った。


    　地面には肩から落ち、そのまま何メートルも転がってようやく止まる。


    　全身が痛くて、視界も霞かすむ。だが、僕は倒れていることを自覚できていた。気を失ってはいなかった──。


    「くっ……あああぁぁぁっ!!」


    　激痛を声にして吐き出し、僕は立ち上がる。


    『どう、して?』


    　由ゆ衣いが信じられないといった声こわ音ねで呟つぶやいた。


    「いくらやっても……同じだぞ」


    　僕は口の端はを歪ゆがめる。


    『お兄にいちゃん……何で気絶してくれないの?　どうして立てるの?』


    「たぶん〝当たり所〟が良かったんだろうな。地面に落ちたときも頭からじゃなかったし」


    『偶然って……こと?　もしかして──お兄ちゃんは《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を使ってるの?　さっきの戦いで、《天牢ウオルフ＝ライエ》との繋つながりを取り戻したの?』


    　問われて、思わず苦笑してしまう。由衣はまだ分かっていないのか。


    「……いいや。僕は何もしてないさ。力なら、ヒースとの戦いで使いきった。今の僕は魔術師でも《高ヴ次イ存ナ在ー》でもない、ただの人間。力を使っているのは由衣の方だ」


    『どういうこと……お兄ちゃん?』


    「初めから、この喧けん嘩かの結末は由衣次第だった。もちろんどうしようもない体格差もあるけど、それ以上に由衣は《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋がった英雄。僕がどう足あ掻がこうが、結果は由衣の望むとおりになる」


    　先ほど戦った人形のヒースは、思考ができなかった。だから〝望むこと〟もなかった。それゆえ英雄たる《天牢ウオルフ＝ライエ》の術者であっても、僕は勝利することができた。しかし由衣は違う。由衣には望みがある。その願いが導く運命に僕は抗あらがえない。


    『だったら、何でお兄ちゃんは気絶してくれないの?　あたし、さっきからずっとそう願ってるよ?』


    「そりゃ決まってる──由衣の中には、それより強い思いがあるからだ。由衣、お前は僕に勝ちたくないんだろう?」


    　僕が由衣の攻撃を二度も受けて気絶しなかったのが、その証明だった。


    　世界を味方につけた英雄には、誰も敵かなわない。だが同時に英雄は自らの望みを裏切れない。


    『そんなこと……そんなことない!　あたしはお兄ちゃんや皆を助けたいもん!　本当に、本当に、助けたいもんっ!!』


    「その思いは、確かに本物だろうさ。でも……自分が死んでもいい、消えてもいいなんて本気で願えるわけがない。それは願いじゃなくて覚悟だ。誰だって本当は死にたくなんてないだろ?」


    『っ……違う!　あたしは本気で願ってる!　自分がどうなっても、お兄ちゃんたちを幸せにしたいって望んでる!!　それは消えたくないって気持ちより、絶対に大きい!!』


    　けれど由ゆ衣いは譲らない。頭に響く声は、思いを直接叩たたきつけられているようだった。それだけに心がよく見える。由衣は決して嘘うそを吐ついていない、そう感じた。


    　僕は深く溜ため息いきを吐く。


    「──そっか……由衣は本当にそんなことを願えてしまうほど、優しい奴だったんだな。可能性は低いって思ってたけど……そうかもしれないとも考えてた」


    『え……?』


    「勝ったときの条件、《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かんは僕に任せること──にしなくてよかった。そんなことを言ってたら、最初の一発でＫＯだったな」


    　苦笑しながら呟つぶやく。


    『どういう意味?』


    「──一緒に戦おう、由衣」


    　びくっと由衣がその巨体を震わせる。


    「この言葉に、心を揺らしてくれたんだろ?」


    『ちがっ……違う、もん──』


    　由衣は否定するが、声には先ほどのような力はなかった。


    「一人は嫌だよな……由衣。僕も嫌だ。孤独は嫌いだ。手が空っぽなのは、頼りなくて、寒々しくて、怖こわい。冷たい海を思い出す」


    　僕はそう言いながら由衣に近づいていく。かなり勢いよく吹っ飛ばされたので、距離はかなり開いていた。


    「由衣も同じだろ?　たった一人で《天牢ウオルフ＝ライエ》なんてものになって戦うのは、心細いよな。一人きりになるのは、死ぬより辛つらいよな?」


    『──っ!?』


    　息を呑のむような気配が由衣から伝わってきた。


    　由衣も気付いたのだろう。自分が望んでしまったことを。


    「それは間違ってないんだ、由衣。一人で背負えるようなものじゃないんだ。僕を頼っていいんだ。僕は由衣の〝お兄にいちゃん〟だろ?」


    『やめて!　あたしが一番守りたいのはお兄ちゃんなのに、それなのに──お兄ちゃんを犠ぎ牲せいにしたら意味がないよ!』


    「犠牲、か。そうなると決めつけてほしくないな。喧けん嘩かの前に言ったはずだ。僕は死ぬつもりはない。由衣も終わらせない。はったりじゃないぞ?　希望を抱く根拠もある。確かに一人で《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚すれば、ちっぽけな僕らなんて自分の姿を忘れてしまうだろうさ。けど、僕らは〝二人〟いるんだ」


    　僕は明るい声で言う。


    『え……?』


    「僕らが完全な《魔狼フエンリル》になったときも、二人だったから元に戻ることができたんだ。自分の姿を見失っても、お互いの姿は忘れなかったんだ。仮に《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんするしかなくなっても、どうにかなるかもしれない。僕は簡単に諦あきらめるつもりはないさ。だから一緒に戦おう。一緒にアリッサたちを助け出そう」


    　細い糸のような可能性。だが希望のない道よりはずっといい。何倍もマシだ。


    『お兄にいちゃん……』


    「僕がお前を一人にさせない。何が起こっても一緒にいる。どこまででも傍そばにいてやる!　だから荷物を──半分渡せ」


    　やっと由ゆ衣いの前まで辿たどり着いた僕は、左手を差し出した。


    『あたし、は……』


    「由衣……お前は自分の人生が三年前で途切れたって言ったけど、僕とお前は二人で一つなんだ。対ついで成り立つ《魔狼フエンリル》だ。切り離せるもんじゃない。僕が生きてる限り、お前もまだ終わってない。由衣は生きてるんだ。だから、いくらでも世界に関わっていい。ここにいていいんだ」


    『────あたしも、お兄ちゃんと一緒にいたい。生きて……いたいよっ!』


    　泣き声が頭の中に響いた。由衣が大きな頭を僕に寄せてくる。


    　その黒い鼻先が、僕の左手に触れた。


    　──リィン。


    　鈴を鳴らすような音と共に、光の波紋が空間に広がる。


    　繋つながった。由衣との絆きずなが、途絶していた《道パス》が、世界たる《天牢ウオルフ＝ライエ》への経路が、再生する。


    　黒狼の首輪が銀色に輝いた。その光は全身へと広がり、夜の具現に似た黒い巨きよ躯くを白銀に染めていく。光の粒子へと変わった狼は輪りん郭かくを崩し、波となって僕へと押し寄せた。


    　流れ込んでくる。左手を通して、光が僕の体へと。あまりに膨大な奔ほん流りゆうに何も見えなくなる。光はとても温かく、全てに由衣を感じた。


    　先ほどまで心に響いていた由衣の声が、何倍も何百倍も大きくなって伝わってくる。


    『ごめんね、お兄ちゃん。あたしが弱くて──ごめん』


    　それは僕に向けての言葉ではなかった。僕を守るという意思を貫けなかった自分自身への懺ざん悔げ。


    「僕も……ごめん。結局は、僕が由衣の願いを捻ねじ曲げたんだ。由衣を失いたくなくて、お前の思いを認めなかった──」


    　伝わるか分からなかったが、僕は呟つぶやく。


    『ううん、ありがとう。悔しいけど……ありがと』


    　返事はすぐに返ってきた。銀の光に溢あふれて由衣の姿は見えないが、微ほほ笑えんでいるのだろうと思った。


    「由衣……」


    『また喧けん嘩かしようね、お兄ちゃん』


    　その言葉が聞こえるのと同時に、銀色の光は消え去った。僕の前にいた大きな黒狼は影も形もない。


    　代わりに──右腕が戻っていた。人形のものではない、僕の腕が。


    　手首には銀の腕輪が嵌はまっていた。これはたぶん、右腕と一つになった由衣の象徴。


    　僕が《銀鎖の黒狼ダルフウオルフ》の魔術を使えば、由衣はまた少女の姿で具現できるだろう。


    　けれど今はそれをしない。


    　僕と由衣はこれから共に戦うのだから。二人で一つの《魔狼フエンリル》として。アリッサたちを取り戻すために──。


    　僕は右手を握り締め、僕らの兄妹喧嘩を見守っていた人たちへと向き直る。


    　ウルトさんは母親が子供を見るような眼まな差ざしをこちらへ向けていた。


    　スーラは何か言いたげな顔をしながらも、仕方ないといったふうに笑っていた。


    　でも、未み由ゆだけは……悲しそうに僕を見ていた。


    「未由。僕は──戦うよ」


    　瞳ひとみに憂うれいを湛たたえた彼女に言う。
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    「そう……」


    「──ごめん」


    　心から、謝る。僕は未み由ゆの望みを叶かなえられなかった。僕の安全と無事を願う未由に、応えられなかった……。


    「謝らなくて、いい。何となく、こうなる気はしてたの。啓けい介すけくんは、英雄に戻るんだろうなって……。それでも私は、止めなかった。止めちゃいけない気がしたから。止めたら啓介くんが、啓介くんじゃなくなるように思えたから。そのときに、覚悟はしたよ」


    「未由……」


    「もちろん私は、啓介くんに傷ついてほしくない。戦ってほしくない。だから、今はすごく不安で、辛つらい。でも──」


    　痛みを、悲しみを押しのけるようにして、未由は微ほほ笑えむ。目の端に滲にじんだ涙を手で拭ぬぐって、僕を見つめる。


    「やっぱり……今の啓介くんが、一番カッコイイと思うよ」


    　頬ほおを少しだけ朱に染めて、泣き笑いの表情で、未由は僕を──認めてくれた。
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     終章


    



    　はらはら、はらはら。


    　ひらひら、ひらひら。


    　天から、緑の葉が落ちてくる。淡く輝きながら落ちてくる。空に根を張る大樹から降ってくる。


    　街の片隅にある学園の校舎。その屋上──。


    　ゆっくりと緑に埋もれていくその場所で、白い修道服を纏まとった少年は絶望する少女を眺めていた。


    　少女を捕らえていた木の根は、成長し、絡まり合い、太い幹へと変じている。幹から伸びた枝の先には金色の葉が生い茂っていた。緑の葉が降り積もる世界の中で、その色は異質。だが淡く発光している点は同じだった。


    「一時間以上かかって、ようやく葉をつけたか。アリッサ、この木が何か分かるか?」


    　虚うつろな瞳ひとみから涙を流す金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女へと、少年は訊たずねる。返事はない。だが構わず少年は語りかける。


    「コレはアリッサの木だ。《天使王ミトロン》の力を吸い上げ、少しずつ成長している。この大地に根ざす──法の大樹。アリッサが心を開いてくれれば、すぐに〝空へ届く〟んだがな」


    　やはり少女は反応を示さない。少年は肩を竦すくめた。


    「……今は何も聞こえない、考えられない、か。仕方ない、無理もない。絶望とは、そういうモノだ」


    　残念そうな口ぶりだったが、少年の表情は満足気。しかし視線を巡らせ、ある一点に目が留まると口元に浮かんだ笑みは消える。


    「だけどキミは──ここへ戻ってきてしまうんだろうね」


    　校舎の屋上にあいた大穴を見つめながら、少女には聞こえないように小さく呟つぶやく少年。


    　穴の傍そばに転がしておいたはずのモノが消えていた。それは少年にとって〝彼〟がまだ敵のままである証あかし。


    「罪を切り離したところで、どうにもならないほど……キミは手遅れだったらしい」


    　少年の傍には身長三メートル以上の巨人が立っていた。まるで木が人を模しているような、そんな怪物を見上げて少年は言葉を続ける。


    「どこまでも、キミはオレの敵なんだな。巻き込まれて、偶然英雄の力を手にしただけかと思っていた……最後の敵は、ヒース＝ストーリングのはずだった。でも、違う」


    　巨人の片腕は〝壊れて〟いた。手首から先がなく、肩の辺りまでひび割れが到達している。


    　それは力を失くし、英雄ではなくなった彼に向けて振り下ろした腕だった。魔術も使えなくなった彼が振り上げた細い左ひだり拳こぶしを、叩たたき潰つぶすはずの腕だった。


    　けれど壊されたのは巨人の方。あのとき、彼は〝心だけで〟巨人の腕を砕いた。


    「キミが何なのか、オレはようやく理解したよ」


    　少年は囁ささやく。絶望する少女には届かぬ声で。


    「キミはオレが存在を賭かけて、全ぜん身しん全ぜん霊れいで戦わなければならない敵──そのものだ」


    　自らのうちに覚悟を刻み、少年は少女へ向き直る。


    　もう一度、心地よい絶望を眺めるために。だが──。


    「何な故ぜ……泣いていない?」


    　少女は泣きやんでいた。その心を覆おおいつくそうとしていた絶望は消えていた。


    　彼女も消えた右腕に気付いたのかと考えたが、すぐに自分で否定する。少女は大穴を見てはいなかった。空を、見上げていた。


    「──今、ね。風が吹いたの」


    「風?」


    　少女の返事に、少年は眉まゆ根ねを寄せる。


    「うん、風。あたしの涙をそっと拭ぬぐうような、優しい風」


    「……馬鹿馬鹿しいな。そよ風に慰められた気持ちになったのかい?」


    　少年は肩を竦すくめ、首を振った。


    「そうね、馬鹿馬鹿しいのかもしれない。でも、さっきの風は、あたしの大好きな人の指先みたいだった。そんな風が、この歪ゆがんだ世界を渡ったの。だから……これ以上、めそめそしないことにした。きっとケースケは、こんなあたしを望んでいないから」
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    　天樹の根に覆おおわれた空を眺めながら、少女は言う。


    「ケースケは、あたしにとっての英雄……」


    「その英雄は負けたんだよ、アリッサ」


    　少年はもう一度少女を絶望に染めようとする。


    　しかし少女は微ほほ笑えんだ。


    「うん、だからあたしが頑張らないと」


    「何……?」


    　少年にとって、それはとても不快な表情だった。希望を信じる顔だった。


    「あたしは知ってる。ケースケがあたしを信じてくれていたこと。ケースケがあたしなんかを目標にして、追い駆けてきてくれたこと……だから、諦あきらめない」


    　少女は根に閉ざされた天よりも、遥はるか彼方かなたを見つめて告げる。


    「あたしは、ケースケにとっての英雄だから。英雄は──泣かないの」


    　その澄んだ声は、音の途絶えた街に高く、強く響き渡った──。

  



  
     巻末付録　Ｒ×Ｌ　《方舟》地図
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     あとがき


    



    　残暑お見舞い申し上げます。ツカサです。


    　と……挨あい拶さつしてみましたが、この本が出るのは十月中旬なんですよね。このあとがきを書いている時点ではまだまだ暑いのですが、さすがに涼しくなっている頃だと思います。


    　いや、でも最近の気候は読めないので暑かったりするのかも。もしくはいきなり寒くなってたりする可能性もありますね。


    　暑いのも寒いのも苦手なので、できれば過ごしやすい秋の時間が長く続いて欲しいものです。私にとって秋は一番快適な季節です。暑すぎず、寒すぎず……という条件なら春も該がい当とうするのですが、春には花粉があります。花粉症の身には辛いのです。


    　秋には色々思い出があります。特に十月。


    　実はＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴの一巻が出たのが三年前の十月なのです。当時はかなり焦あせっていた記憶があります。


    　というのも、第一回の受賞者様方がどんどん本を出して行く中、私はずっと一巻の手直しに追われていたからです。正直、一巻目の改稿回数・量は以降の巻に比べ、飛びぬけて多いです。なかなかＯＫが出ず、このまま出版されないのではないかと不安に思っていました。


    　いつの間にか私と同じ期待賞の方々の本が書店に並んでいるのを見て、滅め茶ちや苦く茶ちや動どう揺ようしたりもしました。「え……?　あれ?　まだ私の本はいつ出るかも分かってないのに……」とかそんな感じです。


    　まあその直後に連絡が来て、十月刊行を知ったのですが、それまではずっと心休まらない日々でした。


    　でも……思い返してみれば、本が出てからも不安なことだらけだったですね。一番気がかりだったのは「どこまで書けるか」ということでした。


    　書きたいことはたくさんありすぎて、でも一冊に詰め込めるものは限られていて……とてももどかしかったです。けれど一冊一冊に全力投球しているうちに、こんな場所にまで来ることができました。「十」という巻数は、最初は想像すらしていなかったものです。全て、読者の方々に「続き」を望んでいただけたおかげです。本当にありがとうございます。


    　そしてようやく朧おぼろ気げに思い描いていた「物語が辿たどり着く場所」が手の届く距離にまでなりました。とにかくそこまで、後のことなんか一切考えず、全力全速力で突っ走りたいと思っています。


    　今回の巻は少しスローな雰囲気でしたが、次巻は最初からフルスロットル。結構派手な展開になる予定です。十巻では出番の少なかったアリッサも頑張ります。ご期待下さい。


    



    　……って、あれ?　まだあと二ページある?


    　せっかくいい感じで纏まとまったと思ったのですが、どうしましょう。


    　そうだ、以前やったキャラクターの由来紹介・第二弾でもやりましょうか。前回が五巻だったので、ちょうどいいタイミングにも思えます。


    　まずは、六巻初登場の鈴りんです。


    　彼女は「音」に関する名前にしようと最初から決めていました。鐘しよう楼ろうのある教会にずっと籠こもりきりの小さな奏者……ということで「鐘かね」よりも小さい「鈴すず」になった次第です。


    　読みが「すず」ではなく「りん」なのは、「りん」の方がより音に近い感じがしたからです。


    　七巻で登場した近こん桐どう咲さき、五いつ弸み菜な津つ、八や朔さく則のり秋あき、八や朔さく連れん大だいの四人はそれぞれ春夏秋冬が対応しています。


    　咲は草木が芽吹き、花が咲き始める強い春のイメージ。


    　菜津は燃えるような暑い夏のイメージ。


    　則秋は枯葉が舞い落ちる、静かな秋のイメージ。


    　連大は冷たく凍える冬のイメージ。


    　名前も連大以外は季節と関係したものになっています。連大だけ例外なのは、既すでに冬ふゆ上がみがいたからです。


    　ちなみに現在の冬上を表現するとしたら、冷たいけれど清廉な「雪解け水」です。


    　次は八巻で登場したツグミこと《一鶫スラシユ＝ワン》。


    　お気づきの方も多いでしょうが、彼女の名はトラツグミから来ています。


    　トラツグミというのは鵺ぬえの正体と言われている鳥です。キメラの漢字表記が「鵺」でしたから、彼女の名前は自然と決まりました。


    　そして同じく八巻で颯さつ爽そうと現れた香か織おりさん。


    　メイドさんです、人妻です、メガネっ娘（?）です。色々と記号が詰まったキャラなので名前はできるだけ普通にしました。だから他のキャラみたいにきちんとした由来はありません。ですが直感的に決めた分、妙に早くキャラと名前が馴染みました。


    　続いて……と、いつの間にか残りスペースがわずかになっていました。


    　筆が乗ってくると、あっという間にページが埋まっちゃいますね。


    　残りはまたそのうち……ということで、謝しや辞じに移ります。


    　毎巻、素晴らしいイラストを描いてくださる近この衛え乙おと嗣つぐさん。


    　スーラは私の想像を数段超えて可愛かったです。私の中でいつもキャラクターが完全に「生まれる」のは、近衛さんのイラストを見た瞬間です。


    　担当のＭさん。物語の完成度を高めていけるのはＭさんのご尽力によるものです。本当に感謝です。


    　それでは、また。

  



  
    ツカサ


    Tsukasa
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